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秋田県立大学 大学案内2020

平成11年	4月	 秋田県立大学開学
平成14年	4月	 秋田県立大学大学院 システム科学技術研究科設置
平成15年	4月	 秋田県立大学大学院 生物資源科学研究科設置
平成18年	4月	 生物資源科学部 アグリビジネス学科設置
	 	 公立大学法人秋田県立大学設立
平成21年	6月	 開学10周年記念式典開催
平成24年	4月	 秋田県立大学大学院
	 	 共同ライフサイクルデザイン工学専攻設置 
平成30年	4月	 システム科学技術学部
	 	 機械工学科・知能メカトロニクス学科・情報工学科設置
令和元年	6月	 開学20周年記念式典開催

沿革

基本理念
21世紀を担う次代の人材育成
真理探究の精神と、未来を切り拓く幅広い視野・柔軟な発想や豊かな創造力を兼

ね備えた、21世紀を担う次代の人材を育成すること。

開かれた大学として、秋田県の持続的発展に貢献
先端的な科学の研究及び技術の開発を行うことにより、地域産業の高度化を通じ

た本県の産業振興に寄与するとともに、県民に対して生涯にわたる高度な教育機

会を提供することにより、本県の持続的発展に大きく貢献すること。

このマークが付いているQRコードをスマートフォンなど
で読み取ると、「360°VRパノラマ写真」など、様々な
Webコンテンツをご覧いただけます。
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秋田県立大学は、システム科学技術学部、生物資源科学部

の2つの学部からなる理系の大学です。学生諸君には、これ

らの分野の専門知識を身につけ、卒業後それぞれの分野の

専門家として活躍して欲しいと願っていますが、国際的社会

情勢・経済が大きく変化する現在においては、それらの変化

に対応できる能力も強く求められています。これからは、専門

的な知識に加えて、変化に気づき、多面的な視野で要因分

析、課題抽出を行い、自ら解決策を見出す能力が必要です。

秋田県立大学では、独自の教育プログラム「成長のためのメ

ソッド」をさらに充実させ、上記の能力を持ち、“グローカル”に

活躍できる人材を育成します。

秋田県立大学の欧文の頭文字『Ａ』をデザイン化したもので、
目標（グリーン）を設定し、未来に向かって限りなく学んでいく
姿を表しています。

学長メッセージ

学長
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NEXT VISION
もっともっと、みんなのビジョン

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

桑
くわばら

原 丈
たける

 さん
機械知能システム学科 3 年
新潟県／東京学館新潟高校

伊
い と う

藤 海
み く

玖 さん
経営システム工学科 3 年

宮城県／泉高校

鈴
す ず き

木 朱
あ か り

里 さん
電子情報システム学科 4 年

埼玉県／大妻嵐山高校

岩
いわざき

﨑 陸
りく
 さん

電子情報システム学科 3 年 ジャズバンドサークル
栃木県／國學院大學栃木高校

佐
さ と う

藤 千
ち な つ

夏 さん
経営システム工学科 3 年

秋田県／仁賀保高校

小
お が さ わ ら

笠原 北
ほ く と

斗 さん
電子情報システム学科 3 年

秋田県／秋田北鷹高校

畠
はたけやま

山 皓
ひかる

 さん
機械知能システム学科 3 年

秋田県／湯沢翔北高校

奥
おくむら

村 舜
しゅん

 さん
知能メカトロニクス学科 2 年

愛知県／尾西高校

田
た む ら

村 健
けん
 さん

電子情報システム学科 3 年
秋田県／能代松陽高校

みんなの暮らしを
支えたい！

サークル活動を満喫しています！

製薬関係の
仕事を目指して
頑張っています！

たくさんのことを
経験したい！

楽しいイベントで
学生生活を

盛り上げたい！

もっともっと学びたい！

色々 な人と
積極的に

かかわりたい！

地元の役に立つ
発見をしたい！

情報分野の発展に
貢献できる人材に

なりたい！
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柳
やなぎさわ

沢  光
み れ い

玲 さん
応用生物科学科 2 年

長野県／松本美須々ケ丘高校

小
こ か じ

鍛冶 航
わたる

 さん
アグリビジネス学科 3 年
新潟県／新発田農業高校

東
あずま

 亮
りょうた

太 さん
応用生物科学科 3 年　竿燈会代表

北海道／札幌厚別高校

細
ほ そ だ

田 瑠
る か

花 さん
生物生産科学科 3 年　学生会会長 

秋田県／金足農業高校

雨
あめみや

宮 あ
あ や の

や乃 さん
大学院生物資源科学研究科 1 年

山梨県／日川高校

佐
さ さ き

々木 一
か ず き

樹 さん
アグリビジネス学科 2 年　アーチェリー部代表

青森県／三本木農業高校

最
も が み

上 華
か ほ

帆 さん
生物環境科学科 2 年
青森県／青森東高校

野
の む ら

村 麗
れ み

美 さん
生物生産科学科 4 年

秋田県／秋田中央高校

舘
たておか

岡 典
の り こ

子 スタッフ
教育本部学生チーム職員

秋田県／秋田南高校

秋田の竿燈まつり
を世界へ発信。
竿燈でみんなを
笑顔にする!

心身を鍛錬し
アーチェリーで
国体出場を
目指します!

研究を通して
広く世の中に
貢献したい!

地元の6次産業を

変革！ 地域に根付く

ビジネスを目指す！

日本酒の発展に

貢献したい!!!!

自分の気持ちに
嘘をつかない

大人になりたい!
地球の地質構造

や進化の過程を

学び尽くしたい！

快適＆円滑な
学生生活になるよう
学生一人ひとりを
全力サポート！！

農業普及指導員に
なって秋田県の農業
を盛り上げたい！
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NEXT INNOVATION農 業 × IｏT
様々な情報を集め、農業のノウハウをデジタル化

NEXT
INNOVATION

PICK UP RESEARCH

　私が取り組むのは、【農業×IoT】。経験がものを言う世界で、情報を客観

的に分析し、誰にでもわかりやすい農業のノウハウを作成しようというもの

です。さらに、農作物の収穫時期や量を予測し、消費者が農作物を手に入

れやすい未来も目指しています。

システム科学技術学部 情報工学科

飯田 一朗 教授
IIDA Ichiro

PROFILE
1955年京都市生まれ。その後全国を転々と
したのち、1983年東京大学大学院工学系研
究科博士課程修了。同年より株式会社富士通
研究所で33年間勤めた後、2016年秋田県立
大学教授に赴任。現在に至る。趣味は野鳥観
察で、秋田の自然はとても気に入っている。
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NEXT INNOVATION　研究のきっかけは、農業従事者の高齢化、さ

らにその後継者不足について真剣に考えるよ

うになったことからでした。農業の後継者不足

を解決するにあたり、一番の課題は『農業をや

りたい』と言って都会から戻ってくる若者がいて

も、そのノウハウを明確に伝えられないことだ

と思うのです。熟練の技や経験、知恵に頼りす

ぎて、明確なノウハウがないばかりか、追い討ち

をかけるように農家の高齢化がどんどん進んで

いるという現実。それが、後継者の獲得を阻ん

でいるのではないかと危惧しています。

　細かい情報を集めて、それを分析してまとめ

て…。農業の教育プログラムのようなものを

作りたいと考えています。例えば、りんごに虫

が付いていたら、農作物にいつもとは違う変

化が現れたら…、今までは一度家に帰って解

決策を仰がなければいけなかったかもしれま

せん。でもそれをシステム化できれば、現地で

画像を撮って送信して、すぐに解決方法が返っ

てくるようなことも可能になるでしょう。

　そしてさらに、ヒトと機械がもっと融合する

未来を目指しています。今は、農作業していた

ら携帯は開けませんよね。それを、何かをして

いても勝手に情報を受け取って送れる、そんな

未来を現実にしたいと考えています。

IoT・AI・SNSの技術を農業に 
受け継がれる・盛り上がる未来を創る
　情報のプラットフォームを構築することで、

消費者と生産者の距離をもっと縮めたいとも

思っています。『明日、こんな野菜が欲しい』と

なったらすぐに予約できて、生産側に連絡が

入って、即日発送、翌日にはお届け…というシ

ステムがあれば便利ですよね。それを実現す

るためには、もっと情報が必要。どの作物がい

つ収穫できて量はどのくらいなのか、といった

ことを調べる必要があります。

　そこでまずは、トマトの生育について調査を

進めています。トマトの生産量って実はどんぶ

り勘定で、収穫までの数値的な情報が分かって

いないそうなんです。だから、トマトを苗から

育てて、その成長過程を調べているんですね。

トマトの他にはいちごの調査を予定しています。

　並行してネットワークの構築にも挑戦中で

す。具体的には、大潟キャンパスと本荘キャ

ンパスをネットワークで繋ごうというもの。

docomoとかauなどの大手キャリアを使わず

に繋げられるLPWAという方法があって、今の

段階ではスピードは遅く画像も送れないので

すが、平地なら意外と遠いところまで通信できる

ことがわかっています。今は本荘キャンパス周辺

を調査中ですが、これからもっと調査を進めてい

き、大潟から本荘までネットワークを繋げることが

目標です。

選りすぐりの先鋭技術を集結 
専門家たちが創る新しい未来
　この取り組みの総称は、「ICTを活用したス

マート農業に関する研究」。県立大学の7〜8

人の先生方が参加してくれています。私が担

当する、ネットワーク関連の研究の他に、熟練

技術の抽出や果実の収穫適期、農作業を軽減

するためのアシスト技術などについても研究

が進められています。各エキスパートの力を

融合させた、新しい農業のカタチ。その未来

に、ワクワクが止まりません！
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NEXT INNOVATION熊との共存を目指す
自 然 界 デ ー タ の 分 析 力 を 活 か し て

NEXT
INNOVATION

PICK UP RESEARCH

　全国でも比類なきクマの数を有する、秋田県。最近では心を痛める事故

も多く、人間と熊がお互いに住みやすい環境を作っていくことが課題視さ

れています。ヒトと熊が共存していくには、まずは熊のことについて知るこ

とが必要。そこで私が県と共同事業で進めているのが、生息数調査です。

生物資源科学部 生物環境科学科

星崎 和彦 教授
HOSHIZAKI Kazuhiko

PROFILE
滋賀県大津市育ち。東京大学農学部卒業、京
都大学理学研究科生物科学専攻修了。博士（理
学）。国立環境研究所、秋田県立大学助手、助
教、准教授を経て現職。趣味は40年近いキャ
リアのバードウォッチングと下手の横好きの将
棋、最近ハマっているのは日曜大工。
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NEXT INNOVATION　これまで森林生態学の研究に30年近く取り

組んできたことを活かし、4年前からセンサー

カメラを使った熊の生息数調査をスタートしま

した。現在では県内の半分ほどのエリアを調

査し、5年目となる来年で、ほぼ県内全域を網

羅できそうです。

　きっかけは、毎年公表される熊の処分数や

生息数などの数字を新聞で見ていて、アンバラ

ンスさを感じたことからでした。そこで学生と

一緒に新聞に出る数字を追って、マップに入力

していったんです。きちんと調べてみると、毎

年相当な数が処分されていても尚、まだ多くの

熊が生息していることが分かり、正確な数字を

出す必要性を改めて感じています。

集積したデータを解析
だんだんと真実に近づいていく喜び
　調査には赤外線で反応する特殊カメラを使

用。熊に限らず動物は良く動くので、写真では

なく動画で撮影しています。設置したカメラの

上部に熊が好きな木の防腐剤を塗り込んだ棒

を仕掛けておくと、熊が寄ってきてそれにじゃ

れつき、腕を伸ばしたときに胸の模様を見せ

てくれるんです。胸の模様は個体によって違う

ので、それで個数を判別しています。各調査地

から集められた膨大なデータを分析するのが、

私がメインに担当するところ。研究室のパソコ

ンを使って方程式に当てはめながら、四六時

中計算しています。

30年以上かけて培った
自然界でのノウハウを活かして
　私が専門とする「森林生態学」では、森林の

構造と群生する樹木の変化について研究して

います。調査エリアは岩手県奥州市・胆沢と

いう地域で、広さにすると5ヘクタールくらい。

シードトラップという網を仕掛けて、落ちてき

た木の実や葉っぱを採取し個数を調査してい

ます。もともと自然が好きで、学生の頃からこ

のテーマに興味を持ち、かれこれ30年近く。

30年というと、とても長い期間のように感じま

すが、実がなるのも落ちるのも一年に一回の

ことですから、実はまだまだ調査途中。最近に

なって、自然界の豊凶のリズムが少しずつ分

かってきて、やっと手応えを感じ始めていると

ころです。これからも地道に調査を続けてい

き、ゆくゆくは自然界のビッグデータのような

ものを作れたら良いな、と思っています。

　森林生態学の調査のために通い続けている

胆沢には熊もいます。ですが、20〜30年が寿

命と言われている熊にとってみたら、30年近

く通い続けている私の方が先住者。子熊が私

を見て怯えていると、母熊が「この人は大丈夫

よ」ってコソコソ囁くんです（笑）。そうすると子

熊は安心して動き出す。そんな姿を見ていると

思わず愛着が湧いてしまうんですよね。

　世界的に見ると、熊は絶滅が危惧されてい

る部類。すでに西ヨーロッパではほぼ絶滅して

いますし、人が住んでいる場所の近くに熊がこ

れほど多く生息していることは極めて珍しいん

です。危険もはらんでいるけれど、それだけ自

然が残されているということでもあり、ある意

味財産でもあると思います。カメラを使った調

査で修正された生息数が少しでも、ヒトと熊と

が共存できる未来への一助になれば幸いです。
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FROM NEXT STAGE
自分のステージで活躍する卒業生からのメッセージ

FROM NEXT STAGE

FROM NEXT STAGE

細やかなサポートを受け、
問題を共有することの大切さを学びました

興味のあること、やりたいことを
やらせてもらえる大学です

　元々、人々の生活に身近なところで活躍するものづくりに携わりたいと考
えていて、幅広い事業領域に電子部品を提供しているTDK株式会社に入社
しました。現在は生産に必要な装置の設計を行う部署で、主に社外へ販売
する装置を担当しています。顧客の要望に沿って設計を行い、自分の思い描
いた動き・機能を実現したときに大きなやりがいを感じます。
　大学生活では、大学院までの6年間すべてで、少人数教育が一番の魅力だ
と感じました。教員へ相談しやすい環境が整っていて、細やかな指導を受け
ることができます。大学院生は実験方法一つにしても意味や理由を自分で
考え実行するため、責任も大きくなりますが、先生方もより親身になって教え
てくださいます。指導教員だけでなく、他の研究室の教員からもアドバイス
をもらい、何度も難局を打破することが出来ました。様々な教員からサポー
トしていただいた経験から、問題に対して一人で悩むことなく、多くの人々
と共有し解決にあたるようになりました。

　現在私は、自動車エンジン制御のソフトウェア開発に携わっています。人
命に関わる責任の重い仕事の為、私の会社では常に品質を意識していま
す。また、多くの関係者とやりとりをしながら、日々業務を進めています。そ
のような環境の中で知識を増やし、ユーザーに安心して使ってもらえる安全
な自動車を提供できる技術者になることが、私の目標です。
　大学時代、学生自主研究制度に取り組んだことが最も心に残っています。
学生自主研究制度は、やりたいこと、興味があることを研究できる制度です。
この制度を利用し、私はドローンの研究に取り組みました。周囲とコミュニ
ケーションを取りながら研究を進めることができる環境が整っている為、先
生や先輩がしっかりサポートをしてくれます。当時私は、今後ドローンに触る
機会はないと思い挑戦しました。今思い返しても、貴重な経験ができたと感
じています。
　秋田県立大学は、やりたいことができる・やらせてもらえる場所です。積
極的に色々なことにチャレンジしてください。大学で得た知識と行動力が、
社会に出たときに必ず役に立ちます。

三田 明里 さん SANDA Akari
�デンソーテクノ株式会社 電子11部
システム科学技術学部　機械知能システム学科　2016年度卒業
愛知県／豊田南高校出身

進藤 諒 さん SHINDOH Ryo
TDK株式会社 生産技術本部 生産技術センター FAソリューション部
システム科学技術学部 機械知能システム学科　2014年度卒業
大学院・システム科学技術研究科 機械知能システム学専攻　2016年度修了
秋田県／秋田北高校出身
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FROM NEXT STAGE

FROM NEXT STAGEFROM NEXT STAGE

たくさんのイベントで様々な人と知り合い、
とてもいい経験ができました

親身になって相談に乗ってもらい、
地元に貢献できる道を選びました

自由にものづくりする経験を通じて、
センスや技術力を学べました

　私は今、東北地域の各現場で施工管理をしています。インターンシップで
実際に現場の雰囲気を味わい、誠実で真面目な仕事をしながらも、楽しくや
りがいを感じて働く社員を目の当たりにし、この会社を選びました。毎日の
主な業務は、職人さんと工事の工程を打合せし事前に段取りをすること、施
工中・施工後に各工事の検査を行うこと等です。
　建築環境システム学科は教授や先輩方と会話がしやすい環境が整ってい
て、何かあればすぐに相談できたことで、より多くの知識を身に付けられた
と感じています。また、建築の設計課題でグループみんなで何度も話し合い
をし、時には喧嘩もしながら、一つの建物を設計したことも良い経験になり
ました。学内の設備もとても充実していて、実験の授業がとても楽しかった
です。建築サークルで各県の建物を見に行ったり、毎年学科の先輩後輩達と
バレーボール大会を開催したことなども心に残っています。たくさんのイベ
ントの中で様々な人と知り合えることも大学の魅力だと思うので、ぜひ県立
大で充実した学生生活を送ってください。

　秋田県立大学の魅力は先生との距離が近いことです。研究室の先
生には、卒業研究や就職活動に、親身になって相談に乗ってもらいま
した。授業や研究以外では、弓道部に所属していましたが、名古屋で
開催されるインカレへ自分達で車を運転して泊まりがけで行ったこと
が心に残っています。
　現在は、農業に関わる業務を中心に仕事をしています。出身地で
ある由利本荘市で頑張りたいなと思ったのが、就職先として選んだ理
由の一つです。時には農家さんからの連絡を受けて、外出して現場の
様子を確認することもあり、由利本荘市の地域に根差した業務を行っ
ていると感じます。今後は地元地域に貢献できるようにスキルアップ
して頼りにしていただける職員を目指したいと思っています。
　秋田県立大学に入学するみなさんには、勉学、趣味を問わず、挑戦
してみようと思ったことはやってみてほしいと思います。挑戦すること
で失敗することもありますが、それも良い経験になります。自分の可
能性を信じて頑張ってみてください。

　インターネットやセキュリティサービスを提供するための顧客提供
機器（ルーターやファイアウォール）の出荷や在庫管理の業務をして
います。就職先として選んだきっかけは、社会基盤であるインターネッ
トを牽引する仕事をしたい、常に技術者として新しい技術に触れてい
たいと考えたからです。
　学生のころは、サークル「S.E.I.M.」に所属していました。ロボコン
への参加を通じて、他学科のメンバーの授業内容をシェアしてロボッ
トの設計や製作に活かしたり、授業では学べない技術に触れたりと、
充実した生活を送ることができました。また、本荘キャンパスには、創
造工房という工作装置・部品などを自由に利用できる施設があり、興
味のある分野や技術に触れる機会となりました。この施設を利用し
て、学内コンテストなどにエントリーし、様々なものづくりに挑戦でき
たことは、アイディア・技術力・トレンドなどを刺激するとても良い経
験になったと感じています。今後も、コンテンツでも技術でもいいの
で後世に残せる開発・ものづくりをしていきたいと思っています。

三浦 徹弥 さん MIURA Tetsuya
�由利本荘市役所 由利総合支所産業課 主任
システム科学技術学部　経営システム工学科　2013年度卒業
秋田県／由利高校出身

小林 由佳里 さん KOBAYASHI Yukari
�清水建設株式会社 東北支店 建築部
システム科学技術学部　建築環境システム学科　2015年度卒業
秋田県／大曲高校出身

牧原 将 さん MAKIHARA Masashi
�株式会社インターネットイニシアティブ 
サービス統括本部 サービスデリバリ部 サービスプロビジョニング課
システム科学技術学部　電子情報システム学科　2014年度卒業
大学院・システム科学技術研究科　電子情報システム学専攻　2016年度修了
岩手県／宮古高校出身
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FROM NEXT STAGE
自分のステージで活躍する卒業生からのメッセージ

FROM NEXT STAGE

FROM NEXT STAGE

化粧品を通じて 
すべての人を幸せにする

最新の情報と技術を駆使し
秋田の農業“職人”を目指す

　化粧品や健康食品の開発業務に携わっています。製品のコンセプト提案
から処方開発や品質確認試験など幅広い業務を担当しています。アイビー
化粧品は、製品の企画・研究開発・製造を自社で一貫して行い、販売会社を
通じて製品をお客様に届けています。そのため、お客様の生の声をお聞きし
て、よりお客様が求めている製品を開発できると感じています。
　学生時代は、グアム大学語学研修に参加しました。現地の方々の失敗を
恐れず挑戦する姿、自信をもって夢を語る姿を見て、“自分自身も変わりた
い”と強く感じました。自分の英語が通じたときには感動したことも強く印
象に残っています。その時の経験が、現在の化粧品の研究者として、何事に
も果敢に挑戦する積極性と前向きな姿勢に繋がっています。
　「化粧品を通じてすべての人を幸せにする」という高校時代からの夢を実
現するためにも、化粧品の処方開発に関する知識・経験はもちろん、化粧品
による心理的作用やマーケティングなど幅広い知識を身に着け、柔軟な発
想ができる研究者を目指したいと思います。

　農産物の栽培に必要な農薬・肥料の販売、栽培施設の設計・施工のほ
か、産業用無人ヘリコプター・マルチコプターなどの販売からメンテナンス
など、農業関連の様々な商品やサービスの提供を行っています。現在は営
業活動を基本に、繁忙期には無人ヘリやドローンを操縦し散布作業も行っ
ています。大学で学んだ生物学全般の知識や圃場実習などの経験を活かせ
ることと、「営業マン」への憧れや「職人」にも魅力を感じていたこともあり、
現在の勤務先を志望しました。
　学生時代は、講義や実習・実験に研鑽しながら、仲間とサッカー・フット
サルで汗を流すなど、勉強にサークルに精一杯取り組み、青春を謳歌しまし
た！学生のやる気を尊重し個性を伸ばす秋田県立大学だからこそ、充実感
と達成感に満ちたフルパワーの学生生活となりました。
　1つの技術導入で数ヵ月後には全く別の形に変わるなど、目まぐるしく変
化する農業環境に対して、農業の「職人」として常に最新の情報・技術を駆
使して秋田県の農業にしっかり貢献したいと思います。

森谷 歩香 さん MORIYA Ayuka
�株式会社アイビー化粧品 開発生産本部
生物資源科学部 応用生物科学科 2015年度卒業
大学院・生物資源科学研究科 生物資源科学専攻 2017年度修了
山形県／寒河江高校出身

神田 大樹 さん KANDA Daiki
�株式会社 池田 グリーン＆アグリ事業部
生物資源科学部 生物生産科学科 2008年度卒業
秋田県／新屋高校出身
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FROM NEXT STAGE

FROM NEXT STAGE

農家のみなさんに信頼される
普及指導員を目指す

肥料技術者のスペシャリストとして
秋田県の農業に貢献

　JAや組合員に向けて肥料技術の指導に関わる講習会の開催や秋田県種
苗交換会などの展示会業務を行っています。稲作農家である祖父の影響を
受けて、出身地である秋田県の農業や組合員を支えていきたいと思い、現在
の勤務先を志望しました。
　学生時代は、卒業論文で「土壌中に存在しているアーバスキュラー菌根
菌の有効活用のための研究」を行い、大潟村の研究圃場で汗を流しながら
生育調査を行ったことが心に残っています。日本一の広大な研究圃場で、よ
り現場に近い環境で研究できた経験が、現在の私の仕事の土台と自信に繋
がっています。また、いつも先生に親身に寄り添ってアドバイスいただいた
のが本当に心強かったです。卒業後の今でも、土壌肥料などについてご指
導いただいております。
　まだまだ土壌肥料の先輩方にお力添えをいただいてばかりですが、今後
も秋田県や日本の農業をしっかり支え、JAや組合員に新しい情報を提供で
きる「肥料技術者のスペシャリスト」として活躍できるように頑張ります。

　普及指導員として、主に、農家への栽培講習会や病害虫に関する相談対
応などの栽培技術指導、作況調査や新品種・新技術が開発されたときに現
場への適応が可能か調査する実証試験などを行っています。もともと実家
の祖父母が農業を営んでいたのですが、祖母が体調不良で離農したことが
きっかけで「農家を助ける仕事がしたい！」と思い、現在の仕事に進む決心を
しました。
　秋田県立大学の学びは、作物の生理生態から栽培技術・農業機械・農業
政策・農業簿記・現地実習など、あらゆる分野を広く学べることが大きな魅
力です。普及指導員の仕事では正にそれらを網羅し、広い視野をもって農家
の経営支援にあたるので、秋田県立大学の学びが日々の業務に大変役立っ
ています。
　まだまだ勉強不足ですが、地域の農業をしっかり支えるため、さらに経験
を積んで、農家のみなさんに信頼される普及指導員になれるよう、日々の業
務に励みたいと思います。

田村 美樹 さん TAMURA Miki
全国農業協同組合連合会秋田県本部 生産資材部肥料農薬推進課
生物資源科学部 生物環境科学科 2015年度卒業
秋田県／能代北高校（現 能代松陽高校）出身

新井 理沙 さん ARAI Risa
�群馬県中部農業事務所 伊勢崎地区農業指導センター
生物資源科学部 アグリビジネス学科 2013年度卒業
群馬県／前橋南高校出身
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特待生制度（P86）

クサビ型カリキュラム 海外留学プログラム（P72）

学年担当教員／指導教員

実践的な教育指導オフィスアワー

少人数教育

能力のある学生をもっと応援！

1 年生から専門的な授業も！ 国際感覚を備えた人材を育成

学生生活も頼れる先生がいるから心強い

教員の約３割は企業等の実務経験者教員との交流がより学生生活を豊かにします

教員と学生の距離の近さが魅力！　

4年次

3年次

2年次

1年次

8
7

6
5

4
3

2
1

専
門
科
目

教
養
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目（
生
物
資
源
）

基
幹
科
目
・
共
通
基
礎
科
目（
シ
ス
テ
ム
）

年次 セメスター 教育科目

生物資源科学部 生物生産科学科 3年

鈴木 直人 さん　SUZUKI Naoto
福島県／郡山東高校出身

[認定要件]
★入学生特待生（秋田県内高校出身者のみ）
	 �大学入試センター試験で本学指定科目を受験し一定の基準を満たした場合、年間授業料
相当額(535,800円)を4年間、奨学金として給付します。
★在学生特待生
	 成績優秀者には年間授業料相当額の半額を給付します。

「1年生から専門科目を勉
強したい」「3～4年生に
なって、幅広い教養を学び
たい」という学生のために、
早くから専門の基礎を学
び、高学年になっても文学
や哲学などが学修できる、
4年間を通じた一貫教育の
クサビ型カリキュラムを採
用しています。

海外協定校等での短期研修や学生交流
を目的とした「国際交流プログラム」、世
界各国から集まる留学生とともに英語
を学びながら異文化理解を深める「短
期英語・異文化体験プログラム」を実施
しています。研修前オリエンテーション
の実施、国際航空運賃やプログラム費
用の支援など、様々な面で海外留学を
サポートしています。

学年･学科ごとに学年担当教員が置かれています。入学後、各学期の始
まりに個別面談を行い、勉強･研究の相談はもちろん、学生生活全般に
ついての相談に応じます。また、研究室配属後は、研究室の教員が指導
教員として多面的にサポートします。

教員の約３割が企業等で実務経験を有し、多分野にわたる多彩な経験を
活かした実践的な教育指導を行っています。現場で培った感性やノウハ
ウは、論理だけではなし得ない問題解決の糸口となるはずです。是非、
発想のヒントを修得してください。

より多くの教員と学生が接する機会が得られるよ
う、教員はそれぞれ決まった時間に研究室に在室
し、授業·進路·学生生活など様々な質問や相談に応
じています。“教員と学生の距離が近い”、それが本
学の大きな特色の一つです。

教員一人あたり学生数が約8人。教
員と学生、学生相互のコミュニケー
ションを重視し、教養科目から専門
科目まで総勢214人の教員が、入
学から卒業までをしっかりサポート
します。

特待生に認定されたことで、学びのモチベーションと選択肢が広がりました。特待生に認
定されたことが後押しになり、大学の海外留学プログラムに申請し、昨年、カナダ/ビクトリ
ア大学への語学研修を経験しました。秋田県立大学はやる気のある学生には多くのこと
が学べる大学です。今後も自分の夢に向かって様々なことにチャレンジしていきたいと思
います。

教員一人あたり学生8人
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表彰制度

大学院優秀学生奨学金（P87）

学生の努力の成果を称え表彰します

大学院進学もバックアップ！

秋田県立大学の学生たちは、勉強に研究にサークルに社会活動に、様々な分野で才能を開花させています。

ピアチューター制度入学前準備プログラム
頼りになる先輩が学修をサポートします苦手な教科は入学前から強化

本荘キャンパスでは、先輩ピアチューター
が数学･物理の質問に応じる「数学･物理
駆けこみ寺」を開設しています。秋田キャ
ンパスでは、「あきた地域学」などの授
業を教員の補佐として先輩がしっかりサ
ポートします。

推薦･AO入試で合格した学生には、大学
生活スタートまでの時間を有効活用する
ため、月２～３回の添削指導やスクーリン
グなどを行います。入学前に基礎から学
び、入学後の授業に備えることができる
ので安心です。

[受給要件]
大学院博士前期課程に入学する本学学部生を対象とした奨学金です。学部3年次までの
成績が、所属学科の上位10%以内の場合は年間授業料相当額の全額、10%を超え25%
以内の場合は半額を奨学金として2年間支給します。

秋田県立大学竿燈会
竿燈まつり妙技会「大若囃子方」優勝

本田和也さん(電子情報システム学科)
全国の学生が参加する「LINKtopos 2018」で運営代表を務める

ものづくりサークルS.E.I.M.
「電気自動車エコラン競技大会inSUGO」優勝

ツリーハウス同好会
「木を活かす学生活動大賞」を受賞

佐々木円香さん(生物生産科学科)
サイエンス･インカレ「Future賞」を受賞

成績優秀者は卒業式で表彰

システム科学技術研究科 機械知能システム学専攻 2年

中村 聖 さん　NAKAMURA Hijiri
秋田県／横手清陵学院高校出身

大学からの手厚い支援のおかげで、学びに対する意欲を高く保ちながら学生生活を
送っています。ティーチングアシスタントとして講義の補助を行うなど、大学院ならで
はの貴重な経験を通して、大きく成長できました。秋田県立大学は自分自身の行動次
第で大きく成長できる場所です。皆さんと共に、更に成長できることを楽しみにしてい
ます。
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木材高度加工研究所

フィールド教育研究センターバイオテクノロジーセンター

創造工房
“木材”を冠する国内唯一の研究所

附置研究所／能代市

全国一の広さを誇る大規模農場最先端のバイオテクノロジーを駆使して生命現象を解明

生物資源科学部附属／大潟キャンパス生物資源科学部附属／秋田キャンパス

創造力を生む“ものづくり”の活動拠点

システム科学技術学部／本荘キャンパス

学生の自主的･創造的な“ものづくり”の活動拠点で
す。施設内部には工作道具や測定器、コンピュータな
どプロも驚くような多様な機器がずらりと並んでい
ます。学内向けのものづくりコンテストや、子供たち
にものづくりの楽しさを伝える夏休み科学教室など
を開催しています。

次世代シーケンサーをはじめ最先端機器が整備さ
れ、DNA塩基配列の解析や遺伝子組み換え植物の
作製、デンプン構造解析などの受託解析を行ってい
ます。熊が人間を襲う事故が相次ぐなか、人間を襲っ
た熊を特定するDNA鑑定・分析を県からの委託で行
うなど、学内外のユーザーに広くサービスを提供して
います。

国内の大学機関に属する研究機関として、「木材」を
冠する唯一の研究所。木質資源の理想的な循環系の
確立を目指して、木材の基礎物性･加工･利用に関す
る研究と技術開発を行うとともに、高い技術力を備え
た人材を育成するため、大学院教育にも取り組んで
います。

総面積190ha､東京ドームの建築面積の約40個分。
そのうち耕地（水田）面積が164haあり、大学附属農
場の中で全国一の広さ。水稲に加え、大豆や小麦な
どの畑作物、果樹や野菜、花きなどの園芸作物、牧草
やトウモロコシなどの飼料作物が栽培されるととも
に、約50頭の肉用牛も飼養されています。このよう
な農業生産のフィールドで、学生の演習や実習、卒業
研究などが行われています。
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学生自主研究制度

ゆるキャラ研究グループ
『新しいゆるキャラ考案のためのマーケティング』

ポリネーター
『林床植物の繁殖を助ける昆虫と妨げる昆虫
―秋田県に特有な植物の繁殖生態の追求―』

夢をカタチに！ 学生主体の教育プログラム

入学したら直ぐに研究に取り組んでみたい！専門分野に触れた
い！という積極的な学生の期待に応える本学独自の教育プログ
ラムです。学生自らが研究責任者となり、指導教員や先輩のアド
バイスのもと、計画的に研究を進めます。開学当初から導入して
いる本制度には、多くの県大生が参加しており、充実したキャン
パスライフを送る上で欠かせない制度です。
★応募資格　1・2年次の学生
★研究資金　1件あたり15万円を限度に交付します

★研究目的と内容は？
秋田県の観光入込客数は減少傾向にあるこ
とを知り、課題を解決する手段を考えました。
近年はゆるキャラの活躍により、観光客数・県
の経済効果が飛躍的に伸びている地域も見
受けられることから、地域の活性化につなが
るゆるキャラの分析を試みました。
★研究の成果と感想を一言
秋田の若者がゆるキャラに求める要素につい
てアンケート調査を行い、調査結果を踏まえ、
ゆるキャラ案「ばっけんくん」を作成しました。
研究成果は由利本荘市と仙台の学会で発表
し、様々な方と意見交換し、新たな課題を発
見するとともに、視野を広げる良い機会とな
りました。

★研究目的と内容は？
虫と植物との関係に興味があり、虫媒花の植物について、どのような虫が送粉を行ってい
るのか、どのような繁殖生態を持っているのかを明らかするために研究しました。秋田に
咲く特徴的で希少な植物について調べてみたいという理由から、日本海側の多雪な地域
で、6月でも雪が残るような渓流沿いに生育するシラネアオイとトガクシショウマの２種
類を対象としました。
★研究の成果と感想を一言
野外調査の中で、2種類の花における繁殖生態の違いやトガクシショウマの特徴的な花
の構造など新しい発見を得ることができました。その他捕虫網のようなフィールドで用い
られる実験器具や蛍光顕微鏡の操作方法に加えて、エタノールや酢酸といった試薬の取
り扱いについても習熟することができました。研究室配属後の研究室実験や卒論にも活
かせる貴重な経験となりました。

★学生自主研究を行った先輩の声
・卒業研究に役立つ知識･技能が身につきました
・学生自主研究で研究テーマと出会い大学院にまで進学しました
・1年次から指導教員や研究室の先輩と仲良くなれました
・�研究室配属前に学会発表やサイエンスインカレ出場などの貴重な
経験ができました

ゆるキャラ案 ばっけんくん

ばっけんくん　ポロシャツ

先輩たちの
研究テーマを

チェック

研究資金の交付・
指導教員からのア
ドバイス。実験ス
ペースや機材の
提供。

3年次以降
本格的な専門分野の

研究へ

計画に沿って
研究

許可

大 学
申請

テーマ決定・
企画策定

システム科学技術学部　経営システム工学科 3年　左から
中川亜希美 NAKAGAWA Akemi （兵庫県／川西緑台高校出身）
佐藤  千夏 SATOH Chinatsu （秋田県／仁賀保高校出身）
鈴木  奏恵 SUZUKI Kanae （秋田県／秋田北高校出身）
伊藤  海玖 ITOH Miku （宮城県／泉高校出身）

生物資源科学部　生物環境科学科 4年　左から
佐々木佳音 SASAKI Kana（秋田県／能代高校出身）
大河　将寛 OHKAWA Masahiro （秋田県／大曲高校出身）
石崎　　惇 ISHIZAKI Jun （秋田県／由利高校出身）
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『土壌伝染性のダイズ病害を
減らすことは可能か？』（学部2年次 学生自主研究)

『コンクリートの耐久性に関する研究』
（学部1・2年次 学生自主研究)

学生自主研究の学びを大学院へ！

学生自主研究の学びを社会へ！

★学生自主研究の魅力は？
入学して直ぐ自分の興味を持ったテーマを先生や先輩のサポートのもとで研究で
きることが魅力です。学生自主研究では、最先端の様々な実験機器を使って実験
をすることができ、その経験が卒業研究や大学院の研究に役立っています。

★学生自主研究の経験はその後の研究に役立ちましたか？
大学院では、学生自主研究で分離した微生物を利用し、大学の圃場（現場）でダイズ
の病気の発生を抑えることができないか研究しています。学生自主研究で研究した
テーマの面白さと出会い、そのテーマを正に大学院でも深く追求しています。

★県立大の良いところは？
現場（フィールド）がすぐ近くにあることに加え、実験機器が充実しており、最高の研
究環境です。先生との距離も近いので親身になって自分たちの研究のサポートを
してくれます。秋田県立大学は、自分の興味ある分野やテーマに没頭して研究でき
る大学です。

★将来の夢は？
ダイズの病気の発生を抑える技術を開発し、その技術を生産者が利用できるよう
にすることです！ただ成果を出すだけではなく、研究成果をもとに実用化され現場
で効果が発揮されることが重要です。夢に向かって一生懸命努力します！

★近況を教えてください
私は現在、熊本大学の助教として、建物の長寿命化を図るため、耐震補強技術や新
素材・高機能性材料の応用技術について、様々な実験や解析に取り組んでいます。
熊本に引越した当初は、東北と九州の気候・慣習の違いに驚嘆する毎日でしたが、
今では熊本の歴史ある街と豊かな自然に囲まれて充実した日々を過ごしています。

★学生自主研究の思い出を教えてください
学部1・2年次、友人3人とコンクリート中の骨材（砂）が膨張して自らを破壊する現
象について研究したのが大学時代の一番の思い出です。一見強そうなコンクリー
トも内部からの圧力には非常に弱く、その改善法を考察しました。この時のコンク
リートの研究が、卒業研究、大学院研究、そして現在の研究テーマとの”運命の出会
い”となりました。学生自主研究を通じて、知ることの魅力、未解決のことを解き明
かしていく高揚感を知ることができました。この情熱が今でも研究への原動力と
なっています。

★今後の目標を教えてください
平成28年4月に発生した熊本地震によって、大学施設が大きな被害を受けました。
自らの被災経験を通じて、改めて建築技術の重要性を認識しています。今後は、東
日本大震災、熊本地震などの復興に関して教育者・研究者の立場で貢献したいと考
えています。

環境微生物系学会優秀ポスター賞を受賞

生物資源科学研究科 生物資源科学専攻
鶴見 拓哉　TSURUMI Takuya

（栃木県／石橋高校出身）

熊本大学 工学部土木建築学科 建築材料･施工研究室 助教
佐藤 あゆみ さん　SATOH Ayumi

（岩手県／千厩高校出身）

［PROFILE］
2007.3　�システム科学技術学部 建築環境システム学科

卒業 
2009.3　�大学院・システム科学技術研究科 建築環境シ

ステム学専攻博士前期課程修了 
2012.3　�大学院・システム科学技術研究科 総合システ

ム科学専攻博士後期課程修了
現在に至る 県大生時代の佐藤あゆみさん
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SUPPORT SYSTEM

Career Calendar

万全のキャリア支援体制

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

学生が事業所で働く大人に「影」のよ
うに寄り添い、仕事内容などを観察す
る実習プログラムです。１･2年生を
対象とした県内企業における観察型
の一日インターンシップです。

職業適性検査やSPI能力模擬試験、履歴書・エントリーシート対策講座な
ど、様々な就職対策講座を実施しています。後援会には、就職対策講座の
受験料を一部助成する制度があります（P89参照）。

内定が決定した先輩による就活体
験発表会を開催し、実体験に基づく
様々なアドバイスを受けることがで
きます。

就職活動に備えて、ビジネスマナー、
面接マナー、スーツの着こなし、メイ
クなどについて学びます。実社会の場で就業体験を積むことで職業意識を高めます。2･3年生を中

心に、夏季休業期間中インターンシップを実施し、所定の条件を満たした
場合は単位として認定しています。後援会には、インターンシップの参加
に要した交通費及び宿泊費を一部助成する制度があります（P89参照）。

1年次 2年次

両
学
部
共
通

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部

生
物
資
源
科
学
部

ものづくりの楽しさを実際に体験。
これから学ぶ学問分野への動機づけを行います。

キャリア教育は入学後からスタート。自らの仕事観について考えることや、大学生活においても社会に出てからも
自らを磨く基礎となるコミュニケーションの基本的知識・スキルを身に付けます。

レポート・論文の作成指導、学修の動機づけ、大学生活への適応など、
高校から大学への円滑な移行を図ります。

就職活動を円滑に進めるために、心のコントロールの仕方や、
自己の再発見について学びます。

職業意識の向上や就職活動に備えた基礎知識を養成します。

一人ひとりが自分の持っている能力や資質を的確に把握し
て、将来への展望を拓くためのキャリア設計を考える導入講
座です。就職観を育み、職業選択の動機づけを図ります。

ジョブシャドウイング 就職対策講座

内定者体験発表会就活マナー講座 
インターンシップ

就職推進員
定期的に企業訪問を
行い情報収集や企業
との信頼関係の構築
に努めています。

学年担当教員／指導教員

学生

学年担当教員及び卒業研究の指導
教員が学生を見守り、個々の適性を
判断しながらアドバイス。 キャリア支援委員会

学生の就職・進学活動状況
を把握しながら、個別のサ
ポートを実施しています。

キャリア支援チーム
（キャリア情報センター）
企業の採用動向、求人情報を収集し、履歴書
等の添削、面接練習など、キャリアカウンセ
ラーを中心にしたキャリア支援チームが、将来
の人生設計も含め、きめ細かく支援します。

キャリアカウンセラーを中心としたキャリ
ア支援チーム、指導教員、学年担当教員、
キャリア支援委員会、さらには就職推進員
が連携･協力する多角的な支援体制が確
立されています。教職員一丸となって、学
生へのきめ細かな支援を実現しています。

初年次からキャリア関連講座やジョブシャドウイングなどを実施し、キャリアに対する「気づき」を促します。

現代の働く環境・コミュニケーション入門

①ジョブシャドウイング

創造科学の基礎

フレッシャーズ・セミナー

生物資源科学への招待 キャリア開発講座

低学年向けキャリアガイダンス

②インターンシップ
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「企業が求める人材とは」な
どをテーマに、企業で活躍
する社会人を講師に招き
講演会を開催しています。
自身の就職意識を見つめ
直す絶好のチャンスです。

本学の様々なキャリア支援制度の活
用方法、企業研究や自己分析の方法、
応募書類の書き方、面接試験対策な
どを紹介しています。

首都圏で就職活動を行う学生を
支援するため、東京都新宿区にセ
カンドキャンパスを開放していま
す。活動時の休憩スペースや情
報収集の場として、各種サービス
を無料で利用できます。

様々な分野で活躍する卒業
生との懇談会を開催していま
す。就業の実態や仕事のやり
がいなど、先輩たちの仕事に
関するリアルな経験談を聞く
ことができます。

4月下旬から翌年1月まで、毎週1回、3年生を対象にガイダン
スを実施しています。
(主なプログラム)
インターンシップガイダンス／職業適性検査の受検／SPI能
力模擬試験／模擬面接／Webテスト対策講座／履歴書対策
講座／内定者体験発表会／リクルートスーツ・メイク講座／
就活マナー講座／面接試験対策／グループディスカッション
練習／OB・OG懇談会／仕事・業界研究　など

キャリアガイダンス

企業講演会

オリジナル就職ガイドブックセカンドキャンパス

OB･OG懇談会

3年次 4年次
その後、学年進行に応じて、インターンシップやキャリアガイダンスなど、より具体的なキャリアサポートメニューを提供します。

キャリアガイダンス
企業の採用担当者を招き、企業説明会を開催しています。
希望する企業の情報をいち早くキャッチし、採用担当者と
自由に面談することができます。

企業説明会
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  生物資源科学部

FOR THE NEXT
自分が輝けるステージへ向けて取り組んだ、平成30年度内定獲得者からのメッセージ

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

内
定
先  

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

建築環境システム学科

三澤 彩乃 さん

MISAWA Ayano
秋田県／秋田北鷹高校出身

担当教員との進路相談では自分がやりたいこ
と、大事にしたいことをお話しする中で、自分
に合う企業やOB・OGを紹介いただきました。
先生の豊富な情報量と丁寧なアドバイスが
あったからこそ内定を獲得できました。

先生の豊富な情報量と
アドバイスで内定を獲得

■将来の目標
お客様、職人さんとの会話から多くのことを読
み取り、考え、期待以上の家づくりを提供します！

内
定
先  

株
式
会
社
小
糸
製
作
所

共同ライフサイクルデザイン工学専攻

小山 早苗 さん

OYAMA Sanae
茨城県/下妻第一高校出身

月に1度のキャリアガイダンスでは、大学院生
向けの重要な情報をいただきました。特に、面
接練習では質問への回答方法など、苦手な面
接への心構えができました。練習後には講師
から総評を頂け、自分自身を見直すきっかけに
もなりました。

キャリアガイダンスで
苦手な面接を克服

■将来の目標
幅広い知識を持つ技術者を目指します。交通
事故を減らし歩行者の安全を守るため、時代
に適した自動車のライトを開発します！

内
定
先  

株
式
会
社
ブ
ル
ボ
ン

生物生産科学科

小田 将輝 さん

ODA Masaki
新潟県／高田北城高校出身

大学全体のキャリア形成へのサポート体制が
充実しています。また、大学から紹介いただい
た志望企業のOB・OGからの体験談でイメー
ジと夢が膨らみ、「君なら絶対大丈夫」と激励
いただいて前進できました。

OB・OGとの交流で
夢が膨らみ大きく前進

■将来の目標
たくさんの人々の幸せに繋がるお菓子をはじ
めとした食品の新商品を開発します!

内
定
先  

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

経営システム工学科

岩渕 達也 さん

IWABUCHI Tatsuya
岩手県／盛岡第三高校出身

就職活動中はSPI能力模擬テスト、履歴書添削
講座、エントリーシート講座、ESの添削、面接練
習など様々な就職対策講座を実施していただ
きました。また、キャリア情報センターの皆さん
に親身になって悩みを聞いていただきました。

様々な就職対策講座と
親身なサポート

■将来の目標
鉄道サービスの現場第一線で働くことで、東日
本大震災で被災した地元岩手県を活性化した
いです。様々な人が安心して利用できる世界
一安全な駅を作ります！

内
定
先  

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
部

アグリビジネス学科

糸井 菜乃佳 さん

ITOI Nanoka
秋田県／秋田北高校出身

キャリアガイダンスでは、業種や自己分析といっ
た基本から就活の実践まで丁寧に指導いただ
きました。面接練習や履歴書添削は、いつで
も応じていただき、一人ひとりの個性にあった
キャリアサポートが大変心強かったです。これ
までの卒業生がエントリーした企業の面接資料
も充実していて、とても参考になりました。

一人ひとりの個性にあった
キャリアサポート

■将来の目標
農畜産物の販売や購買といった流通及び農業
振興のリーダーになることが目標です！

内
定
先  
秋
田
清
酒
株
式
会
社

応用生物科学科

工藤 彩 さん

KUDOH Aya
秋田県／金足農業高校出身

キャリア情報センターの方々にはとてもお世話
になりました。履歴書の添削や面接練習では、
志望する企業情報や自己PRについて丁寧にア
ドバイスいただくなど、最後まで手厚くサポー
トをしていただき、本当に心強かったです。

キャリア情報センターの
手厚い支援

■将来の目標
大学で学んだ醸造の知識を活かし、秋田の発
酵文化をしっかり受け継ぎます!

  システム科学技術学部
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主な就職・進学先  生物資源科学部

100％を達成！

主な就職・進学先

平成30年度卒業⽣382名のうち就職希望者は285名（74.6％）、
⼤学院進学希望者は90名（23.6％）、専⾨学校進学等は7名（1.8％）です。

本年度も
就職内定率

【県内就職】■建設業：むつみ造園土木㈱ ■製造業：秋田プ
ライウッド㈱／秋田プリマ食品㈱／湘南香料㈱／ニプ
ロ㈱ ■運輸・郵便業：東日本旅客鉄道㈱ ■卸・小売業：秋
田共栄物産㈱／秋田清酒㈱／㈱伊徳／㈱NHC／㈱マ
ルダイ ■金融・保険業：㈱秋田銀行／農林中央金庫／野
村證券㈱ ■複合サービス業：秋田しんせい農業協同組合
／秋田ふるさと農業協同組合／生活協同組合コープ
あきた／大潟村農業協同組合／全国農業協同組合連
合会 ■その他：（大）秋田県立大学／池田ライフサポー
ト＆システム㈱／大潟土地改良区／㈱向学舎グループ
／㈱自然科学調査事務所

【県外就職】 ■農業・林業：㈱アーク／東京牧場㈱／㈱野
沢園／㈱バブコック・スワイン・ジャパン／㈱東松島
ファーム／（有）瑞穂農場／㈱雪国まいたけ／㈱ユニ
バーサル園芸社／（有）渡邊牧場 ■建設業：㈱フレスコ
／三菱マテリアルテクノ㈱ ■製造業：伊藤ハムデイリー
㈱／㈱ヱスビーサンキョーフーズ／カネ美食品㈱／
キーコーヒー㈱／ソントン食品工業㈱／太子食品工
業㈱／戸田フーズ㈱／日研フード㈱／日東ベスト㈱／
日本ハム惣菜㈱／日本フードパッカー㈱／階上キユー
ピー㈱／八戸缶詰㈱／㈱美十／㈱ブルボン／㈱宮野
食品工業所／㈱ヤガイ／㈱アルビオン／エムシー・
ファーティコム㈱／積水メディカル㈱／日新製薬㈱／
ニプロ㈱／ニプロファーマ㈱／マルホ㈱／㈱アサカ理
研 ■情報通信業：東京システムズ㈱／プライマル㈱ ■運

就職先企業実績（平成30年度卒業⽣）

就職先企業実績（平成30年度卒業⽣）

【県内就職】 ■建設業：長田建設㈱／㈱サンコーホーム ■
製造業：秋田エプソン㈱／エイブリック㈱／小林工業㈱
／㈱五洋電子／㈱チバ・テクノ／TDK㈱／㈱東北芝浦
電子／㈱東北フジクラ／㈱日立超LSIシステムズ ■情
報通信業：㈱フィデア情報システムズ／リコーITソリュー
ションズ㈱ ■運輸・郵便業：東日本旅客鉄道㈱ ■卸・小売
業：㈱アキタシステムマネジメント／㈱秋田スズキ ■金
融・保険業：㈱秋田銀行 ■その他：能代山本医師会病院／
（医）明和会
【県外就職】 ■建設業：㈱一条工務店／伊米ヶ崎建設㈱
／㈱大林組／㈱協和エクシオ／㈱熊谷組／佐藤工業
㈱／JFEコンフォーム㈱／㈱CSコーポレイション／㈱
島津アクセス／清水建設㈱／住友林業ホームテック㈱
／セキスイハイム東北㈱／積水ハウス㈱／㈱大氣社
／㈱竹中工務店／東急建設㈱／飛島建設㈱／西松建
設㈱／日本電設工業㈱／㈱フジタ／前田建設工業㈱
／三菱電機ビルテクノサービス㈱／㈱ユアテック／㈱
ワタザイ ■製造業：池上通信機㈱／一正蒲鉾㈱／伊藤
ハムデイリー㈱／岩崎通信機㈱／㈱エイチアンドエフ
／越後製菓㈱／NECネットワーク・センサ㈱／NOK
㈱／㈱荏原製作所／大橋鉄工㈱／㈱オティックス／
オリエンタルモーター㈱／オリジン電気㈱／河西工
業㈱／教育開発出版㈱／コマツNTC㈱／シーケー金
属㈱／㈱ジェイテクト／㈱ジェイデバイス／㈱JVCケ
ンウッド／昭和コンクリート工業㈱／セーレン㈱／㈱
総合車両製作所／大同プラント工業㈱／竹内精工㈱
／THK㈱／㈱ティラド／デルタ工業㈱／東亜ディー
ケーケー㈱／東芝テック㈱／㈱TOP／トヨタ車体精

工㈱／豊田鉄工㈱／㈱ニイガタマシンテクノ／日本
製紙㈱／富士化工㈱／㈱富士通ゼネラル／三菱日立
ツール㈱／㈱武蔵野／村田機械㈱／㈱メイコー／ヤ
マザキマザック㈱／㈱やまびこ／㈱ヨロズ ■情報通信
業：㈱NID東北／㈱OSK／㈱gumi／ジェイアール東
海情報システム㈱／㈱JR東日本情報システム／JCC
ソフト㈱／㈱システムフロンティア／㈱スタイル・フ
リー／㈱綜合システムプロダクツ／㈱TKC／㈱テク
ノモバイル／㈱データシステム米沢／デンソーテク
ノ㈱／東邦ガス情報システム㈱／トランス・コスモス
㈱／日本インフォメーション㈱／パーソルR＆D㈱／
㈱ビッツ／㈱ビット・エイ／福島コンピューターシス
テム㈱／㈱MAP経営／㈱リブゲート ■運輸・郵便業：
東日本旅客鉄道㈱ ■卸・小売業：エクナ㈱／シーイー
シー新潟情報サービス㈱／㈱たかだ／㈱富士薬品 	
■金融・保険業：㈱青森銀行／㈱岩手銀行／㈱静岡銀行 
■その他：㈱アルテサロンホールディングス／㈱アルト
ナー／㈱ヴィス／㈱エステム／㈱グリムス／JR東日本
メカトロニクス㈱／JKホールディングス㈱／㈱シノケ
ンハーモニー／㈱じょぶれい／ゼネラルエンジニアリ
ング㈱／㈱タカカツホールディングス／㈱タマディック
／㈱テクノプロ／テラテクノロジー㈱／日本工営㈱／
㈱日立パワーソリューションズ／㈱ヒップ／㈱ホンダテ
クノフォート／㈱メイテック／リコーテクノロジーズ㈱
／㈱ワールドインテック

【公務員】秋田市役所【機械】／東北管区警察局【機械】／
青森県教員【講師】

輸・郵便業：佐川急便㈱／東武ステーションサービス㈱ 
■卸・小売業：アンリツインフィビス㈱／H.P.A.㈱／㈱高
速／㈱コハタ／㈱誠和。／㈱ダルトン／東京豊島青果
㈱／トヨタネ㈱／㈱牧家／みちのくコカ・コーラボトリ
ング㈱／渡辺パイプ㈱／イオンリテール㈱／㈱ケイシ
イシイ／ゲンキー㈱／㈱フローラ企画／㈱紫野和久傳
／ヤンマーアグリジャパン㈱ ■金融・保険業：㈱荘内銀
行 ■複合サービス業：越後中央農業協同組合／全国農業
協同組合連合会／とちぎコープ生活協同組合／花巻
農業協同組合 ■その他：㈱エラン／WDBアイシーオー
㈱／内外エンジニアリング㈱／日本インフラマネジメ
ント㈱／賃貸スマイル㈱／㈱テイクアンドギヴ・ニーズ
／㈱永田屋／㈱タネトネ／（福）喜寿福祉会／日本原燃
㈱／㈱ワールドインテック

【公務員】秋田県庁【農学（一般）】／秋田県庁【農業農村
工学】／北海道庁【総合土木】／岩手県庁【農学】／長
野県庁【総合土木】／秋田市役所【化学】／須賀川市役
所【一般行政】／大阪狭山市役所【事務職】／東北農政
局【農業農村工学】／静岡県教員【講師】

大学院修了生の就職先一覧
（平成30年度修了生）

生物資源科学研究科

大学院修了生の就職先一覧
（平成30年度修了生）

システム科学技術研究科
【県内就職】 ■製造業：TDK㈱
【県外就職】 ■建設業：㈱NTTファシリティーズ／㈱熊谷
組／㈱スペース／飛島建設㈱ ／㈱フジタ ■製造業：ア
ルプス電気㈱／いすゞ 自動車㈱／㈱茨城製作所／㈱
荏原製作所／カルソニックカンセイ㈱／㈱北村製作所
／KYB㈱／㈱小糸製作所／㈱コガネイ／㈱ジェイテク
ト／スズキ㈱／スタンレー電気㈱／Spiber㈱／㈱ツ
ムラ／東洋製罐㈱／豊田合成㈱／日本電産エレシス
㈱／能美防災㈱／パイオニア㈱／日立オートモティブ
システムズ㈱／㈱日立国際電気／㈱日立超LSIシステ
ムズ／㈱不二越／三ツ星ベルト㈱ ■情報通信業：㈱グ
ローバルワイズ／㈱ソルクシーズ／㈱日立ハイシステ
ム21 ■運輸・郵便業：東日本高速道路㈱ ■卸・小売業：大
建工業㈱／ナイス㈱／㈱ノジマ ■その他：一建設㈱／
㈱協和コンサルタンツ／（一財）計量計画研究所／パナ
ソニックITS㈱／㈱日立パワーソリューションズ／三菱
電機エンジニアリング㈱／㈱エスユーエス

【公務員】千葉県教員【講師】

【県内就職】 ■製造業：アルフレッサファインケミカル㈱／
㈱UMNファーマ

【県外就職】 ■農業・林業：㈱oh庭ya ■製造業：味の素食
品北海道㈱／㈱キノックス／宝醤油㈱／千葉製粉㈱／
フィード・ワン㈱／プリマハム㈱／焼津水産化学工業
㈱／アステラスファーマテック㈱／ジェイカムアグリ㈱
／仙台小林製薬㈱／日本コルマー㈱／日本ジェネリッ
ク㈱／フォスター電機㈱ ■複合サービス業：あいち中央
農業協同組合 ■その他：オリジナル設計㈱／㈱野生動
物保護管理事務所／㈱Grow-S／㈱アソウ・アルファ
／㈱タケエイ／㈱テクノプロ

【公務員】埼玉県教員

大学院進学実績（過去3か年）

大学院進学実績（過去3か年）

秋田県立大学大学院／東北大学大学院／秋田大学大
学院／筑波大学大学院／千葉大学大学院／東京大学
大学院／東京工業大学大学院／電気通信大学大学院
／新潟大学大学院／広島大学大学院　ほか

秋田県立大学大学院／岩手大学大学院／東北大学大
学院／筑波大学大学院／総合研究大学院大学／東京
工業大学大学院／京都府立大学大学院／奈良先端科
学技術大学院大学／琉球大学大学院

100% 100%

100%99.9%99.8%99.7%

99.6%

システム
科学技術学部

就職希望者215名
就職内定者215名

20182017201620152014

生物資源
科学部

就職希望者147名
就職内定者147名

就職希望者122名
就職内定者122名

100% 100%

100%99.9%99.8%99.7%

99.6%

システム
科学技術学部

就職希望者215名
就職内定者215名

20182017201620152014

生物資源
科学部

就職希望者147名
就職内定者147名

就職希望者163名
就職内定者163名

  システム科学技術学部

100％ 100％
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システム科学技術学部長

松本 真一 教授

FACULTY OF SYSTEMS SCIENCE AND TECHNOLOGY

FACULTY OF SYSTEMS SCIENCE AND TECHNOLOGY

システム科学技術学部 本荘
キャンパス

「システム思考」による幅広い視野を持ち、
 独創性に富むエンジニアを育てる。
　国連の提唱するSDGs、あるいは我が国が進めるSociety 5.0などの将来像を見据えれば、「ものづくり」・「もの

づかい」の大局的な目的は、よりよい社会の持続的発展に寄与することと言えます。このとき、限られた分野の専門

的知識だけでなく、新材料の開発から、ものの使われ方としての構造的安全性、制御性、経済性、さらには生命・環

境影響の評価など、広い範囲の科学・技術に対する知識を基礎として、それらを総合化することが必要です。

　専門的工学領域の「微視的」な立場と、社会性を含めた「巨視的」な「ものづかい」の立場。これらの両面からの総

合的な「ものづくり」を志向すべきで、それを支える学術概念が「システム思考」です。本学部は「システム思考」の教

育と研究に重点を置いています。

　高度専門技術者と研究者の育成のための教育・研究を行う、大学院システム科学技術研究科も着々と充実して

きました。大学院では、工業分野のみならず、農業や林業などの地域産業との緊密な連携を展開しつつ、新しい研究

成果を世界に発信していくことを目指します。
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FACULTY OF SYSTEMS SCIENCE AND TECHNOLOGY
入学定員 60名

機械工学科

入学定員 60名

知能
メカトロニクス

学科
入学定員 40名

情報工学科

入学定員 40名

建築環境
システム学科

入学定員 40名

経営
システム
工学科

鉄道車両の
設計をする

エンジニアになりたい！

私の目指すステージ！！

環境発電の
開発に携わりたい！

私の目指すステージ！！
人間味のある

ロボットの開発を
目指します！

私の目指すステージ！！

快適で安心できる
住宅づくりを
したいです！

私の目指すステージ！！

環境保全の
役に立ちたい！

私の目指すステージ！！
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機械
工学科

知能メカトロ
ニクス学科

建築環境
システム学科

情報
工学科

経営
システム
工学科

殺菌

非破壊検査

熱エネルギー有効利用

新材料
放電

爆発

廃棄物処理

地熱

シミュレーション

表面改質

振動

低温流体

形態形成

成長促進

マイクロ水力発電システム

ナノ材料

可視化計測

磁性材料
炭素繊維

3Dプリンティング

生物工学

合金

細胞

磁場応用

精密加工界面特性

化学反応

バイオリファイナリー

エンジニアリングデザイン

先端加工

鉄道車両

部品

内部損傷

切削・研削・研磨

熱工学

火炎

き裂

ナノ組織

マイクロ・ナノマシン

小型風力発電システム めっき

燃焼
粉砕 薄膜材料

DNA

センサー

流体
複合材料

バイオマス 機械的特性評価

プラスチック生体物質
CAD/CAM/CAE

レーザー工学

プラズマ

超伝導

機械部品の精密な加工や
微細な加工など、
加工技術を学びたい

機械工学に留まらない、
様々な分野の流体科学を研究したい

安全で人と環境に優しい技術を開発したい

機械部品から生物の細胞まで、
幅広い材料の開発に携わりたい

技術者としてのセンス・
実践力を身につけたい

ものづくりに興味がある

数学、物理学が好き

細胞の機能改変や
計測システムなどの技術で、
医療の発展に貢献したい

学習・記憶・推論などの脳機能を研究し、
人に優しい技術に応用したい

自動車の運転支援システムや
事故防止システムについて研究したい

介護や生活支援など、
人の支えになるロボットを

つくってみたい

新しい液晶技術を開発してみたい

モーターやプラズマなど、
電磁気の利用について学びたい

ロボットや航空機の
システムについて勉強したい

スマホなどに使用される
無線通信機器の開発に取り組みたい

脳情報工学

光計測

危険運転予測

IoT

光学

制御系設計
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大気圧プラズマ
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メカトロニクス制御
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廃熱利用
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表情解析
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光電変換
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モデリング手法

ミリ波・テラヘルツ波

半導体集積回路

自律移動

非破壊検査

機械学習

電子材料

ビッグデータ

ビッグデータ

生体医工

低温工学

発光デバイス 酸化亜鉛

ロボット

自動運転

人工筋肉

マイクロ断層画像

高速電子回路

スマートモニタリング

ナノカーボン

画像診断

無線通信

電磁波

放電

制御工学

アルゴリズム

アルゴリズム

画像処理

毛細血管血流速

人体領域通信

スマートアグリカルチャ
センサ

機械制御
高効率増幅器

電子機器

半導体材料

回転モータ

電子顕微鏡

ソフトメカニズム

交通安全や医療などの社会の
現場で役に立つ技術を研究したい

映像や音を研究し、
VRやARの発展につなげたい

音響に興味があり、
最新の音響技術を研究したい

子供向けの情報教育のための
教材を開発し、教育に貢献したい

画像認識システムやIoTを
活用して、農業に応用したい

会話や表情などを読み取り、
コミュニケーションがとれる
ロボットをつくりたい

IoTなど、インターネットを
活用した便利な

システムを開発したい

会話ロボット
ヒューマンインタフェース

人工知能

コンピュータシミュレーション

音響信号処理
計算機科学

画像認識

無線通信システム 脳活動計測

バーチャル3D

心身状態評価技術

仮想現実感
グラフ理論

音声

モバイルネットワーク

ワイヤレス

シミュレーション

プログラミング

ネットワーク

音場制御

自然言語処理
並列化

高精度計算法

並列処理

知覚情報処理

コンピュータビジョン

音環境評価

工学教育

音場再現 数値計算

感性情報処理

スマート農業

バーチャルリアリティ
デジタル信号処理

複合現実

IoT

情報教育

視線計測

感覚知覚特性

異常音検知
高度交通システム

情報セキュリティ

音空間の合成

パターン認識

暗号

情報理解

拡張現実

音響VR

分散情報処理

機械学習

ユニバーサルデザインや
公共施設の計画、色彩環境、建築史など、

建築デザインに関わる様々な
要素を研究したい

都市の基本計画や計画の実施方法、
都市空間の分析・デザイン、災害用の

情報システムの開発など、
まちづくりに携わりたい

快適で健康な生活のための、
建物内の熱空気環境について研究したい

建築に使われる材料について研究し、
新しい構法や補修方法を考案したい

地震や台風などに強い
安全な建築物をつくりたい

3次元CADやBIMなど
実践的な技術を身につけたい

秋田ならではの
カリキュラムで寒地建築や
木質構造などを学びたい

住宅政策

秋田スギ

免震構造

ダンパー木質材料

コンクリート

常時微動測定

耐津波設計 省エネ

伝統木造建物

健康リスク

建築気候
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補修・補強

蟻害

非破壊

文化財建築物

地震時損傷予測

快適性
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振動特性分析

耐震補強設計

寒冷地の建築
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木造構法

振動台実験

超高層制振建物

FEM解析
部材劣化診断

塩害防止

空調・換気

集落の景観保全
照明

壁部材

心理効果

地域コミュニティ

農的・自然的空間

まちづくり

ふるさと教育

地方都市再生

公共施設

鉄筋コンクリート造建物

建築・都市デザイン

こどものあそび空間

鉄骨造建物

伝統的街並 森林資源の利用

CGシミュレーション
地理情報システム

色彩印象評価

カーナビ

ミュージアム

インテリアデザイン

都市計画

サーモグラフ

数学が好き、数学を活用したい

持続可能なものづくりやサービスのため、
実際に技術に触れつつ学びたい

戦略的なマーケティングや商品開発などを
実践できるようになりたい

資産や負債の管理、取引、
運用などの知識を身につけたい

ビッグデータを活用した
ビジネスに興味がある

統計、企画など、データ分析から、
数理的に効率を上げる力を身につけたい

将来、社長になりたい

経営に理数系の
知識を活かしたい

シミュレーション

応用経済

ビジネスモデル

不完全データ分析

最適化理論

環境負荷

ヴァーチャルリアリティ地域活性化

金融経済

応用数学

電気化学反応

組織変革

半導体

排水処理技術

避難計画
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光

地域水環境

経営科学

救急システム
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管理会計

起業 社会福祉
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地理情報システム消費者行動
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集合最適化

農業IoTビジネスオペレーションズリサーチ

環境資源経済
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数理統計学
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環境システム解析
品質管理

行政

意思決定モデル

ビッグデータ コストマネジメント

経営情報戦略

信用リスク分析

データ収集・分析・管理
ベクトル最適化 リサイクル技術

環境教育情報システム構築

特徴解析
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経営に理数系の
知識を活かしたい
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DEPARTMENT OF MECHANICAL ENGINEERING

機械工学科
地球資源・エネルギーの有効利用による、人と環境に優しい高度機械システム

大学院・システム科学技術研究科 機械知能システム学専攻［1年］
平成30年度 機械知能システム学科卒業※

佐々木 諒 さん SASAKI Makoto　秋田県／湯沢高校出身
※学科再編後の機械工学科に該当する研究室に所属した学生です

MY NEXT VISION
小さいころから乗り物が好きで、
現在鉄道車両の振動の研究をしています
　父が車好きなこともあり、小さい頃から新幹線や飛行機などの乗り物が好きで、将来は自
動車の設計や研究といったものづくりに深く携われる仕事に就きたいと思っていました。そ
こで、先生との距離が近い少人数教育や1年生の内から専門科目を学ぶことができる秋田
県立大学が魅力的に思い、この大学を選びました。「設計製図 Ⅰ」の授業では、設計する際に
基礎となる機械製図の基本を学びました。ドラフターを使い手書きで図面を描くことは大変
ではありますが、作図するルールや必要な知識を習得でき、機械設計と機械図面の関係性を
理解することができました。現在は、鉄道車両を1/10スケールで模擬した角筒状構造体の
弾性振動に対する端部拘束と質量分布の影響が、どのように構造体の振動に影響するか研
究しています。今後は、鉄道車両の設計に携われるエンジニアを目指しており、また、自分が
行ってきた振動の研究を生かした新しい車両を開発することが将来の目標です。

地球資源・エネルギーの有効活用による、人と環境に優しい高度機械システムに関する教育と研究を行います。教育では、機
械工学の基礎をなす材料力学、熱力学、流体力学、機械力学を重視し、ものづくりに必要な知識と技術を修得するための授業
を行います。また、プロジェクト型授業などを導入し、“機械屋”としてのセンス・実践力を養います。エネルギーシステム、輸送
機械、生産システムを対象に社会での機械と人間の役割・責任分担を理解し、システム思考によって個々の専門分野の有機的
結合を行います。そして、問題発見・解決型実践的学習を通して、地域の社会基盤を支える実践的技術者を育成します。

PICKUP授業
機械工学特別講義
毎週各分野で活躍されている専門家の方々から最先端の話題を直接聴く
ことができ、研究者やエンジニアとして研究開発に取り組む姿勢や考え方
を学ぶことができます。機械工学を学ぶ学生として、卒業研究や就職後の
キャリアプランに役立ちます。

カリキュラムの特長
■ �4つの力学、製図・実習をはじめとした専門基礎科目の

重視
■� �実社会で用いられている機械システムを学ぶことによる

システム思考の涵養
■ ��少人数教育、グループディスカッションによるコミュニ

ケーション能力の涵養
■ �プロジェクト型授業を通じた実践力と問題発見・解決能力

の涵養
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
輸送用機器の開発、設計／電気
機器の開発、設計／熱機器・流体
機械の開発、設計／生産技術、品
質管理／インフラ設備の運転、
保守／セールスエンジニア

材料構造工学講座
応用材料力学研究グループ
●��バイオマスを利用した高分子複合材料の高機能化
●�高分子材料の高度利用 -異種材料接合および塑性加工技術-
●�振動現象を用いた機械材料や岩体にあるき裂の評価に関する研究

熱・流体工学講座�
熱科学研究グループ
●熱エネルギーの利用および制御の研究
●燃焼技術の利用および制御の研究
●植物由来エネルギーの高度利用の研究

設計生産工学講座�
応用機械設計研究グループ
�●�熱流体を利用したエネルギーシステムの効率向上に関する研究
●�放電やプラズマの特性を利用する環境負荷の低い新技術の研究
●�機械的微粉砕を利用した木質バイオマスの利用に関する研究

先端材料研究グループ
●�複合材料と機能性材料の変形・内部損傷過程の解明と予測
●�超急冷技術による材料の組織制御と新しい構造・機能材料の開発
●�ナノ粒子による新機能性材料の創製とその応用に関する研究

流体科学フロンティア研究グループ
�●�新規機能性サスペンションや機能性流体開発のための基礎研究
●�超伝導体と磁性流体を用いた高効率アクチュエータの開発
●�生物・バイオ材料に関する流体科学的及び医工学的な基礎研究

先端加工研究グループ
�●�超音波を援用・利用した精密加工技術の高度化開発
●�MCF（磁気混合流体）スラリーを用いたナノ精度�
研磨技術の開発

●�微細切削加工における微小径工具の�
加工プロセス最適化

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（工業）

取得可能受験資格
◎�一級技術検定（指導監督的実務経験1年以上

を含む3年以上の実務経験）
◎二級技術検定（実務経験1年以上）

機械工学科運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/system/me/index.htm
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研究グループ
応用材料力学研究グループ

先端材料研究グループ

流体科学フロンティア研究グループ

複合材料・表界面工学
邱 建輝 教授
使用後に水と二酸化炭素に分
解される生分解性プラスチッ
クの複合材料を開発し、地球
環境問題を解決したいです。

物性物理学
奥村 肇 助教
人工的にしか作れない結
晶構造を持つ金属を作り、
新しい材料の開発に繋げ
ます。

磁気工学
二村 宗男 助教
超伝導磁気浮上や
液体窒素中の遊泳マ
シンなど、「磁場と低
温」に関して研究して
います。

ソフトマター流体工学
石本 志高 教授
「からだの中のかたちの原
理」を解き明かす！動植物の
染色体・組織・器官、トンボ
などを研究しています。

生物流体力学
ニックス・ステファニー 助教
流体力学の観点から生命に関わる
現象の解明を目指しています。

材料工学
尾藤 輝夫 教授
豊かな生活を続けられるよう
に、未来の私たちの生活を支
える新しい材料を創り出すこ
とを目指しています。

材料強度学
水野 衛 教授
飛行機や自動車に使われる炭
素繊維強化プラスチックの壊
れ方を調べ、強度変化の検査
方法を開発しています。

ミクロ流体工学
佐藤 明 教授
磁性微粒子を機械工学や
医用工学さらには環境資源
工学などの分野への応用
を計るための研究を行って
います。

生体工学
伊藤 一志 准教授
細胞の構造と機能を調べる
技術の研究を行っています。

複合材料・表界面工学
境 英一 助教
ネジや接着剤などを使わ
ずにプラスチックと金属な
どの異種材料をくっつけ
ます。

複合材料工学
施 建 助教
炭素繊維は軽くて強く、樹
脂と複合して使われていま
す。繊維と樹脂の相性をよ
くするための研究を行って
います。

振動工学
伊藤 伸 准教授
振動現象を用いて、機械材
料にあるき裂の検査や地熱
を取り出すためのき裂の評
価について研究しています。
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応用機械設計研究グループ

先端加工研究グループ

熱科学研究グループ

大上 泰寛 准教授
特殊環境下での燃焼メカニズム解明に取り組んでいます。航空機エン
ジンの低環境負荷につながる研究にも挑戦中です！

材料工学
鈴木 庸久 教授
新しいものづくりプロセス
の開発！コーティングやナノ
複合材料で、高性能な加工
ツールを開発します！

燃焼学
鶴田 俊 教授
熱科学は、エンジンやエア
コンを理解する基礎となり
ます。エンジンの燃焼、火
災・爆発を研究しています。

レーザー工学
合谷 賢治 助教
材料加工・分子検出等の
レーザー技術で、物を作る、
物の特徴を知る研究をして
います。

設計工学
高橋 武彦 准教授
バイオマス(主に木)をμm
サイズに細かくして全く別
の用途に応用する新しい粉
砕の設計や研究をしていま
す。

機械振動学
富岡 隆弘 教授
振動や騒音を減らして、鉄
道車両、飛行機、自動車をよ
り快適に！いろいろな機械
をより高性能にします！

流体工学
須知 成光 准教授
身近な場所で無駄になって
いる小さなエネルギーをう
まく利用する方法を研究し
ています。

プラズマ工学
杉本 尚哉 教授
太陽やカミナリと同じ状態
の物質を電気の力で生み
出し、私たちの暮らしや産
業に利用する研究をして
います。

伝熱工学
大徳 忠史 助教
エネルギーは生活・経済活
動を支える不可欠なもので
す。「熱」を制御し世に役立
つ提案を発信しています。

加工学
野村 光由 准教授
人間の髪の毛より細
い切削工具（ドリル）を
使用して難削材料と
いわれる金属への微
細な穴あけに挑戦し
ます！！

材料力学
藤井 達也 助教
マイクロ・ナノマシン(MEMS/
NEMS)を形作る薄膜材料を
引っ張ったり、曲げたり、ねじっ
たりして強さを測ります！

機械工学科　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-sys/119
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知能メカトロニクス学科
機械工学と電子工学の融合による応用制御システム

大学院・システム科学技術研究科 電子情報システム学専攻［1年］
平成30年度 電子情報システム学科卒業※

金子 駿也 さん KANEKO Shunya　秋田県／能代工業高校出身

雪下ろしのタイム
トライアルの様子

MY NEXT VISION
1・2年のうちから専門的な学習ができ、
卒業研究にもつながりました
　私が秋田県立大学を選んだ理由は、学生自主研究制度で、1・2年生のうちから先生や先
輩のサポートを受けて研究できることや、先生と生徒の距離が近いため、質の高い教育を受
けることが可能であることでした。クサビ型カリキュラムにより、1年生の頃から専門科目を
受講することができ、入学した時からどの分野に進めるか考えられることも魅力だと思いま
す。現在私は太陽光発電に使用する太陽電池材料の研究をしています。もともと半導体の分
野に興味があり、「電子デバイス講座Ⅰ」の講義で環境発電材料に使われる半導体の基礎が
学べたことも、今の研究に役立っていると感じます。研究している材料は秋田県でも産出さ
れていた黄鉄鉱という材料で、地域活性化にもつながると考えています。将来は環境発電の
開発、または運営に関わる仕事がしたいと考えていて、環境発電に関する専門知識や、英語
など勉強しているところです。

産業を支える技術者の実践的教育や制御を基幹技術とする機械・電子・通信などの分野を融合した応用システムに関する教
育と研究を行います。機械工学と電気電子工学及び制御工学を中心とした専門科目や、システム思考に基づいてこれらの技
術を組み合わせたメカトロニクスに関する科目について、プロジェクト型実習を中心として少人数教育を実施し、産業分野で応
用できる問題発見・解決力を備えた人材を育てることを目標にしています。さらに、メカトロニクスに関する技術を体系的に修
得できる学習を履修モデルとして提示し、国際化に対応できるコミュニケーション能力を育成します。

PICKUP授業
知能メカトロニクス通論 Ⅰ

「雪下ろしロボット」をテーマとし、1年生で数人ずつチームを組んでロボッ
ト製作に取り組みました。講義の最後には雪下ろしのタイムトライアルを
行いました。ロボットの動きや除雪の流れはチームによって全く異なり、
自分たち独自の解決方法を考えることが出来ました。

カリキュラムの特長
■ �人間・機械・環境を融合し、他分野も見据えたシステム思考

の習得
■ �プロジェクト型実習を中心とした少人数教育による実践

的技術者の育成
■ �最新の研究機器を活用した学生実験や、理解を深めるた

めの演習の実施
■ �プレゼンテーション・コミュニケーション能力訓練の機会

を多数設定

※学科再編後の知能メカトロニクス学科に該当する研究室に所属した学生です
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
制御・計測、メカトロ設計／生産
技術、品質管理／デバイス開発、
設計／電子、制御システム設計
／情報、通信システム設計／シ
ステムエンジニア／セールスエ
ンジニア

知能化機械システム講座
ロボット・メカノシステム研究グループ
�●国際貢献に関連するロボットとメカニカルシステムの開発
�●安全・安心の社会を構築するための簡易計測システムに関する研究

生体知能研究グループ
�●�次世代自動車・運転支援システム、交通事故を減らす予防安全研究
�●�細胞機能改変による先端医療応用、高度移動型生活支援ロボットの
開発

�●人に優しい知能化技術、機械学習の応用化研究とロボットビジョン

制御システム講座
制御システム基盤研究グループ
�●ロボットや航空機などの複雑なシステムのモデリングと制御の研究
�●量子制御技術による新型生物電子顕微鏡の開発

応用制御システム研究グループ
�●�スマートフォンなどに用いられるアンテナ、増幅器などに関する研究
�●�メカトロニクス知能制御手法の開発と生体力学柔軟デバイス開発

電気電子システム講座
知能デバイス研究グループ
�●�温度差や電磁波、室内光など微小な環境エネルギーを活用する環境
発電技術をはじめとする環境エレクトロニクス分野に関する材料・プ
ロセス・デバイス・回路の研究

�●�偏光発光液晶、可変回析格子、光計測応用、ミリ波・テラヘルツ波応
用など液晶デバイスの新しい応用開拓の研究

電気エネルギー変換研究グループ
�●�ロボットを動かす低速回転で大きな回転力を発生する
モータの開発

�●大気中で安定したプラズマを作りだす研究

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（工業）

取得可能受験資格
◎�一級技術検定（指導監督的実務経験1年以上

を含む3年以上の実務経験）
◎二級技術検定（実務経験1年以上）

知能メカトロニクス学科運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/system/im/index.html
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研究グループ
制御システム
基盤研究グループ

生体知能研究グループ

応用制御システム研究グループ

ロボット工学
ウ ハンウル 助教
人と機械が共存する社会の実
現を目指して、人とのインタ
ラクションを考慮した制御シ
ステムを開発します。

脳情報工学
間所 洋和 准教授
環境内を移動して様々な情報
を収集し、周辺状況の様子や
意味を自主的に学習する機械
の研究を行っています。

細胞工学
齋藤 敬 准教授
「いのちだいじに」をモッ
トーに、細胞治療ロボや
雪下ろしロボ、さらには
クマ対策ロボを作ったり
しています。

数理工学
松下 慎也 准教授
数学を応用して、制御工学や画
像処理等の問題が持つ構造を
シンプルにし、効率的に解くた
めの研究を行っています。

制御工学
佐藤 俊之 准教授
計算機能力を活用し
た、動的モデルに基づ
く高度な機械制御手法
の開発とメカトロ応用
を行っています。

通信工学
秋元 浩平 助教
生体データや音楽、映像をヒト
1人分の空間でワイヤレスでや
りとりする人体領域通信を研
究しています！

マイクロ波工学
礒田 陽次 教授
携帯電話のバッテリー
を長持ちさせ、熱くなら
ない、効率の良い増幅
器の研究をしています。

制御工学
徐 粒 教授
システム不確かさのモ
デリングや変動に強い
ロバスト制御などの研
究を展開し、多くの成果
を挙げています。

環境電磁工学
戸花 照雄 准教授
周囲で発生した不要電磁波
の影響により誤動作しない
電子機器の設計方法を確
立するための研究をしてい
ます。

制御工学
岡本 洋 准教授
生物の細胞の中で、分子た
ちがどのように働いている
か直接見えるような電子顕
微鏡を作っています。

脳情報工学
佐藤 和人 教授
表情や視線の変化から分か
ることは何か？「感じること」
と「理解すること」の違いを
知能で探求しています！
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ロボット・メカノシステム研究グループ

知能デバイス研究グループ

電気エネルギー変換
研究グループ

光・電子デバイス工学
能勢 敏明 教授
ミリ波制御、光計測などへ
液晶材料の新しい応用につ
いて研究をしています。

液晶工学
本間 道則 准教授
液晶をはじめとした有機
光・電子デバイスとその
光センサおよび光計測応
用に関する研究を行って
います。

電子工学
伊東 良太 助教
これまで使われてこなかっ
た特殊な電磁波「テラヘル
ツ波」を利用し、世の中をよ
り便利にしていきます！

半導体集積回路工学
小谷 光司 教授
半導体集積回路の技
術を用いて、環境中の
電波や光からエネル
ギーを取り出したり、ワ
イヤレスで送る研究を
しています。

電子材料工学
山口 博之 准教授
ナノカーボン材料や光・
熱・においを電気に変
換する材料について、そ
の特性を向上させる合
成プロセスを研究して
います。

電子材料工学
小宮山 崇夫 助教
電子材料の組織や構造を制
御することによってより良い
機能をもつデバイスを実現す
ることを目指しています。

物理学
高山 正和 准教授
プラズマアクチュエータは
大気圧プラズマを用いて空
気などの流れを制御する装
置で、その性能について研
究を行っています。

電気工学
片岡 康浩 助教
システム電動化で世の中を
もっと便利で快適に。モータ
構造や制御法を研究し、高性能
モータの開発を目指します！

ロボット工学
下井 信浩 教授
少子高齢化社会を支える
ための見守りに関する技
術について研究していま
す。人工知能を含めた人
からロボットへの展開を
目指します。

ロボット工学
齋藤 直樹 准教授
空気の力を使った、人
に寄り添う柔らかい機
械、人を快適に手助け
するアシスト機械を考
えます。

生体医工学
古川 大介 助教
お肌のシワ・タルミなど
の老化現象と血流速と
の関連を解明するため、
毛細血管のネットワーク
構造および流速を非接
触・非破壊にマイクロレ
ベルで断層計測します。

電子・電気材料工学
長南 安紀 助教
熱から直接電気エネルギー
に変えて発電することが出
来る熱電材料の高性能化
の研究をしています。

知能メカトロニクス学科　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-sys/120

33Akita Prefectural University 2020



DEPARTMENT OF INFORMATION AND COMPUTER SCIENCE

情報工学科
多種多様で膨大な情報を活用して、知的な人間支援を実現

大学院・システム科学技術研究科 電子情報システム学専攻［1年］
平成30年度 電子情報システム学科卒業※

赤堀 立樹 さん AKAHORI Tatsuki　静岡県／掛川西高校出身

MY NEXT VISION
何が原因でどうすれば解決できるのか、
論理的に考える力がつきました
　大学を選ぶ際、当時の担任の先生から秋田県立大学は先生方の面倒見がよく、就職率が
いいことを聞き、この大学を志望しました。また、それ以外にも、研究設備が充実していて、研
究に専念できる環境であることも進学先を決定する上で決め手となりました。情報工学科の
魅力は、今後の社会において重要となる画像処理やAIについて深く学ぶことができ、また研
究や就職後の場面において重要となるシステム思考を養うことができることです。なにか問
題が起きたときに、何が原因でどうすれば解決できるのかを論理的に考える力をつけること
ができます。講義で役に立つと感じたのは科学英語です。英語だけで聞き、考え、伝えること
を要求されるため、高校までの授業とは異なる英語の力を身に付けることができました。私
は人間とロボットが会話をする会話ロボットの研究をしています。将来的には人間の日常生
活において、人間を支え、家族の一員として認識されるような人間味のあるロボットの開発を
目指しています。

現在、私たちの身の回りにあるスマートフォン、家電製品、自動車などには多くのコンピュータや情報機器が組み込まれ、高度な
情報技術が活用されています。本学科では、情報工学を基盤とし、現実世界の多種多様で大量な情報を活用して、人を援ける賢
い情報システムを創出できることを目的とした教育と研究を行います。標準的な情報工学を基礎に、メディア情報処理、知能情報
処理、情報ネットワークシステムに重点を置いたカリキュラムを組んでいます。また、農業・生活支援・健康・交通・エネルギー等
の分野において、社会の幅広いニーズを満たす情報システムを設計・開発・運用できる実践的な人材の育成に力を入れます。

PICKUP授業
システム科学演習
学生数人でグループを作り、システムの提案を行いました。既存のシステ
ムにはどういったシステムがあり、今後どういったシステムがあればより
便利になるのかをグループで考えることができました。内容を変えながら
今も講義を行っていて、2019年は、「レポート提出システムの改善」という
テーマにグループごと様々な改善提案を考えました。

カリキュラムの特長
■ �日常の生活と生産の場に欠かせない情報技術の基礎と

応用をバランス良く学修
■ �知的な人間支援を実現するために必要となる、メディア情

報処理、知能情報処理、情報ネットワークシステムに関す
る専門知識・技術を重点的に修得

■ �社会の幅広いニーズを満たす情報システムを設計・開
発・運用できる能力の修得

■ �プロジェクト型実習を通した、様々な産業分野で活躍で
きる情報技術者が備えるべき実践力の醸成

※学科再編後の情報工学科に該当する研究室に所属した学生です
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
ITソリューション、ITインフラ設
計／映像音響システム設計／情
報、通信システム設計／組み込
みシステム設計／ソフトウェア開
発／システムエンジニア／技術
コンサルティング

基礎情報工学講座 
情報システム研究グループ��
情報ネットワーク研究室
●�実世界を取り込んだ分散情報ネットワークの研究
●�安心安全なデータ管理とデータ分析技術の研究
●�モバイルアドホックネットワークの運用管理技術の研究

人間支援情報工学講座 
メディア情報処理研究グループ
知覚情報処理研究室
●�聴覚のしくみを他の感覚との関連性を含めて解明する「聞こえを探る」研究
●�さまざまな音環境を仮想的に合成する「聞こえを創る」研究
●�｢音環境を収音・伝送・再生」するための信号処理技術の研究

知能情報処理研究室
●�言葉や身振りを使って人間と会話する会話ロボット
●�外界を認識・理解するコンピュータビジョン
●�人間の感情を理解するヒューマンマシンインターフェイス
●�生活支援・農業支援などの応用研究

ソフトウェア基盤研究室
●�コンピュータの性能を最大限に引き出すための技術の研究
●�自然現象の解析のためのコンピュータシミュレーション
●�新しいアーキテクチャの計算デバイスでの高速計算

メディア信号処理研究室
●�映像中の人・物体などに対する認識・解析とその応用システムの実現
●�画像中の欠損領域を修復する画像処理技術
●�仮想現実感の技術を使った人の視聴覚の知覚についての解明

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（情報）

取得可能受験資格
◎�一級技術検定（指導監督的実務経験1年以上

を含む3年以上の実務経験）
◎二級技術検定（実務経験1年以上）
◎�工事担任者（ネットワーク接続技術者） 

受験科目の一部免除

情報工学科運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/system/ics/index.html
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研究グループ
情報システム
研究グループ

情報通信学
飯田 一朗 教授
実世界に分散している様々
な情報を収集し、人の行動
を支援する技術を研究して
います。主に農業への応用
を志向しています。

情報工学
石井 雅樹 准教授
画像処理・機械学習を用い
て人間の生活を知的に支
援するスマートなロボット・
コンピュータをつくります！

応用数学
廣田 千明 准教授
情報技術のすごさを理解し
てもらえるようなプログラ
ミング教育の教材を開発し
ています。

知能情報学
堂坂 浩二 教授
言葉を理解し、生活や仕事
の様々な場面で私たちを援
けてくれる賢いコンピュー
タを創ることを目指します。

計算幾何学
草苅 良至 准教授
Iot技術によりセンサー
データを収集し、学習アル
ゴリズムにより知識の発見
を目指します。

応用数理学
中村 真輔 助教
より速く、より正確に計算で
きるプログラムの開発を目
指しています。

神経工学
伊東 嗣功 助教
ブレイン－マシン・インタ
フェース技術を用いて、人間
の状態を理解し支援するシス
テムの研究をしています。

情報通信学
橋浦 康一郎 助教
安心・安全な社会を築くため
の無線通信技術・システムに
ついて研究しています。
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メディア情報処理
研究グループ

情報通信工学
陳 国躍 教授
人工知能を用いて画像の
修復・認識・解析などの研
究を行っています。

音声・音響工学
西口 正之 教授
“あたかもその場に居る様
な”非常に高い臨場感の通
信・再生を実現するため
の、効率的な3次元音響伝
送再生技術の研究を行って
います。

生体工学
寺田 裕樹 助教
先端技術を使って自由自在
に現実感を操作して、新しい
能力を獲得できるようなシ
ステムを開発しています。

音響情報学
高根 昭一 准教授
どんな場の音でも創り出せ
る音を通じたバーチャルリ
アリティを実現する方法を
考えています。

情報処理学
猿田 和樹 准教授
画像認識や視線計測技
術を応用し、交通事故予
防などの安全な生活の実
現につながる研究をして
います。

メディア情報学
渡邉 貫治 准教授
高い臨場感の音響VRを実
現するために空間的な情報
を含んだ収音の研究を行っ
ています。

情報ネットワーク工学
安倍 幸治 助教
人間の感覚情報処理を明ら
かにし、それと良く対応した
人が使いやすいシステムの
開発を目指しています。

情報工学科　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-sys/121
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建築環境システム学科
住宅から都市環境まで「人間生活の場」の総合デザインを追求

大学院・システム科学技術研究科 建築環境システム学専攻［1年］
平成30年度 建築環境システム学科卒業

増田 早也花 さん MASUDA Sayaka　山形県／山形西高校出身

MY NEXT VISION
芸術的な要素から工学的な要素まで、
幅広い分野を学ぶことができます
　少人数教育により、学生ひとりひとりが丁寧に指導してもらえるところが魅力的だと思い
この大学を志望しました。また、学生自主研究制度もあり、積極的に学べる環境が整っている
ことから自分自身成長することができ、充実した学生生活を送ることができると思いました。
建築は意匠等の芸術的な要素や、構造等の工学的な要素など、本当に様々な要素によって成
り立つため、建築に携わる上では、幅広い知識が必要になります。建築環境システム学科で
は構造・材料・環境・計画と幅広い分野を学ぶことができ、これらの基礎的な知識を修得し
てから、自分が興味のある分野を専門的に研究できるところが魅力だと思います。私は環境
計画学グループに配属され、住宅に関する研究を行いました。大学院進学も決定し、これか
らは住宅の温湿度調整に関する研究を行う予定です。将来は学部、大学院での研究を活かし
て、住む人が健康に安心して住み続けることのできる住宅づくりに携わりたいと考えていま
す。そのために、現在は研究を進めるとともに、資格取得を目指して勉強に励んでいます。

「建築学」は、多方面の知識・経験・感性などを総動員して「あらゆる分野を統合する工学芸術」である点が際立った特長と
なっています。ひとつの住宅設計でも、統合すべき対象は、地域・都市としての空間・環境、あるいは地球環境のスケールまで
及ぶ場合もあります。優れた建築空間を実現するためには、建築をシステムとして捉え、幅広い視点で総合的に学び、研究しな
ければなりません。本学科では、木質構造など、地域特性に富んだカリキュラムや、即戦力が求められる社会のニーズに応える
ための3次元CAD・BIN教育などに加え、新しい時代に対応した総合的な建築教育と研究開発に取り組んでいます。

PICKUP授業
建築設計IV
各自で建物などの設計を行います。建築設計Ⅰ～Ⅲまでは、与えられた
テーマや条件に対して、建物を設計し、設計の基礎を学びましたが、建築
設計Ⅳでは、設計したいテーマやコンペに挑戦することができます。最後
まで自分たちでやり遂げたときの達成感は今でも鮮明に覚えており、自信
にもつながりました。

カリキュラムの特長
■ 総合的かつ実践的な学科目構成
■ 地域特性を反映した学科目の設置
■ 設計教育の重視
　・ 系統的、実践的な設計科目 ・ 卒業制作と卒業論文の選択制 
　・ 充実したCADシステムによる教育
■ 研究者、デザイナー、エンジニアとして、実践的に活躍している教員陣による指導

【建築学の特徴】
■ あらゆる分野を統合する工学芸術
■ モノづくりの対象は「人間生活の場（空間）」
　・ 工学系のみならず、人文系の学問も大切（レオナルド・ダ・ヴィンチ的な博識さ）
　・ モノづくりの対象がミクロからマクロに及ぶ（衣服から地球環境まで）
■ 分野間の強い連携と幅広い知識の総合化

38



研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
建築設計（意匠、構造、設備）／建
築施工管理／建築製品開発、製
造／建築行政（公務員）

構造学講座�
建築構造学研究グループ
●最高水準の実験装置を用いた地震などの災害に強い建築構造の研究
�●耐震補強工法の開発と、公共施設などの耐震化促進活動への参画
�●寺社建築などの歴史的建築物の耐震性に関する調査研究

材料学講座�
建築材料学研究グループ
●環境負荷を低減する手法や、材料を有効活用する新しい構法の研究
�●繊維補強などを用いた粘り強くひび割れの少ないコンクリートの開発
�●開放的かつ長寿命な住宅設計を可能にする耐震木造住宅構法の開発

環境学講座�
環境計画学研究グループ
●寒冷地での快適な建築空間実現のための断熱構法などの設計手法開発
�●地中熱のような自然エネルギー利用や暖冷房関連省エネ技術の開発
�●結露やカビの発生による健康被害やシックハウス問題に関する研究

計画学講座�
都市・建築計画学研究グループ
●都市・建築計画関連のデザインや、関連する街づくりなどの地域支援
�●建築都市空間分析、建築史、伝統民家、人間工学などの設計関連研究
�●災害危機に対応した行政運営や地域計画のための情報システム開発 取得可能資格

◎高等学校教諭一種免許状（工業）

取得可能受験資格
◎一級建築士試験
◎二級建築士試験
◎木造建築士試験
◎�一級技術検定（指導監督的実務経験1年以上

を含む3年以上の実務経験）
◎二級技術検定（実務経験1年以上）

建築環境システム学科運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/system/archi/index.htm
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研究グループ

建築材料学研究グループ

建築構造学研究グループ

建築構造学
西田 哲也 教授
より安全な建物をつくる
ため、様々な地震で建物
がどのくらい揺れるかを
予測する簡便な方法を
探しています。

建築構造学
菅野 秀人 准教授
地震による建築物の揺れ方
や壊れ方を調べて、被害を
最小限に抑える最新技術に
ついて研究しています。

建築材料学
大塚 亜希子 助教
建築の長寿命化のための、
建築部材を極力傷つけな
い非・微破壊による部材劣
化診断方法および補修方
法を提案します。

木質材料学
板垣 直行 教授
秋田の主要林産物であ
るスギ材を活用し、耐震
性・耐火性能に優れた
木造建築構法の開発に
取り組んでいます。

建築材料学
石山 智 准教授
コンクリート材料の高性能化
と新しいセメント材料の研究
開発に取り組んでいます。

建築耐震工学
櫻井 真人 助教
実験・解析の両面からRC建
物の複雑な挙動解明に取り組
んでます。大規模な模型破壊
実験が体感できます！

構造力学
クアドラ・カルロス 准教授
常時微動観測と有限要素法と連合し
て既存建築物の振動特性評価を行
います。文化財の建築物への適用
の妥当性について検討しています。

建築構造学
小幡 昭彦 助教
津波のような自然現象が建
物にもたらす影響を調べま
す。数値流体解析でシミュ
レーションなども行います！
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環境計画学
研究グループ

都市・建築計画学研究グループ

建築環境学
長谷川 兼一 教授
建築環境と健康というキー
ワードをもとにして、人に
とって望ましい建築デザイ
ンを追求しています。

建築環境工学
松本 真一 教授
持続可能な建築の環境デザインの
手法について研究しています。秋田
の風土と気候に適ったデザインを！

建築環境工学
竹内 仁哉 助教
健康で快適に暮らすための
建築空間の実現に向けた
設計・評価に関する研究を
しています。

建築学
苅谷 哲朗 教授
デザイン（建築から都市・情
報システム環境まで）を通じ
て、喫緊の課題を解決すると
共に、新たな価値創造を指し
示す道筋を描きます。

農村計画学
石山 真季 助教
住みやすい地域づくりを目指
して、みんなが集まる空間と
仕組みについて、建物と自然
からアプローチします。

建築計画学
李  雪 助教
風土的な建築や集落などに積
み重ねた「知恵」を発見・活か
すことが私の仕事です！

都市計画学
山口 邦雄 教授
「たんころりん」を使った歴史
的町並みの演出から、現代に
相応しい地域空間の創造まで
を研究し実践します。

環境心理学
込山 敦司 准教授
心を理解して、快適な空
間をソウゾウ（想像＆創
造）してみましょう！

建築環境学
浅野 耕一 准教授
環境に配慮した建築デザイ
ンや、安全・安心で快適な都
市づくり等を支援できるシス
テムを開発しています。 

建築環境システム学科　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-sys/122
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経営システム工学科
鳥瞰的視野と数理的かつ工学的な経営で地域発のイノベーションを実現

大学院・システム科学技術研究科 共同ライフサイクルデザイン工学専攻［1年］
平成30年度 経営システム工学科卒業

宮崎 智也 さん MIYAZAKI Tomoya　愛知県／横須賀高校出身

PICKUP授業
経営工学実験
環境系研究グループの先生の講義で、環境保全のための経営学的な分析
などに関し、実際現場で使われる技術を実験で体験します。私の研究にも
関連した実験を行うことができ、多様な分析機器に触れられるところが面
白く、論理的に考察する事が卒業研究で役に立ちました。

MY NEXT VISION
工学的な観点から、経営の問題解決に
アプローチする方法を学べます
　高校のころ、経営工学という分野と少人数制教育という特徴に魅力を感じ、秋田県立大学
に興味を持ちました。また、秋田という大自然に囲まれた土地で暮らすことが成長に繋がる
と思ったため、この大学を選びました。地元の名古屋で受験できる事も決め手でした。経営
システム工学科は、システム工学をはじめ、会計学や金融工学、数理統計学、環境工学等から
問題解決にアプローチでき、豊富な演習型講義を通して学際的に経営工学が学べる環境が
整っているところが魅力的です。また少人数制であるため講義や卒業研究では手厚い専門
的な指導を受けられます。
　私の研究内容は、地域の水環境の研究です。自然水の水質の特徴を誰にでも理解できる
ように可視化し、地域内外に発信することで、地域の活性化の一助になると考えています。将
来は環境保全をする技術者やその大切さを伝える職業に就きたいと思っていて、現在は環境
教育の講師をしたり、海外留学をしたりして経験を多く積み、知見を深めています。

社会の持続的発展につながるイノベーションには、個人や企業と、それを取り巻く自然環境および社会経済環境との間の相互作用についての
理解、すなわち鳥瞰的視野からの外部環境の理解が必要不可欠です。本学科は、このような理解の上に立ち、数理的な手法を用いた経営工学
を基礎とするイノベーションを目指し、それを実行できる人材の養成を目的とした教育を行います。このような人材は、モノやサービスすなわ
ち有形無形の価値を創造するさまざまな集団における意思決定とその実行において、中心的な役割を担うことが期待されます。

カリキュラムの特長
■ �企業経営における、情報、生産、販売、財務、組織の管理

に関する経営工学手法の修得
■ �経営管理や課題発見と問題解決を工学的に行うための

数理的解析手法を修得し、社会へ応用する力の養成
■ �鳥瞰的視野で人間社会を取り巻く環境・資源や社会・経

済を理解し、多角的視点を融合して課題の本質や重要度
を明らかにする力の養成

■ �イノベーションの実現に必要なコミュニケーション力、実
行力の養成
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野

戦略プランニング講座
経営企画研究グループ
●コストマネジメントに関する研究
●商品企画に関する研究
●情報システムに関する研究

数理アナリシス講座
計画数理研究グループ
●計画数学に関する研究
●応用統計に関する研究
●応用数学に関する研究

持続可能マネジメント講座
社会環境シミュレーション研究グループ
●社会環境モデリングに関する研究
●経済時系列・市場分析に関する研究
●オペレーションズ・リサーチに関する研究

先端ビジネスマネジメント研究グループ
�●オープンソースビジネスモデリングに関する研究
●品質保証・知識ベースマネジメントに関する研究
●製品開発マネジメントに関する研究

経営データ分析研究グループ
�●経営学に関する研究
●統計分析に関する研究
●経済学・応用計量経済に関する研究

環境マネジメント研究グループ
●環境プロセス・生産マネジメントに関する研究
●資源循環工学に関する研究
●環境分析学に関する研究

経営コンサルティング、プロジェクト
マネジメント、テクニカルエバンジェ
リスト、CSR／データサイエンティ
スト、ファイナンシャルプランニン
グ、銀行、証券／生産管理、品質管
理、工程管理、環境管理、ロジスティ
クス／マーケティング、商品開発、
販売企画、販売データアナリシス

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（工業）

取得可能受験資格
◎甲種危険物取扱者試験

経営システム工学科運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/system/manage/index.html
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研究グループ
経営企画研究グループ

先端ビジネスマネジメント
研究グループ

計画数理研究グループ

社会システム工学
嶋崎 真仁 准教授
地域活性化のために大学は
何ができるか。経営工学と情
報技術を駆使して、制度と技
術の研究をしています。

管理会計学
朴 元熙 教授
サスティナビリティのため
のあるべき戦略と良い意思
決定を支援するコストマネ
ジメントを研究しています。

管理会計学
徐 智銘 助手
PDCA(Plan-Do-Check-
Action)サイクルで戦略を
実現させる組織デザインの
探求をしています。

人文社会情報学
上原 宏 教授
大量のデータをプログラム
を書いて自動収集し、人工
知能をはじめとする技術を
使って、未知の知識を発見
する研究をしています。

通信・ネットワーク工学
鈴木 一哉 准教授
無線やセンサー、クラウド等
の組み合わせによる、社会
課題の解決に役立つIoTシ
ステムを研究しています。

応用数学
木村 寛 教授
「数学」や「統計学」を使っ
て、経営を考えてみません
か。焦らず、じっくりと学び、
一緒に研究しましょう。

応用数学
荒谷 洋輔 助教
AIに操られる人でなく操る
人になるための数学を学ん
でみませんか。

統計数学
星野 満博 准教授
多様な対象に向けた数
理モデル及びベースと
なる統計学や解析学を
用いた数学理論の構築
が研究の対象です。
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経営データ分析研究グループ

環境マネジメント
研究グループ

社会環境シミュレーション研究グループ

財政学
宮本 道子 教授
みなさんが興味を持った分
野の「データ」から何が読み
取れるか探りながら、同時
にデータ分析手法や統計
学を学びましょう。

半導体電気化学
菊地 英治 准教授
主に、酸化チタンという半
導体を利用して、鉱工業廃
水などを浄化する研究を
行っています。

資源リサイクリング工学
梁 瑞録 准教授
循環型社会の構築を目指した
環境に優しいリサイクル技術
の開発を行っています。

環境同位体学
川島 洋人 准教授
食品偽装、産地偽装を見破
ろう！最先端のホンモノとニ
セモノを見分ける研究をし
ています。

環境工学
金澤 伸浩 准教授
地域のすばらしい資源を
知って活かしませんか。リ
スクで物事を考えると社会
はきっとより良くできます。

応用経済学
嶋崎 善章 准教授
人や組織の行動原理を
ベースに合理的な問題解
決方法を提案します！

社会システム工学
稲川 敬介 助教
経営科学（OR）を使って、救
急車の最適配置や避難計
画の自動作成など運用効
率化の研究をしています。

経営システム工学科　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-sys/123

45Akita Prefectural University 2020



FACULTY OF BIORESOURCE SCIENCES最新テクノロジーで追求する、
人と生物資源との「共生」の新たな可能性。
　食料・エネルギー・環境の問題は、21世紀の人類が地球で生きつづけていくのにクリアしなければならない大き

な課題です。この3つは世界全体で考え、グローバルに解決を図っていくべきものですが、地域や国から具体的な解

決策を提示し、発信していくテーマでもあります。

　生物資源科学部では、これらの課題に対して、バイオテクノロジーなど先端技術を駆使してアプローチしていきま

す。そのため、グローバルな視点から人間と生物環境の関わりを捉え、各分野の専門的知識や技術を統合して課題

を解決していく能力を養っていきます。さらに、地域にあってこれらの問題解決に役立つ、新しいアグリビジネスを

創造していく能力も育成していきます。

　カリキュラムは、学科ごとの“垣根"を低くして他学科の専門科目も履修できるようにし、興味と知識の範囲を自由

に広げていけるよう配慮しています。また、科学することの基本となる実験科目を1年次から取り入れ、実際の観察

や実験に基づいた科学の手法や知識を習得できるようにしています。

FACULTY OF BIORESOURCE SCIENCES

生物資源科学部 秋田&大潟
キャンパス

生物資源科学部長

金田 吉弘 教授
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FACULTY OF BIORESOURCE SCIENCES
入学定員 40名 入学定員 40名 入学定員 30名 入学定員 40名

アグリ
ビジネス
学科

生物環境
科学科

生物生産
科学科

応用生物
科学科

安全でおいしい

肉牛生産技術の

開発を目指します！

私の目指すステージ！！

人と自然の
共生を支えたい!

私の目指すステージ！！

私の研究で誰も知らない新発見をする!

私の目指すステージ！！

人々の生活を

より豊かにする

商品を開発する!

私の目指すステージ！！
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応用生物
科学科

生物生産
科学科

生物環境
科学科

アグリ
ビジネス
学科

ストレス耐性フジツボ

秋田犬

遺伝子組換え
微生物

日本酒

「究」機能解析

機能性オリゴ糖

米

食品素材利用

脂質

D-アミノ酸

乳酸菌

極限環境微生物

ゲノム

抗菌物質 醸造

白神こだま酵母

動物バイオテクノロジー

微生物共生

天然有機化合物

味の相互作用

ES細胞

iPS細胞

醸造微生物
電子顕微鏡

バイオ
ミネラリゼーション

癌転移

酵素

細胞運動
無機物と有機物

植物の光合成

分子進化

カフェイン
水を通す
アクアポリン

ホルモンの分泌制御

減塩
有機合成化学

塩味

放線菌

キノコ 腸内細菌叢

ウイルス

抗生物質

バイキン

ムチン

喘息

生体の可視化

コーヒー
生活習慣病の解明

生理活性物質

分子生物学
清酒製造

バイオ鉱物

食品評価

機能性食品
粘液分泌

微生物の隠された力

バイオテクノロジー

胚発生

フードビジネス
バイオマス

バイオサイエンス

あらゆる生命体を
分子や遺伝子のような
ミクロレベルで解明したい

生命についての
法則を探究したい

醸造学や発酵学を学びたい

食品学や栄養学を学びたい

iPS細胞のメカニズムに
興味がある

微生物を知り
人間社会に応用したい

化学や生物学、理科実験や
観察することが好き

お酒やお米に興味があり、
おいしいモノが大好き 有機農業

水田農業

気象観測

低環境負荷農業
クマ

窒素固定

ドローン
作物生産

地域農業の担い手

内分泌かく乱

メダカ

温室効果ガス

医薬品

農耕地土壌

性分化

ヒトと自然の関係性

環境修復

アオコ

生物情報学

植物機能利用
微生物

探索的データ解析

森林生態系

植物の一生

レアメタル

作物生育診断

環境保全・環境問題

高品質作物

エネルギー資源問題

食糧問題

循環型社会

生物地球化学

土壌の浄化

八郎湖の再生

地産地消

土壌微生物

地域の経済循環
水環境保全

地域資源

水質浄化

気象

山と海のつながり

酸性雨

土壌

生態学

土づくり

フィールドワーク
オゾンホール

温暖化持続可能な
農業農村・地域社会

昆虫

アルミニウムの
ダイナミックス

物質循環

法人

生態系機能 食物連鎖

流域管理

森林

微生物生態

ゲノム解析

鉱山と金属

植物

火山灰土壌 食害

フィールドワークが好き

水環境・森林・土壌・気象など、
幅広く自然のメカニズムを学びたい

農業農村を盛り上げ
地方創生に貢献したい

作物の生産性を高めながら
持続可能な農業を実現したい

農業が直面する
課題を探り、救いたい

生態系レベルから身近な生活レベルまで
環境問題の解決に取り組みたい

森林や野生動物に興味がある

自然環境と人間活動との
相互作用を考え

持続的発展に寄与したい

地学、生物学、化学が好き

フィールドワーク

地域システム

持続的農業･農村

西欧の農業・農村形成

6次産業化果物

農産物貿易
農業経営学

除草

営農現場

畜産動物

マーケティング

フードビジネス

牛の成長と肉質

防災・保全

農業経営者

農業機械

コンピュータシミュレーション

卸売市場

生産技術開発

農業法人問題

農村女性

農村の暮らし

キイチゴ

リモート農業

クローン×家畜

資源循環

飼料作物

堰・ため池

遺伝的プログラム

農業ロボット
ドローン ウシ

未利用資源

成長モデル

農村社会構造

田園回帰

流通システム ニューバイオ

青果物流通

グリーン･ツーリズム

田植機

スマート農業

水田雑草

プログラミング

植物三次元モデル

水資源

促成栽培・抑制栽培

穂の形態形成

体外培養

雑草

農業のＩoＴ化

省力栽培

イノベーション

プロジェクト教育

ルーラルエンジニアリング

アグリテクノロジー

花き栽培

品種改良 農地水利用

組織培養 筋線維

イネ
花

ロボット農業

自動操舵

新規就農

アニマルサイエンス
広い農場で農作業を
実学的に学びたい

画期的な生産技術を
開発したい

牛など家畜が大好き

果樹、野菜、
花きを学びたい

農業農村が直面する
課題を解決したい

グリーンツーリズムで
地方創生をしたい

農家が儲かるしくみ
（農業経営）を学びたい

畜産学を
学びたい

農業×IoTの
可能性を探りたい

農業ロボットを
開発したい

6次産業化に興味がある

地理、生物学、
農作業が好き

農作業から加工や
流通システムまでを学びたい

地衣類

薬用植物

病害虫防除

昆虫
遺伝子

澱粉科学

植物の生命プログラムの解明

遺伝子の機能解析

再生可能エネルギー

植物バイオテクノロジー

エネルギー生産

幹細胞変異体化学成分

栄養価の高い作物生産

植物発生遺伝学
酵素

有用物質生産

花粉

フードビジネス

光合成

遺伝子

品種改良

微生物

新種の菌の提唱

栽培環境制御

環境ストレス

植物のお医者さん

環境に優しい病害防除

植物の持つ未知の能力の探索

バイオテクノロジー
肥料 農薬

カメムシ 化学分析

雑草防除

米新品種

植物工場

ゲノム解読

バイオマス

ダイエット米

アフリカ

有害元素を吸わない作物

直播栽培

高機能性作物

植物ウイルスハンター

植物×昆虫ニューバイオ

有機性廃棄物の
循環利用

低カリウム野菜

薬用成分

植物栄養学
セシウム

根
環境保全型稲作

イネ
元素の動態解明

機能性食品

バイオテクノロジー

付加価値生産物

遺伝育種 多様な実験実習を通し、
育種・園芸・作物・土壌・病理など
植物のスペシャリストになりたい

植物をバイオテクノロジーで
解き未知の農業を開拓したい

植物の病気を知り、将来は
農業の持続的発展に貢献したい

付加価値のある野菜や
作物の栽培方法を学びたい

植物の生命プログラムを解き明かし
植物のもつ未知の能力を探りたい

植物の品種改良に興味がある

新しいお米を開発したい

生物学、化学、理科実験が好き

圃場や植物工場で実際に
野菜や果物、お米などの
植物を育てたい

FACULTY OF BIORESOURCE SCIENCES

学びのキーワード
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応用生物
科学科

生物生産
科学科

生物環境
科学科

アグリ
ビジネス
学科

ストレス耐性フジツボ

秋田犬

遺伝子組換え
微生物

日本酒

「究」機能解析

機能性オリゴ糖

米

食品素材利用

脂質

D-アミノ酸

乳酸菌

極限環境微生物

ゲノム

抗菌物質 醸造

白神こだま酵母

動物バイオテクノロジー

微生物共生

天然有機化合物

味の相互作用

ES細胞

iPS細胞

醸造微生物
電子顕微鏡

バイオ
ミネラリゼーション

癌転移

酵素

細胞運動
無機物と有機物

植物の光合成

分子進化

カフェイン
水を通す
アクアポリン

ホルモンの分泌制御

減塩
有機合成化学

塩味

放線菌

キノコ 腸内細菌叢

ウイルス

抗生物質

バイキン

ムチン

喘息

生体の可視化

コーヒー
生活習慣病の解明

生理活性物質

分子生物学
清酒製造

バイオ鉱物

食品評価

機能性食品
粘液分泌

微生物の隠された力

バイオテクノロジー

胚発生

フードビジネス
バイオマス

バイオサイエンス

あらゆる生命体を
分子や遺伝子のような
ミクロレベルで解明したい

生命についての
法則を探究したい

醸造学や発酵学を学びたい

食品学や栄養学を学びたい

iPS細胞のメカニズムに
興味がある

微生物を知り
人間社会に応用したい

化学や生物学、理科実験や
観察することが好き

お酒やお米に興味があり、
おいしいモノが大好き 有機農業

水田農業

気象観測

低環境負荷農業
クマ

窒素固定

ドローン
作物生産

地域農業の担い手

内分泌かく乱

メダカ

温室効果ガス

医薬品

農耕地土壌

性分化

ヒトと自然の関係性

環境修復

アオコ

生物情報学

植物機能利用
微生物

探索的データ解析

森林生態系

植物の一生

レアメタル

作物生育診断

環境保全・環境問題

高品質作物

エネルギー資源問題

食糧問題

循環型社会

生物地球化学

土壌の浄化

八郎湖の再生

地産地消

土壌微生物

地域の経済循環
水環境保全

地域資源

水質浄化

気象

山と海のつながり

酸性雨

土壌

生態学

土づくり

フィールドワーク
オゾンホール

温暖化持続可能な
農業農村・地域社会

昆虫

アルミニウムの
ダイナミックス

物質循環

法人

生態系機能 食物連鎖

流域管理

森林

微生物生態

ゲノム解析

鉱山と金属

植物

火山灰土壌 食害

フィールドワークが好き

水環境・森林・土壌・気象など、
幅広く自然のメカニズムを学びたい

農業農村を盛り上げ
地方創生に貢献したい

作物の生産性を高めながら
持続可能な農業を実現したい

農業が直面する
課題を探り、救いたい

生態系レベルから身近な生活レベルまで
環境問題の解決に取り組みたい

森林や野生動物に興味がある

自然環境と人間活動との
相互作用を考え

持続的発展に寄与したい

地学、生物学、化学が好き

フィールドワーク

地域システム

持続的農業･農村

西欧の農業・農村形成

6次産業化果物

農産物貿易
農業経営学

除草

営農現場

畜産動物

マーケティング

フードビジネス

牛の成長と肉質

防災・保全

農業経営者

農業機械

コンピュータシミュレーション

卸売市場

生産技術開発

農業法人問題

農村女性

農村の暮らし

キイチゴ

リモート農業

クローン×家畜

資源循環

飼料作物

堰・ため池

遺伝的プログラム

農業ロボット
ドローン ウシ

未利用資源

成長モデル

農村社会構造

田園回帰

流通システム ニューバイオ

青果物流通

グリーン･ツーリズム

田植機

スマート農業

水田雑草

プログラミング

植物三次元モデル

水資源

促成栽培・抑制栽培

穂の形態形成

体外培養

雑草

農業のＩoＴ化

省力栽培

イノベーション

プロジェクト教育

ルーラルエンジニアリング

アグリテクノロジー

花き栽培

品種改良 農地水利用

組織培養 筋線維

イネ
花

ロボット農業

自動操舵

新規就農

アニマルサイエンス
広い農場で農作業を
実学的に学びたい

画期的な生産技術を
開発したい

牛など家畜が大好き

果樹、野菜、
花きを学びたい

農業農村が直面する
課題を解決したい

グリーンツーリズムで
地方創生をしたい

農家が儲かるしくみ
（農業経営）を学びたい

畜産学を
学びたい

農業×IoTの
可能性を探りたい

農業ロボットを
開発したい

6次産業化に興味がある

地理、生物学、
農作業が好き

農作業から加工や
流通システムまでを学びたい

地衣類

薬用植物

病害虫防除

昆虫
遺伝子

澱粉科学

植物の生命プログラムの解明

遺伝子の機能解析

再生可能エネルギー

植物バイオテクノロジー

エネルギー生産

幹細胞変異体化学成分

栄養価の高い作物生産

植物発生遺伝学
酵素

有用物質生産

花粉

フードビジネス

光合成

遺伝子

品種改良

微生物

新種の菌の提唱

栽培環境制御

環境ストレス

植物のお医者さん

環境に優しい病害防除

植物の持つ未知の能力の探索

バイオテクノロジー
肥料 農薬

カメムシ 化学分析

雑草防除

米新品種

植物工場

ゲノム解読

バイオマス

ダイエット米

アフリカ

有害元素を吸わない作物

直播栽培

高機能性作物

植物ウイルスハンター

植物×昆虫ニューバイオ

有機性廃棄物の
循環利用

低カリウム野菜

薬用成分

植物栄養学
セシウム

根
環境保全型稲作

イネ
元素の動態解明

機能性食品

バイオテクノロジー

付加価値生産物

遺伝育種 多様な実験実習を通し、
育種・園芸・作物・土壌・病理など
植物のスペシャリストになりたい

植物をバイオテクノロジーで
解き未知の農業を開拓したい

植物の病気を知り、将来は
農業の持続的発展に貢献したい

付加価値のある野菜や
作物の栽培方法を学びたい

植物の生命プログラムを解き明かし
植物のもつ未知の能力を探りたい

植物の品種改良に興味がある

新しいお米を開発したい

生物学、化学、理科実験が好き

圃場や植物工場で実際に
野菜や果物、お米などの
植物を育てたい
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DEPARTMENT OF BIOTECHNOLOGY

応用生物科学科
『生命』と『食』分野の課題を科学の力で解決する知的エキスパートの育成を目指します

MY NEXT VISION
植物･食品醸造･細胞生物･微生物など
幅広い分野を学べることが魅力です
　入学して直ぐに研究できる学生自主研究制度や就職支援が手厚いことを知り秋田県立大
学を志望しました。応用生物科学科は、植物･食品醸造･細胞生物･微生物など幅広い分野
を学べることが魅力です。授業では2年次に学生一人ひとりが清酒を仕込み、3年次に分析
し官能評価を行った「応用生物科学実験」が特に印象に残っています。また、お酒に更に興
味を持ち、県大オリジナル日本酒「究（きわむ）」を造るサークル代表も務めました。酒米の収
穫、酒質設計、ボトルデザイン決定、酒蔵での仕込みなど一連の作業を経験しました。
　現在、様々なカフェイン含量を示す原種コーヒーを研究することで、Coffea属がどのように
してカフェインを合成する能力を獲得し発展させてきたのか、その分子進化を探っています。
近年、カフェインレスコーヒーの需要は高まっていますが、コストが高いうえ、製造段階で味・
香りの品質が低下する欠点があります。将来は、研究職に就いて、美味しいカフェインレス
コーヒーの開発など、生活に役立ち、生活を豊かにする製品を開発し、世の中に新しい知見
をどんどん発信していきたいと思います。

大学院・生物資源科学研究科 生物資源科学専攻［1年］
平成30年度 応用生物科学科卒業

國久 葉月 さん KUNIHISA Hazuki　宮城県／聖ウルスラ学院英智高校出身

PICKUP授業
応用生物科学実験
2年次からは、細胞生物学、微生物学、醸造学の酒類生産技術、分子生物
学に関する幅広い分野の実験・実習を行ないます。医療・製薬・食品産
業で働く上で重要な実験技術と知識を身に付けることができます。

本学科では動物・微生物・植物と幅広い生物の生命現象の解明と、秋田県に特有な素材の有効利用に関する研究によって得
られた成果を、産業や医療に役立てることを目指しています。本学科における教育の目標は、ライフサイエンス・食品・醸造産
業における研究者や技術者を育成することです。動物・微生物・植物の遺伝子や遺伝子操作技術、清酒造りや食品開発に興
味がある、研究者や技術者になりたいとあこがれる皆さん、応用生物科学科で私たちと一緒に学びませんか。

カリキュラムの特長
■ �生物資源の高度利用に関わる基礎の確立と応用分野へ

の展開を学修
■ バイオテクノロジーの各分野を学修
■ 植物、動物、微生物と広範な生物を対象とした実験実習
■ 高度な分析機器の取り扱いを学修
■ 食品衛生管理者資格を取得可能な科目群の設定
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
食品／醸造、医薬品／化学品、
医療・福祉、検査·分析、公務員・
公的機関

食品醸造グループ
●�県産素材の理化学的な解析や加工・醸造技術の研究
●製品の成分分析法と評価技術の開発
●優良な醸造微生物の育種などの研究

分子細胞機能グループ
�●�海洋生物の付着セメントと殻形成の分子細胞生物学的研究
●�癌細胞の運動抑制と動物の初期発生の分子細胞生物学的研究
●�ホルモン分泌の研究と新規がん検査薬の開発研究
●�哺乳動物の発生学をバイオテクノロジーに応用する研究

植物機能科学グループ
●�植物の生理活性物質の構造を決定し化学合成により利用を図る
●�植物の生理活性物質の生合成を遺伝子や物質レベルで解明する
●�植物の細胞装置やバイオミネラルの形成過程と機能を探求する

微生物機能グループ�
●�微生物が他の微生物や動物・植物・環境に及ぼす影響に関する研究
●�微生物が作り出す有用物質とその生産および有効利用に関する研究
●�微生物の代謝・成長・形態形成の分子機構とその制御に関する研究

取得可能資格
◎�高等学校教諭一種免許状（理科・農業）
◎食品衛生管理者資格（任用資格）
◎食品衛生監視員資格（任用資格）
◎毒物劇物取扱責任者（任用資格）
◎��食の6次産業化プロデューサー・レベル1、レベル2
（認定資格）

取得可能受験資格
◎甲種危険物取扱者試験

応用生物科学科 運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/bioresource/DBT/index.html
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DEPARTMENT OF BIOTECHNOLOGY

研究グループ
微生物機能グループ�

植物機能科学グループ�

植物分子生理学
王 敬銘 准教授
たんぱく質と結合する有機化合物の
合成研究を行っています。

植物生理学
岩崎 郁子 准教授
動けない植物が生きていく
には光合成に加え微生物と
の共生も重要であると考え
研究を行っています。

生体鉱物学
尾崎 紀昭 准教授
生物が造る鉱物（バイオミ
ネラル）をミクロな視点か
ら眺め、その謎を解くこと
で、革新的素材を作る。

植物代謝化学
水野 幸一 准教授
カフェインを含む植物が、
その合成能をどのようにし
て獲得し進化させてきたの
かを探る。

天然物化学
常盤野 哲生 准教授
植物や微生物由来の生理活
性物質の探索や有機合成研
究を通して、医薬品や農薬に
役立つ有機分子を作る。

微生物学
福島 淳 教授
環境のウイルスなどの微生
物はほとんど理解されてい
ません。これらをゲノム解
析技術で研究しています。

応用微生物学
春日 和 准教授
放線菌という土にいる微
生物を使って、木材やセル
ロースから薬（抗生物質）
を作らせる研究をしてい
ます。

菌類遺伝学
村口 元 准教授
キノコの子実体が作られ
るとき、どんな遺伝子やタ
ンパク質が働いて細胞が
分化していくのかを解明し
ます。

微生物学
志村 洋一郎 助教
微生物のもつ物質変換
機能を応用した有用物質
の創生や生産に挑戦。

応用微生物学
牟田口 祐太 助教
乳酸菌や好熱菌といった
微生物たちの特性を明ら
かにし、人間社会に応用
する。

進化生物学
竹下 和貴 助教
昆虫－微生物間の必須
共生関係を遺伝子レベ
ルで理解し、害虫防除技
術への応用を目指す。
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分子細胞機能グループ

食品醸造グループ

食品科学
張 菡 准教授
脂肪酸劣化のメカニズムを
解明して、脂質を含む食品
の品質評価指標の確立に
挑戦しています。

醸造学
伊藤 俊彦 助教
日本の伝統的なアルコー
ル飲料である清酒製造に
関わる微生物や酵素を研
究しています。

分子育種学
中沢 伸重 教授
パン酵母として市販されて
いる白神こだま酵母が持
つ、高いストレス耐性のメカ
ニズムを解析しています。

食品科学
陳 介余 教授
食品のおいしさ、栄養
成分および安全性等
の品質の可視化技術
の開発を目指してい
ます。

食品科学
石川 匡子 准教授
嗜好性に優れた減塩食品
を作るために、塩と他の
味成分との相互作用や食
感との関係性について研
究しています。

醸造学
橋爪 克己 教授
美味しくて魅力的なお酒
をつくるために、お米とお
酒の味わい成分や黄麴菌
の働きについて研究して
います。

生化学
穂坂 正博 教授
情報伝達機構であるホ
ルモン分泌系、神経系に
ついて研究を行い、生活
習慣病の解明を目指し
ています。

分子腫瘍学
村田 純 教授
癌で死に至る最大の要因は転移で
す。その分子メカニズムを解析して
癌治療のヒントを探しています。

分子生物学
岩下 淳 助教
喘息やCOPDの方は、気道で粘液ム
チンが過剰に分泌され、気道を狭め
ています。この粘液ムチンの分泌を
抑えて、喘息などの症状改善に繋げ
ることを目指しています。

海洋生物学
岡野 桂樹 教授
海洋生物の持つ素晴らしい
能力を、分子細胞生物学を
使って研究し、応用に活か
す研究をしています。

幹細胞生物学
小林 正之 教授
iPS細胞が形成されるメカニズム
の解明に挑戦しています。

応用生物科学科 教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-bio/124
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生物生産科学科
植物バイオテクノロジーで新バイオ産業の振興と地球の持続的発展を

MY NEXT VISION
学長や教職員と距離が近くやりたいことを
全力でやることができる大学
　少人数教育による質の高い教育体制が整っていることに魅力を感じ秋田県立大学を志望
しました。学長や教職員と距離が近く学生一人一人の個性を尊重しやりたいことを全力で
やることができる大学なので、のびのびと学ぶことができます。生物生産科学科は、演習やイ
ベントが多いことが魅力です。2年次の「生物生産科学実習」では、圃場で多種類の野菜を育
て、実習の最後に収穫した野菜を調理して振る舞う「収穫祭」を開いたり、学園祭で出店した
り、みんなで協力しながら作業を進め成し遂げることが新鮮で面白いです。生産から消費ま
で食の一連を体験できたことや、植物を育てるために一番基礎となる栄養について学び、卒
業研究に向けて大変良い刺激となりました。
　私は現在、学部時代の研究を深め、「籾殻のバイオマス燃料としての利用」について研究し
ています。籾殻の熱利用や燃焼灰の農業利用の実用化に貢献できるよう、日々研究に励みた
いと思います。

大学院・生物資源科学研究科 生物資源科学専攻［1年］
平成30年度 生物生産科学科卒業

河端 美玖 さん KAWABATA Miku　青森県／八戸西高校出身

生物生産科学実習
Facebook

PICKUP授業
生物生産科学実習
2年次から生物生産科学実習（圃場実習）が始まります。実験圃場を使っ
て様々な作物の栽培方法を学びます。実習の最後には収穫した野菜を調
理して振る舞う「収穫祭」が行われます。

カリキュラムの特長
■ �植物特有の生命の営みを理解するために必要な総合的

な基礎学習
■ 圃場実習や研究室専門実験・演習などの実践的な教育
■ 植物バイオテクノロジーを利用するための先端的な教育

　カリキュラムは、植物の生物学的特徴に関する科目に始ま
り、植物生理、植物栽培、植物と環境の関わり、そして植物の
病気に関する科目など、基礎から応用分野まで、植物生産に
関する研究を行う上で必要な全ての知識を得られる構成と
なっています。

植物は進化の過程で太陽エネルギーを利用し環境に適応した独自の育成システムを完成させ、地球上の生物を支えていま
す。人類は食料･食品のほか建築資材や衣類など生活上必要な素材の多くを植物に依存しています。石油に代わる資源とし
て改めて植物が合成する化合物が注目され、植物からアルコールやプラスチックなどが生産されています。これは環境保全を
意識した資源のリサイクル化という現代社会ニーズとも一致しています。本学科では、植物の能力を科学的に理解し、バイオテ
クノロジーにより優れた機能を引出すことにより、植物生産に関する新しい産業の振興･発展に寄与できる人材を育成します。
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
農業／園芸／緑地、農薬／肥料
／種苗、農業ビジネス／公務員、
化学／医薬品、食料品製造

分子シグナル制御グループ
●��植物の生長や昆虫の行動を制御する活性物質の単離・構造決定、合成
および分子レベルでの活性発現機構の解析と、その制御メカニズムに
関する教育・研究

植物資源創成システムグループ
●「共生」をキーワードに、共生生物を利用した生物活性物質生産と、
　人工共生生態系による省資源型生物生産システムに関する教育・研究

植物生理グループ
�●�植物の光合成に関連した物質生産や植物の細胞分化・形態形成の仕組
みを遺伝子やタンパク質レベルで明らかにするとともに、それらを制御・
利用するバイテク技術の確立を目指した教育・研究

植物遺伝・育種グループ
●��植物特有のさまざまな機能成分はどのようにして作られるのかの解明
●�植物は環境に対してどのように適応しているのかなど植物生産に関わ
る植物の機能の解明

植物生産基礎グループ�
●�植物の生態的特性、植物ホルモンなど分子レベルにまで踏み込
んだ生理的特性の解明

●�環境負荷を少なくし物質循環を考慮した生産体系の確立のための教育・研究
●�各種の植物病原ならびに共生微生物や雑草などの生物間相互
作用の解明やその管理技術の構築

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（理科・農業）
◎毒物劇物取扱責任者（任用資格）
◎樹木医補
◎�食の6次産業化プロデューサー・レベル1、レベル2
（認定資格）

取得可能受験資格
◎甲種危険物取扱者試験

生物生産科学科 運営ページへ
http://www.dbp.akita-pu.ac.jp/
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研究グループ
植物生産基礎グループ�

植物遺伝・育種グループ�

土壌肥料学
服部 浩之 教授
土壌中－植物系での元素の
動態を解明し、安全で栄養
価の高い作物を持続的に
生産することを目指してい
ます。

植物病理学
藤 晋一 教授
植物に発生する病害の生
態を明らかにして、環境の
優しい防除技術を確立、農
業の持続的発展に貢献し
ます。

作物生理学
小川 敦史 教授
普通の条件と違う環境で栽
培したりストレスを与えたり
して付加価値のある野菜や
作物の栽培方法の確立を
目指しています。

土壌学
頼 泰樹 准教授
有害元素、今は福島で問題
になっているセシウムを吸
わない作物を開発すること
を目指しています。

作物学
渡邊 肇 教授
田んぼに直接種子をまく直
播栽培の確立を目的に、幼
植物の生育促進に関する技
術開発を行っています。

植物病理学
戸田 武 助教
植物の病気を素早く診
断し、病気の起きにく
い環境作りを目指しま
す。新種の菌を見つけ
る研究もしています。

作物生理学
曽根 千晴 助教
世界の食糧保障に貢献する
ために、異常気象や不良環
境下でも稲作が可能になる
ことを目指しています。

植物栄養学
増田 寛志 助教
鉄分や亜鉛などミネラル
栄養豊富な健康に良い
お米を開発し、秋田県の
新たなブランド米を目指
しています。

植物分子遺伝学
渡辺 明夫 准教授
ゲノムに書き込まれた生
命プログラムを解き明か
し、植物のもつ未知の能
力を掘り起こします!

園芸育種学
櫻井 健二 准教授
リンゴの新品種育成を目指
しています！先人達が残し
た伝統野菜に付加価値をつ
ける取組みもしています。

植物分子生物学
上田 健治 准教授
花粉ができる時に必要
な遺伝子の働きを明ら
かにして、植物の品種
改良や花粉症対策に役
立てます。

遺伝学
赤木 宏守 教授
イネが低温でも成長できる
仕組みを解明し、秋田で直
播栽培ができるイネの育種
を目指しています。
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植物生理グループ�

分子シグナル制御グループ�

植物資源創成システムグループ�

昆虫学
阿部 誠 准教授
植物を食べる昆虫は好
き嫌いが激しく、決まっ
た植物しか食べません。
この理由を様々な手法
で調べています。

植物生理学
鈴木 英治 教授
光合成微生物の代謝機構
を解明し、新規エネルギー、
バイオマス生産の開発を目
指しています。

環境調節工学
小峰 正史 准教授
薬用植物を植物工場などで
効率良く栽培するため，最
適環境の解明と栽培技術
の開発を行っています。

植物工学
川上 寛子 助教
薬用植物や地衣類から
見出した新しい有用物
質の大量生産を目指し
ています。

分子生物学
原 光二郎 准教授
「地衣類」は新しい
薬・コスメの元にな
る可能性があるん
です！新種の地衣、
役に立つ地衣を探
しています。

植物生理学
藤田 直子 教授
米の澱粉研究の成果から、これ
までにない新しい米を開発し、
秋田の農業を元気にします。

発生遺伝学
佐藤 奈美子 准教授
秋田産の変異体で植物の
形づくりの秘密を解明し、
世界に向けて発信します。

天然物有機化学
野下 浩二 助教
害虫の行動や植物の
生長・代謝を制御する
物質を見つけ、有害生
物の防除や作物の高
付加価値化につなげ
たい。

生物活性物質
田母神 繁 教授
新しい農薬をつくります。

酵素学
鈴木 龍一郎 助教
糖質を代謝する酵素の性質を調
べて、性能を強化して、利用して、
新しい糖質素材を作り出します。

生物生産科学科 教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-bio/125
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生物環境科学科
ふるさとの自然環境から地球環境までを見つめるフィールドに密着した科学

MY NEXT VISION
フィールドワークが充実していて大気･川･海･湖･土壌･森林と
幅広い分野について学べます
　自然豊かな秋田県で生物について学ぶため秋田県立大学を志望しました。松林に囲まれ
たこのキャンパスはとても魅力的です。生物環境科学科は、フィールドワークが充実してい
て、大気・川・海・湖・土壌・森林と幅広い分野について学べます。「生物環境科学実習」の授
業などで実際にフィールドに足を運び、調査対象を間近で観察することで、研究課題の発見
にもつながります。また、2年次に行った「学生自主研究」では、秋田県の“昆虫食”の実体と
普及の可能性を探り、東京のイベントに参加したり企業にヒアリング調査を行ったり研究の
面白さを実感しました。また、資料のまとめ方や論文の書き方といった、卒業研究につながる
重要な基礎も学ぶことができました。
　私は現在、生物による採食を回避するため、トゲをつけたり毒となる化学物質を含んで防
御している植物種と増えすぎて問題になっているニホンジカの被害対策に繋がる研究に取り
組んでいます。将来は、大学での研究やフィールドワーク、環境調査の経験を活かし、環境コ
ンサルタントの仕事に就き環境保全などに貢献したいと思います。

生物資源科学部　生物環境科学科［4年］

鈴木 虎太郎 さん SUZUKI Kotaro　岩手県／大船渡高校出身

昨年行った世界遺産
白神山でのフィールド
ワークの様子

PICKUP授業
生物環境科学実習
2年次から本格的に生物環境科学実習（フィールドワーク）が始まります。
秋田県の多様な自然環境や生物資源を教材にしながら、実験室での作業
とフィールドワークの手法をバランスよく修得することができます。

本学科では、私たちの生活に身近な地域から地球規模まで広がる自然環境や生物資源に関わる問題をフィールドに密着しな
がら発見し、人間生活への生物資源の活用と保全、自然環境の修復と再生などに関する教育・研究を行っています。生物学・
化学・環境科学などの基礎を学んだ学生は、4つの研究グループ（陸域生物圏、環境管理修復、地域計画、基礎生命科学）のい
ずれかに進み、秋田の山から海までさまざまな生態系を教材としながら、学科内外の異なる専門分野の研究者や地域の人々と
手を携えて、人間と生物資源をとりまく環境問題の解決や環境と調和した生物資源の効果的利用に貢献します。

カリキュラムの特長
■ �自然環境と共生できる技術や社会システムとは何かを問い

かける
■ 化学、生物学、社会科学の3つを柱とした基礎学力の向上
■ 「自然や社会に学ぶ」を合言葉としたさまざまなフィール  
　 ドワークの実践
■ 自然の仕組みや多面的な環境保全機能の学修
■ 資源循環型の環境修復技術などの学修
■ 農業・農村における地域計画手法の習得
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
農・林業ビジネス／流通／造園、
環境修復／土壌修復／水質浄
化／環境アセスメント／環境計
量・環境プランナー、廃棄物再生
利用／食品／品質管理

地域計画グループ
●「環境問題の解決は地域から」という視点から地域の生物資源や
　循環の利用管理実態を調査・解析
●�それらを評価し、適正な利用管理の技術と社会システムの実現
に向けた参加型の手法の開発・適用など自然と人間の共生を目
指した教育と研究

環境管理修復グループ
●�生態系の環境保全機能を調査・解析するとともに質的に悪化した土
壌や水環境の修復技術とその適正管理技術の開発

●�地域資源の循環利用など自然と人間の共生を目指した教育と研究

陸域生物圏グループ
�●�陸域の生物集団を支える大気・水・土壌・森林資源の成り立ちと持
続的な利用と管理についての教育と研究

基礎生命科学グループ
�●�生物学、化学などの基礎教育を担当する他、生命と環境との相互作用
を分子生物学や物理化学といった基礎的なレベルで解明し、さらにそ
の知見を応用するための教育と研究

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（理科・農業）
◎毒物劇物取扱責任者（任用資格）
◎樹木医補
◎�食の6次産業化プロデューサー・レベル1、レベル2
（認定資格）

取得可能受験資格
◎甲種危険物取扱者試験

生物環境科学科 運営ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/bioresource/DBE/index~bio-env.htm
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研究グループ
陸域生物圏グループ

生態学
蒔田 明史 教授
百数十年に一度、一斉に開
花して枯れるという特異的
なササの生き方の不思議
を探求しています。

分析化学
木口 倫 准教授
生活排水を通じて河川に流
れ出た医薬品のゆくえを探
り、ヒト感染症の流行予測
や予防に役立てる研究に挑
戦しています。

生態学
坂田 ゆず 助教
外来植物が昆虫を介して在
来植物に与える影響につい
て研究を行っています。

土壌学
佐藤 孝 准教授
微生物の力を利用して肥料
や農薬の使用量を減らしつ
つ、農産物がたくさん採れ
る農業を目指しています。

森林科学
星崎 和彦 教授
樹木の成長や開花結実、動
物の個体数など「森の営み」
の長期観測を通して気候変
動の影響を探っています。

気象学
井上 誠 准教授
ドローンを用いた大
気中の温室効果ガス
観測と秋田県の農作
物収量に関わる干ば
つ・冷夏の予測を目指
しています。

生態毒性学
堀江 好文 助教
化学物質が水生生物に
与える生態影響につい
て研究を行っています。

土壌学
髙階 史章 助教
作物の生産性を高めなが
ら環境は汚さない、そん
な持続可能な農業を実現
します。
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基礎生命科学グループ

環境管理修復グループ

地域計画グループ
環境社会学
谷口 吉光 教授
持続可能な社会の中心は
農村・農業にある。そう信
じて持続可能な社会のモ
デルを秋田でつくる。

農業経営学
中村 勝則 准教授
地域の自然や社会と調和し、
若者にとって魅力的な農業法
人（会社）のあり方を現地調査
から解明したい。

農業経済学
渡部 岳陽 准教授
農業・農村を長期的に持続させ
るために、どんな仕組みが必要
かについて研究しています。

農業経済学
長濱 健一郎 教授
農地や水などの地域資源を
活用した経済活動を育て、
グローバルな時代に環境と
調和した豊かな地域をつく
ります。

微生物生態学
岡野 邦宏 助教
最新のDNA解析装置を
駆使してアオコを取り巻
く微生物を解析し、八郎
湖のアオコ問題解決を
目指しています。

環境土壌学
石川 祐一 准教授
環境に拡散した重金属や
有機化学物質を植物に吸
収・蓄積させることによっ
て浄化することに挑戦して
います。

生態工学
藤林 恵 助教
八郎湖や日本海で水
生動物の餌を調べ、食
物網を利用したアオ
コ対策の考案や海域
の生態系保全を目指
しています。

生物地球化学
早川 敦 准教授
河川水質の形成メカニズム
や自然のもつ浄化機能を
理解し、流域の物質循環の
適正化を目指しています。

環境生物工学
宮田 直幸 教授
全国各地の鉱山の坑道で
金属を代謝する未知の微生
物を探索し、新しい廃水処
理技術の開発に挑戦してい
ます。

土壌生成分類学
高橋 正 教授
火山灰土の分布とその起源
火山の特定、土壌や地殻の
アルミニウムの生物地球化
学的動態を調べています。

植物分子生理学
小西 智一 准教授
データに隠されてい
る事実を探していま
す。数学・物理学・
化学・生物学の知識
を総動員する知力戦
です。

生物環境科学科 教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-bio/126
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アグリビジネス学科
イノベーションの推進と次世代型アグリビジネスの創成を目指して

MY NEXT VISION
日本一広大な面積を有するフィールド教育研究センターで
実習ができ、研究設備が充実しています
　日本一広大な面積を有するフィールド教育研究センターで実習ができることや研究設備が
充実していること、加えて就職率が100％と極めて高いことから秋田県立大学を志望しまし
た。アグリビジネス学科は、学年が上がるにつれて作物生産や畜産、農業経営など一つの学
問に特化した講義が選択できるので、興味を持った分野を突き詰めて学ぶことができます。
3年次からは大潟キャンパスに移動するのですが、フィールド教育研究センターは学生寮や
キャンパスの近くにあるので、実習を行うには最高の環境です。「農業技術実習」では、稲作･
畑作･果樹･畜産など、多くの農業技術や機械･施設について学ぶことができます。特に、畜産
分野の実習で行ったウシの“直腸検査”はとても印象的でした。家畜生産という食に関して
も非常に重要な部分の知識を得ることができ、普通高校出身で農業の知識はゼロからのス
タートでしたが、農業や畜産について楽しく学ぶことができました。ウシの可愛らしさに魅せ
られて、将来は、畜産関係の仕事に就き、地域の農畜産の発展に貢献したいと思います。

大学院・生物資源科学研究科 生物資源科学専攻［1年］
平成30年度 アグリビジネス学科卒業

西山 佳南恵 さん NISHIYAMA Kanae　秋田県／聖霊女子短期大学付属高校出身

PICKUP授業
農業技術実習
2年次から農業技術実習が始まります。フィールド教育研究センターで農
作物と園芸作物の栽培技術や家畜の飼養技術、トラクタの基本的な操作
を学びます。

本学科が目指すアグリビジネスとは、農業生産を基幹としつつ、流通･ 消費までを見通し、時代の新たなニーズを読み取って実
現する農業・農村に関わる多様な社会的・経済的活動を意味します。こうした活動は、農業と関連産業が連携して、農産物や
その他の地域資源を活用し、新商品提案や地域ブランド化を進めて、持続可能な地域の経済力を創り上げていくことに繋がり
ます。本学科は3研究グループの研究体制と、専門性の高い6プロジェクトの教育体制とし、農業技術分野と農業経済分野の専
門性を深めるとともに、それらを総合的に把握・分析できるような教育･研究に取り組んでいます。

カリキュラムの特長
■ �複数の指導教員とのグループワークによる「プロジェクト

教育」と課題解決型の学修
■ �農畜産物の生産から流通・消費までを学び、マネジメン

ト能力を育成
■ �フィールド教育研究センターや地域を舞台にした実践的

な教育
■ �1・2年次は秋田キャンパスで学生実験や専門基礎科目

を学び、3・4年次は大潟キャンパスで「プロジェクト」に
所属して専門的知識や技術を修得、 それらを活用する力
を養成
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研究グループと研究内容

活躍が期待される分野
農業起業／食品・農業経営マネ
ジメント・商品提案／農産物・食
品流通、行政、地域振興・農業振
興／栽培技術／飼育技術、技術
営業／地域資源管理／農村環
境評価・設計、農業農村整備

取得可能資格
◎高等学校教諭一種免許状（農業）
◎毒物劇物取扱責任者（任用資格）
◎�食の6次産業化プロデューサー・レベル1、レベル2
（認定資格）

取得可能受験資格
◎甲種危険物取扱者試験

アグリテクノロジー（農業生産技術系）
先進作物生産技術開発プロジェクト
●�土地利用型作物（イネ、ダイズなど）の安定・多収を目指した作物生産技術
および農業機械・情報利用技術の研究

先進園芸技術開発プロジェクト
●�園芸作物（果樹、野菜、花き）の生産動向を見極めた先進的な生産技術ま
たは高度化した実用技術の開発に取り組む

●�栽培管理技術の習得と生産現場の抱える課題を認識する活動および技
術開発に向けて作物の生理・生態的特性を視覚化、数値化し、解析する研
究活動を行う

家畜資源利用推進プロジェクト
●�資源循環型肉牛生産を柱とする飼育管理（繁殖・育成・肥育）と飼料生
産に関する知識と技術の修得

●�食肉の生産性と品質を向上させるための家畜生理機能の解明と技術開発

ルーラルエンジニアリング（農業農村環境保全系）
次世代農業基盤創成プロジェクト
●�農業の生産性向上や農村地域の防災・減災のための農地・水・水利施設
等の整備・保全に関わる専門知識と技術の修得

●�農業・農村の有する多面的機能の向上のための農村環境の評価・保全技
術の研究

アグリビジネスマネジメント（農業経済・農村社会系）
地域ビジネス革新プロジェクト
●�6次産業化などの新たな経営展開の現状や将来展望、農産物等流通シス
テムの革新やブランディングの分析

●�農村地域の諸資源を活用した各種アグリビジネスや農村活性化のあり方提案

政策・経営マネジメントプロジェクト
●�農業・農村振興のための実態分析および課題の摘出
●�多角的アプローチによる課題解決のための提案能力の育成

アグリビジネス学科 運営ページへ
https://www.akita-pu.ac.jp/bioresource/AGRI/
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研究グループ

ルーラルエンジニアリング

アグリテクノロジー

農業水利学
近藤 正 准教授
農業の持続性向上を追求！ 
水田負荷の抑制、水田生態
系の回復と水質浄化機能
の向上で農業水域の水質
を保全します。

畑作物学
露﨑 浩 教授
ダイズやムギ類の安
定・多収を目指す栽
培技術、および雑草
の生態解明・防除技
術開発に挑戦してい
ます。

発生遺伝学
永澤 信洋 准教授
いろいろな遺伝子がどのよ
うに働いて穂をつくってい
くのか明らかにします。

植物育種学
北本 尚子 准教授
機械や遺伝子情報を使っ
て、いかに手間をかけず
に美味しいリンゴを作る
ことができるか挑戦して
います。

動物生理科学
佐藤 勝祥 助教
日本短角種牛を対象に、赤
身肉の生産性と肉質の向
上を目指して研究を行なっ
ています。

家畜飼養学
伊藤 謙 助教
未利用資源の飼料化や
畜産動物の品種の違いと
腸管機能の違いの解明
に挑戦しています。

野菜園芸学 
吉田 康徳 教授
野菜の特性（生理生
態的特徴）を活用し
て、寒冷地でこそ有
利な画期的な生産技
術の開発を目指して
います。

家畜繁殖学
横尾 正樹 准教授
卵巣内に眠る大量の卵
子を有効活用して子牛
を生産する技術を研究
開発しています。

花き園芸学
神田 啓臣 准教授
組織培養を使って花を大量
につくる方法や、お正月や
お盆などに花を咲かせる方
法を研究しています。

農業水文学
増本 隆夫 教授
田んぼの大きさから流域
（河川に流れ込む降水の降
り集まる地域）スケールで
水の流れをモデル化してい
ます。

農業水利学
永吉 武志 准教授
ドローンを活用し、堰やため池な
どの水を利用するための施設を、
安全かつ長持ちさせるための技
術開発に挑戦しています。

農業機械学
山本 聡史 准教授
農業ロボットの開発や
植物の三次元モデル
の構築手法の研究を
行っています。
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フィールド農学

アグリビジネスマネジメント

農業機械学
矢治 幸夫 客員教授
TKGNSS自動操舵田植機は、ハン
ドル操作不要、代かき水の排水不
要で、OPの疲労軽減と環境に優し
い田植が可能です。

環境保全栽培学
保田 謙太郎 准教授
稲作は中国大陸から伝播しま
したが、日本の水田雑草はど
のように誕生したのか?その
由来を調べています。

家畜飼養管理学
渡邊 潤 准教授
日本の畜産は輸入飼料に依存してお
ります。そこで飼料自給率100%を
目標とした土地利用型畜産経営モ
デルの創出を目指しています。

生産システム学
西村 洋 教授
ロボット技術やICT技術を活用
し、だれでも、どこからでも農業
を行うことができるシステムを
目指しています。

農業経営学
上田 賢悦 准教授
将来の日本農業をリードする
農業経営者を育てるための人
材育成プログラムの開発に取
り組んでいます。

農業経営学
鵜川 洋樹 教授
農業生産の最前線で
何が起きているのか。
営農現場のデータから
農業経営の仕組みと発
展方向を考えます。

農業経済学
酒井 徹 准教授
有機農業などの持続的農
業が地域でどの様に広が
るか、経営が成り立つ流通
のあり方について研究し
ています。

農村社会学
荒樋 豊 教授
衰退傾向にある農村
社会を立て直すため
に、地域づくり・農村
活性化手法を追究し
ています。

農業経済学
岡田 直樹 教授
サイレント革命といわれ
る世界の新しい状況に
対応した、持続的農業・
農村のあり方を探求し
ています。

農業経営学
高津 英俊 助教
日本農業における新規
就農者の確保や就農
支援、育成方策につい
て研究しています。

小果樹園芸学
今西 弘幸 准教授
ラズベリーの収穫期を調整す
るための栽培やニホンナシの
組織培養変異を利用した育種
の研究を行っています。

流通・マーケティング学
林 芙俊 助教
新しい野菜流通シ
ステムの形成条件
を明らかにします。農業経済学

赤堀 弘和 助教
コンピュータモデルを使っ
たシミュレーションで日本
や秋田農業の持続的な発
展を目指しています。

アグリビジネス学科 教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-bio/127

フィールド教育研究センター　教員紹介ページ
https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/kyoin/kyoin-bio/128

65Akita Prefectural University 2020



大学院
FEATURES

科学技術がますます発展・深化する中、より⾼度な専⾨知識と技術を有した⼈材が求められて
います。特に、⼯学・理学・農学系の⼤学院進学率は年々増加しており、社会での活躍の幅を広
げるためには、⼤学院で、最先端の専⾨知識と技術を修得することが必須となっています。本
学⼤学院には、充実した教育・研究環境とサポート体制が整っています。

大学院

生物資源科学研究科
Graduate School of Bioresource Sciences

●�博⼠前期課程(2年)�
⽣物資源科学専攻
●�博⼠後期課程(3年)�

⽣物資源科学専攻

大学院

システム科学技術研究科
Graduate School of Systems Science and Technology

●�博⼠前期課程(2年)�
機械知能システム学専攻 
電⼦情報システム学専攻 
建築環境システム学専攻 
経営システム⼯学専攻 
共同ライフサイクル 
　　　デザイン⼯学専攻

●�博⼠後期課程(3年)�
総合システム科学専攻
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スーパー連携大学院 
プログラム

　所属している⼤学にいながら他⼤学の魅
⼒ある科⽬を受講できる教育プログラムで
す。“こうなりたい”と望む⼈物像に向けたカ
リキュラムを選択でき、研究活動や将来の
就職にも役⽴てることができます。普段聞
くことのできない企業トップの話や特定専
⾨分野の技術者の話を聴講できます。学位
研究の産学共同の研究活動を通じ企業⼈
とのコミュニケーションができ、⾃分の適性
を⾒ながら進路を決めることができます。

　システム思考を⾝につけ、創造⼒と総合⼒に秀でた次世代を担う⾼度エンジニアの育成を⽬標に掲
げ、充実した研究設備を整えるとともに、国内外の学会などでの発表も積極的に⽀援します。また開か
れた⼤学として地域の研究機関・企業などと連携を密にしていることも特⾊で、本荘由利産学振興財
団による学⽣の研究活動や海外への派遣⽀援も⾏います。

地域の研究機関や企業との連携のもと、
秀でた創造⼒・総合⼒を有するエンジニアを育成する。

　⾷料・エネルギー・環境問題の解決の鍵は「再⽣可能な⽣物資源と⼈類の共存関係の樹⽴」にあります。その原理を解明し、ふさわしい技術を確⽴することが私
たちの使命です。本研究科では、今までの農業システムを再吟味し、新しい⽣物機能の発⾒と応⽤を通じて、これらの課題に取り組む専⾨的技術者を育成します。
　秋⽥にある⽴地をフルに活かして、⽣物資源における問題発⽣の現場から、解決策を研究する研究室、そして、その結果を再度現場にフィードバックする「現場と
研究室の直結」による研究教育を⾏います。

⼈間と⽣物の共存をはかる
知恵と技術を有する専⾨家・研究者を育成する。

　超精密成形研削研磨装置、電波無響室、建築構造実験室、⾼精度安定同位体⽐質分析
計など各分野における最⾼⽔準の設備・機材を揃えており、最先端の研究ができる環境
になっています。

国内⼤学で最⾼レベルの実験設備･機器が完備
特徴1

　フィールドに密着した教育と研究が⼀体的に⾏われ、学会などを通じて成果を広く発
信することを⽀援しています。

国内⼤学で最⾼レベルの実験設備･機器が完備

　⽩神⼭地、仙北平野の農耕地、雄物川、男⿅半島、⼋郎湖など多様な⾃然環境を誇り、
研究対象の豊富さは他に類を⾒ません。

⾃然の恵みを活かした豊富な研究対象

特徴1

　⼤学院を卒業したOB･OGは、⼤⼿企業や先端技術を持つ地域の企業で､製品開発設
計や建築設計､経営企画など企業をリードする仕事に携わっています。

⼀流企業に⾼度専⾨技術を有する
エンジニアとして就職できる特徴2

特徴2

　国際会議･シンポジウムへの参加、国際共同研究の成果発表などに参加している⼤学
院⽣が多くいます。本荘由利産学振興財団等から渡航費⽤などの援助を受けることが
できます。

国際会議に参加できる機会が多い
特徴3

社会⼈に配慮した多様かつ柔軟な教育プログラム国内外の学会参加を奨励

　⼤学では唯⼀ともいわれるバイオテクノロジーセンターやフィールド教育研究セン
ターなど⾼度な研究基盤が整備されており、効率よく研究を進めることができます。

全国トップレベルの⾼度な研究基盤の完備
特徴3

　博士後期課程において、既に一定
の研究実績や能力を有する社会人を
対象に、入学前の審査で優れた業績
を有すると認められた場合に、標準修
業年限よりも短期の履修を認め、学
位取得ができる制度です。

短期履修制度
　社会人など個人の事情に応じて、
修業年限を超えて計画的に学位取得
ができる制度です。授業料について
は、履修期間に応じて分割納付となり
ます。

長期履修制度
　本学⼤学院は、国内外の学会で研究成果を発表する
ことを奨励しています。専⾨分野の最先端に触れ、ま
た⼈との交流を通じて、研究テーマへの関⼼が深まり
視野も広くなります。国際学会における渡航費・交通
費･参加登録費･宿泊費は⼤学で全⾯的に⽀援します。

学会参加を全⾯サポート
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⼤学院⽣をサポートする様々な 経済⽀援制度

　授業料の減免制度と同
様、経済的理由などにより授
業料を納付期限までに納付
することが困難な場合は授
業料の分割納付や徴収を猶
予する制度があります。

授業料分割徴収
授業料徴収猶予　経済的理由などにより授業

料の納付が著しく困難と認め
られた場合、授業料の減免制
度が利⽤できる場合がありま
す。学⽣からの申請により、各
期（前期･後期）ごとに審査し、
全額・3／4・半額・1／4の
額を減免します。

授業料減免制度
▶⼊学⽣特待⽣
大学院入試または在学中の成績などによ
り優秀者を認定し、年間授業料相当額ま
たはその半額を給付します。

▶在学⽣特待⽣
大学院在学中の成績により優秀者を認定し、年
間授業料相当額またはその半額を給付します。

特待⽣制度
　本学学部⽣が⼤学院前期課程に進
学する際、学部3年終了時までの成績
が、所属学科で上位10%以内の場合は
年間授業料相当額の全額、10%を超え
25%以内の場合は年間授業料相当額
の半額を2年間、奨学⾦として⽀給しま
す。なお、⼤学院⼊試（推薦特別選抜）
に合格する必要があります。

⼤学院優秀学⽣奨学⾦

学会における受賞実績例

学会における受賞実績例

●⽇本建築学会⼤会（中国）学術講演会都市計画部⾨／若⼿優秀発表賞
●TOHOKU + N YOUTH DESIGN 2018「建築の成り⽴ち」／優秀賞
●エコデザイン・プロダクツ＆サービス2018シンポジウム／ベストポスター賞
●⽇本燃焼学会「美しい炎」写真展／優秀作品賞
●第59回⼤気環境学会年会／ポスター賞
●第317回SICE東北⽀部研究集会／東北⽀部優秀発表奨励賞
●�ASIA PACIFIC AUTOMOTIVE ENGINEERING CONFERENCE 

⾃動⾞技術会／⼤学院研究奨励賞
●⽇本⾳響学会秋季研究発表会／学⽣優秀発表賞
●第21回JIA東北建築学⽣賞公開審査会／奨励賞
●計測⾃動制御学会東北⽀部第306回研究集会／優秀発表奨励賞

●⽇本調理科学会平成30年度⼤会／若⼿研究者発表奨励賞
●⽇本⾷品科学⼯学会平成30年度東北⽀部⼤会／若⼿奨励賞
●⽇本応⽤糖質科学会平成30年度⼤会／ポスター賞
●⽇本地⾐学会第17回⼤会／学⽣発表賞
●⽇本⼟壌肥料学会東北⽀部⼤会／優秀ポスター賞
●第52回⽇本⽔環境学会年会／年会学⽣ポスター発表賞（ライオン賞）
●森林・林業技術交流発表会／優秀賞（森林保全部⾨）
●⽇本⽔処理⽣物学会第54回⼤会／ベストプレゼンテーション賞
●⽇本⽊材加⼯技術協会第35回年次⼤会／優秀ポスター賞
●第67回東北畜産学会⻘森⼤会総会／東北畜産学会賞
●⽇本きのこ学会第21回⼤会／学⽣優秀発表賞
●⽇本⽔環境学会／年会優秀発表賞
●⽇本森林学会／学⽣ポスター賞
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⼤学院⽣をサポートする様々な 教育制度⼤学院⽣をサポートする様々な 経済⽀援制度

⼤学院⽣が、学部⽣の実
験･実習の教育補助を⾏う
のに対し⼿当を⽀給する
制度です。将来の研究者
などになるためのトレーニ
ングの場であり、経済的⽀
援にもなっています。

ティーチング
アシスタント（TA）

　⼤学院⽣が、教員の研
究補助を⾏うのに対し給料
を⽀給する制度です。研
究者としての素養を⾝につ
ける場であり、経済的⽀援
にもなっています。

リサーチ
アシスタント（RA）

　学部1･2年⽣が⾏う
「学⽣⾃主研究」の実
験や様々なサポートを
⾏うのに対し⼿当を⽀
給する制度です。

学⽣⾃主研究
学⽣⽀援スタッフ

　第⼀種奨学⾦の貸与を受
けた⼤学院⽣が、在学中に特
に優れた業績を挙げた者とし
て認定された場合、所属課程
で貸与を受けた第⼀種奨学
⾦の全額⼜は半額の返還が
免除される制度です。

⽇本学⽣⽀援機構
奨学⾦返還免除制度

佐藤 卓 さん  SATOH Suguru
大学院・⽣物資源科学専攻 分⼦細胞機能グループ
奈良県／平城高校出身

　iPS細胞は、体細胞に⼭中4因⼦（4種類の遺伝⼦）を遺伝⼦導⼊すること
により樹⽴することができます。しかし、ウシを含めた多くの動物種における
iPS細胞は未だに樹⽴されていません。そこで、私はマウスの体細胞を⽤いて

「iPS細胞に初期化するメカニズムを解明する」ことを⽬指し研究に取り組み
ました。
　本学⼤学院は、理想の研究環境が整っています。最先端の分析機器が完備
されており、しかも他⼤学と⽐べても⽐較的⾃由に機器を使⽤できます。ま
た、教員と学⽣との距離も近く⼿厚い指導を受けることができるなど、思う存
分研究に没頭できる環境が何より魅⼒です。進学の際、優秀学⽣奨学⾦を受
給し経済的にサポートいただいたことで研究に集中することができました。
　私⾃⾝、先天的に甲状腺が⽋損した状態で産まれてきた経験(現在は完治)
から、⼤学院でiPS細胞と内分泌を学びました。将来は、安全で⾼品質なジェ
ネリック医薬品を提供し、同じ症状で悩んでいる患者さまに少しでも貢献した
いと思います。

STUDENT VOICE
iPS細胞に初期化するメカニズムを解明

博士
前期課程

　学部時代に「⼈⼯知能」の研究していましたが、研究そのものが楽しかっ
たということと、もっと深く⼈⼯知能について学び、知識を修得したかったの
で、⼤学院に進学しました。
　⼤学院では、「ロボットは東⼤に⼊れるか」プロジェクトに参加し、⼈⼯知
能を使って英語のセンター試験問題を解くプログラムの開発を⾏い専⾨的
な知識を修得しました。本学の⼤学院は、最先端の研究設備と、また広い研
究室にパソコン・プリンター、研究機材など研究の必需品が整っているなど、
ハード⾯が充実しているのが魅⼒です。また、国内外の学会発表を推奨して
おり、プレゼンテーションのスキルや伝える⼒など、将来の仕事で役⽴つスキ
ルをしっかり⾝につけることができました。
　将来は、⼤学院で⾝につけた⼈⼯知能に関する知識をベースに、⾃分が主
導し、製造の効率化や⾃動化のプロジェクトを進めたいと思います。

STUDENT VOICE
⼈⼯知能で試験問題を解くプログラムを開発

博士
前期課程

　秋⽥県内出⾝の学⽣
で、学業を継続すること
が経済的に困難と認め
られ、かつ、⼀定の成績
基準を満たす学⽣に対
し、⼀⼈当たり20万円
を給付します。（学部･
⼤学院を通じ1回のみ）

10周年記念奨学⾦

⾼瀬 惇 さん  TAKASE Jun
大学院・電⼦情報システム学専攻 情報システムグループ
岩⼿県／盛岡市⽴高校出身

内定先 株式会社ツムラ

内定先 ⽇本ジェネリック株式会社
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総合科学教育研究センター
グローバルで、広角的な基礎学力を身に付ける

教養教育

基礎力を養う人文・社会、心身の健康に関する科目、英語・英会話、情報科学科目など幅広い分野の科目を編

成しています。さらに、学部教員と協力して数学教育を行うほか、教員免許状取得を希望する学生のために教

職課程や放送大学の授業も利用しながら、グローバルな視点の育成、人や社会生活についての複眼的・広角

的な思考の養成を図ります。

文学・文化学
高橋 秀晴 教授
明治以降の日本の文学を
対象に、作品の生成過程
や出版人・編集者の果た
した役割について考察し
ています。

社会学
小松田 儀貞 准教授

「社会」は人間の頭の中にあ
る。「知識」はその人そのも
の。直接見えない社会と知
識を可視化する研究を行っ
ています。

哲学
鈴木 祐丞 助教
19世紀デンマークの思想家
キェルケゴールの生と思想
を手がかりに、人間の生き方
について考えています。

英語
タッカー・ジェイソン・エドワード 助教
テクノロジー使用の交差、文化間
の違い、そしてそれが英語の授
業にどのような良い影響・悪い
影響を与えているのかについて
研究しています。よりグローバル
化の進む世界のために、英語の
授業改善に向けたテクノロジー
使用の利点を見つけ出します。

心理学
渡部 諭 教授
高齢者先進県秋田で、アプ
リによる振り込め詐欺防止
の研究を行っています。

体育学
内山 応信 准教授
地域住民の健康寿命延伸
のために、高齢者の転倒と
認知症の予防法確立を目指
します。

英語
高橋 守 教授
英 語ライティング の 技 法、
英文多読の指導方法、コン
ピュータによる学習管理シス
テムなどを研究しています。

英語
バロウズ・クリスチャン 准教授
従来の教師、教科書中心の
学習方法から脱し、実用的な
アクティビティを通して、学
生自身が授業を展開する方
法について研究しています。

英語
江口 真規 助教
日本文学の中で羊がどのよ
うに描かれているのかを、
英米文学の作品と比較しな
がら研究しています。

英語
加賀谷 真澄 准教授
明治・大正期に貧困ルポル
タージュが流行した背景を
調べています。欧米の新
聞・書籍からの影響を分析
しています。

教職課程
伊藤 大輔 准教授
学校での様々な教育活動
が、生徒さんの皆さんにとっ
てより魅力的なものとなる
よう研究を行っています。

キャリア教育学
渡部 昌平 准教授
自分の興味や関心を把握
し、社会にどう関わっていく
かを考える「キャリアカウン
セリング」が専門です。

英語
岡﨑 弘信 教授
誰にでも想い出の映画はあ
るはず。そんな映画とITを
組み合わせて英語を'楽'習
する方法を研究しています。

教職課程
白山 雅彦 教授
高等学校教員に求められて
いる資質能力や実践的指
導力を育成するための教職
課程の在り方について研究
しています。

数学
宮本 雲平 准教授
アインシュタインが定式化
した一般相対性理論を用い
て、ブラックホールの理論
的研究をしています。

英語
檜山 晋 教授
平安時代の頃の英
国のことばの研究
を行っています！昔
は "swim can"と
言っても間違いで
はなかったのです。
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木材高度加工研究所
木材資源の理想的な循環系の確立で、人類の未来に貢献

附置研究所

国内の大学機関に属する研究機関として、「木材」を冠する唯一の研究所。木質資源の理想的な循環系の確立

を目指して、木材の基礎物性・加工・利用に関する研究と技術開発を行うとともに、高い技術力を備えた人材

を育成するため、大学院教育にも取り組んでいます。

木材化学
山内 繁 教授
スギ間伐材を原料に、
有害物質を選択的に吸
着する機能性磁石木炭
の開発に取り組んでい
ます。

木材・木質材料学
中村 昇 教授
地域活性に向けた林産
物の多目的流通や利用
システムの開発などを
目指しています。

木材化学加工
栗本 康司 教授
間伐材や木質廃材を有
効に利用するため、木材
成分の改質や熱分解の
研究を行っています。

木材乾燥
川井 安生 准教授
鉛筆から木造建築物ま
で木材利用のため、木材
を効率的に乾かす研究
をしています。

木材加工学
足立 幸司 准教授
伝統工芸を未来に繋ぐ
ため、時代に求められ、
時代を新たに創り出す
モノとワザを研究してい
ます。

ウッド・エンジニアリング
林 知行 教授
大型の木質面材料である
直交集成板を用いて安価
な橋を架けています。 

木質工法
渡辺 千明 准教授
モノや人、地域の知恵を
発掘し、地域資源を活用
したまちづくりを目指し
ます!

木質材料学
山内 秀文 教授
樹木が作る「丸太」をど
う切り刻み、それをど
う貼り合わせて新しい
機能性材料を創るかを
日々研究しています。

木材工学
岡崎 泰男 准教授
安心安全な木造建築を
作るために、色々な木材
の強度や振動・音響性
能などの物理特性を調
べ明らかにする研究を
行っています。

森林資源学
高田 克彦 教授
森林資源の健全な育成
とその効率的な利活用
の提案を通じて地球環
境保全に貢献する！

木材化学
澁谷 栄 准教授
植物の色に関係するポ
リフェノールや植物の香
り成分の研究を行って
います。

木材化学
工藤 佳世 助教
私たちが木材として使っ
ている樹木の幹が太る

（＝肥大成長する）メカ
ニズムを明らかにする。
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INDIA

ビヤニ大学短期留学プログラム

小林 洸瑠 さん  KOBAYASHI Takeru
電子情報システム学科 3年
秋田県／大館国際情報学院高校 出身

海外留学プログラム

　ビヤニ大学では、講義や文化交流のほか、研究交流として、現地の学生に部品設計を教えたり、共同で「ロボッ
トの模擬システム」を構築したりしました。現地の学生は皆、国内の様々な問題へ対応しなければならないとい
う意識が高いことがとても印象的でした。本学教員の講義にも積極的で、意見や質問が飛び交い、社会情勢に
関わっていく姿勢や明確な目標を持って貪欲に勉学に取り組む姿は見習うべきものだと感じました。
　今回の留学では、英語だけでなくヒンディー語での会話も積極的に試みました。しっかり意味が通じ、好印象
を持ってもらえた時はとても嬉しかったです。刺激的で素敵な時間を過ごし、帰る頃には多くの友達ができ、友
人たちとの別れは名残惜しいほどでした。今後も、インドの学生たちのハングリー精神にならって貪欲に勉学に
励み、この経験を将来に活かしていきたいと思います。

学生は世界中の人々と出会い海外で学ぶことで大きく成長します。本学では学生の多様なニーズに応えるため、様々な海外留学プログ
ラムを実施しています。過去３年間に実施したプログラムの留学先はご覧のとおりです。

INTERNATIONAL EXCH   ANGE
国際交流／世界へ飛び立つ学生を全力サポート

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

ビヤニ大学
インド

ヘルシンキ大学
フィンランド

EFシンガポール
シンガポール

ソウル大学
韓国

グアム大学
アメリカ

上海理工大学
中国

ワイカト大学
ニュージーランド

国立宜蘭大学
台湾
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SINGAPORE

EF短期研修プログラム  

鷲尾 環 さん  WASHIO Tamaki
生物環境科学科 2年
秋田県／能代高校 出身

■ 国際学術交流協定校

　シンガポールでは、ホームステイをしながら、EFシンガポールで英語を２週間学びました。授業では英語で積
極的に発言するよう促され、プレゼンや南洋理工大学の学生との交流の機会で、英語を使って話すという経験を
しました。この研修は私にとって海外へ目を向けるきっかけとなりました。初めてのことだらけで不安もありまし
たが、多国籍の人との触れ合いからたくさんの刺激を受け、異文化の面白さ、英語力の大切さ、そして日本の良
さを実感することができました。
　私は将来、地元秋田をPRする仕事に就きたいです。留学後は国内だけではなく、海外向けにPRする方法を思
案するようになりました。留学中は、地元を紹介する機会もありましたが、英語力不足により上手く伝えられませ
んでした。将来は、英語力をもっと身につけ、秋田の良さをどんどんPRしていきたいと思います。

INTERNATIONAL EXCH   ANGE 国・地域名 大学名

韓国 順天大学校

タイ カセサート大学

台湾 国立宜蘭大学

中国 上海理工大学

中国 清華大学深セン大学院

中国 西南交通大学

中国 蘭州大学

部局名 国・地域名 大学・学部等名

システム科学技術学部 イ ン ド ビヤニ大学

生物資源科学部 カ ナ ダ ゲルフ大学生物科学部

木材高度加工研究所
韓 国 ソウル大学農学生命科学大学

ハンガリー 西ハンガリー大学木材科学部

大学間協定 部局間協定

UCサンディエゴ

アメリカ
清華大学深セン大学院

中国

ニューカッスル大学
オーストラリア

ブリティッシュコロンビア大学
カナダ

ビクトリア大学
カナダ

カセサート大学
タイ
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CAMPUS CALENDAR 2019
年間スケジュール

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

・春季休業日
・�学習状況調査�
（新入生）

・入学式
・�新入生�
オリエンテーション
・定期健康診断
・前期授業期間
 （4月上旬〜7月下旬）

・新入生歓迎会

・�鳥海高原�
菜の花まつり�

（システム科学技術学部
1年生授業）

・�秋田県立大学開学
20周年（6月7日）

・�開学記念講演会�
（大村智北里大学特別
栄誉教授：2017年ノー
ベル生理学・医学賞受賞）�

・�特待生認定式
・�フィールド開放デー

・オープンキャンパス
 （7月14日、15日）

・前期試験期間
 （7月下旬〜8月上旬）

・�収穫祭（生物資源科学部）

・�秋田県立大学PR�
特命アンバサダー
任命式（夏季休業中、 
母校訪問）

・夏季休業日
 （8月上旬〜9月下旬）
 ※�この期間に 

集中講義を実施

・秋田竿燈まつり�
（8月3日～6日）

・�海外留学プログラム
本格スタート
・�夏休み科学教室
「創造学習」

6月 7月 8月 9月4月 5月

夏休みは海外留学へ
秋田県立大学では長期
休暇を利用した国際交流
プログラムを実施してい
ます。詳しくは→Ｐ72
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CAMPUS CALENDAR 2019

・後期授業期間
 （10月上旬〜2月上旬）

・�大学祭 
「松風祭」（秋田キャンパス）10月5・6日 
「潮風祭」（本荘キャンパス）10月12・13日

・�大学祭に合わせて 
保護者等懇談会を開催
・全国高校生建築提案コンテスト
 （10月1日〜31日受付）

・�クリスマスパー
ティー（学生会主催）

・冬季休業日
 （12月下旬〜1月上旬）
 ※�この期間に 

集中講義を実施

・後期授業期間
 （1月上旬〜2月上旬）

・ミニミニ科学教室
・�ホップステップ�
キャンパス

・後期試験期間
 （2月上旬）

・卒業論文発表会

・企業面談会
・卒業式・修了式

10月 11月 12月 1月 2月 3月
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D

L F

I H

K

E

大学院棟大学院棟

メディア交流棟メディア交流棟

建築実験住宅

多目的広場
クラブハウス棟

屋外サークル棟屋外サークル棟 テニスコートテニスコート

球技場

陸上トラック

共通施設棟共通施設棟

特別実験棟特別実験棟

バイオマス実験棟

学部棟 Ⅰ学部棟 Ⅰ
学部棟 Ⅱ学部棟 Ⅱ

G
A

C

B

J

HONJO CAMPUS
本荘キャンパス／システム科学技術学部

システム科学技術学部にふさわしい、
機能的でスタイリッシュな空間。

A 体育館 B 400mトラック陸上競技場 C 大学院棟

QRコードを読み取ると
VRでキャンパスの様子を
ご覧いただけます。
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D 学部棟Ⅰエントランス F ラーニング・コモンズEＡＶホール

G 創造工房棟

J CADコンピュータ実習室

H 電波無響室

K カフェテリア

I 多目的音響実験室

L 図書・情報センター

本荘キャンパスの
空撮映像がご覧い
ただけます。
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テニスコートテニスコート

野球場野球場

課外活動施設棟（部室）課外活動施設棟（部室）図書・メディア・
講堂施設棟
図書・メディア・
講堂施設棟

地域連携・
研究推進棟
地域連携・
研究推進棟

学部棟Ⅰ学部棟Ⅰ共通施設棟共通施設棟

管理棟管理棟
特別実験棟特別実験棟

学部棟Ⅱ学部棟Ⅱ

学部棟Ⅲ学部棟Ⅲ

サッカー場サッカー場
陸上競技場陸上競技場

A

B

E

C

D

F

G H

I

J

K

AKITA CAMPUS
秋田キャンパス／生物資源科学部

生物資源科学部の研究拠点にふさわしい、
豊かな緑に囲まれたフィールド。

A 体育館  Aトレーニングルーム B 400ｍトラック陸上競技場

QRコードを読み取ると
VRでキャンパスの様子を
ご覧いただけます。
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テニスコートテニスコート

野球場野球場

課外活動施設棟（部室）課外活動施設棟（部室）図書・メディア・
講堂施設棟
図書・メディア・
講堂施設棟

地域連携・
研究推進棟
地域連携・
研究推進棟

学部棟Ⅰ学部棟Ⅰ共通施設棟共通施設棟

管理棟管理棟
特別実験棟特別実験棟

学部棟Ⅱ学部棟Ⅱ

学部棟Ⅲ学部棟Ⅲ

サッカー場サッカー場
陸上競技場陸上競技場

A

B

E

C

D

F

G H

I

J

K

 C学部棟 E 大学院棟D 実験圃場

F カフェテリア

I 講堂

G 光の広場

J 図書・情報センター（ラーニング・コモンズ）

H バイオテクノロジーセンター

K キャリア情報センター

秋田キャンパスの
空撮映像がご覧い
ただけます。
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A

B

C

講義棟講義棟

実験棟実験棟

管理棟管理棟

研究棟研究棟

厚生会館厚生会館
格技場格技場

弓道場

学生寮「清新寮」学生寮「清新寮」

OGATA CAMPUS
大潟キャンパス／生物資源科学部

アグリビジネスを学ぶにふさわしい、
広大な実験圃場と自然豊かなフィールド。

フィールド教育研究センター（園芸温室） フィールド教育研究センター（大区画農場）フィールド教育研究センター（牛舎）

A 体育館 B 図書・情報センター C テニスコート

QRコードを読み取ると
VRでキャンパスの様子を
ご覧いただけます。
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秋田・大潟キャンパス向け

DORMITORY

食堂居室

清新寮 完全個室の学生寮

大潟キャンパスの広大な敷地内にある学生寮「清新寮」は、7階建て
の建物に男子（2〜4階、120室）、女子（5〜7階、120室）別に居住階
が分かれた全館個室で食事付きとなっており、充実した学生生活を
送ることができます。

月額 46,000円
※�寮費には、食費、光熱水費、

共益費が含まれます。

■ 寮費（令和元年度）

ベッド台
机・イス
クローゼット（引出付き）
カーテン
テレビアンテナ端子
インターネット利用可

※�サンネットの専用回線、NTTのフ
レッツ光が利用できますが、個別契
約となります。

※�電気製品など、原則持ち込み自由。
※冷房設備はありません。
※�異性の居住階へは立ち入り禁止と

なっています。

■ 居室（各部屋の設備）
◎ �学生寮と秋田キャンパスを繋ぐシャトルバスを、授業に合わせ平日

無料で運行しています。（講義期間1日7往復、長期休暇期間2往
復程度、平日のみ）

◎ �学生寮のある大潟村は、公共交通機関は村が運行している1日4
往復程度のマイタウンバス以外ありません。

◎ �講義期間中は、週に1回シャトルバスを買い物地経由で運行します。

■ 交通

各入試区分により入寮募集期間、募集人数が
異なります。ご自宅より本学までの片道距離が
60km以上、もしくは片道の通学時間が1時間30
分以上の方を対象とし、募集人数内で受付をいた
します。（募集枠を超えたものに関しては、原則抽
選。）アグリビジネス学科は３年生から大潟キャン
パスでの授業が主となるため、３年進級時に通学
距離･時間に関係なく優先的に入寮できます。　

■ 入寮

平日／朝・夕2食
土日祝日／朝・昼・夕3食
※栄養バランスなどに配慮したメニューとなっています。
※食物アレルギーに対応したメニューも提供可能です。

■ 食事（食堂）

大浴場

秋田キャンパスまで約40分

机

ベッド

クローゼット

大潟キャンパスの
空撮映像がご覧い
ただけます。
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B
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CAMPUS LIFE
秋田県立大学生の１日／本荘キャンパス

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

一人暮らし
アパート

Q & A
秋田県立大学の学生

の皆さんがアンケート

に答えてくれました。

先輩の学生生活がどん

なものか、ちょっとのぞ

いてみましょう！

9：00▶起床

10：30▶講義

17：30▶自由時間

19：00▶夕食

21：00▶入浴

21：30▶自由時間

2：00▶就寝

設計者を目指しているので、それ
につながる講義や、他にも面白そ
うな講義をとっています。空き時
間はラーニングコモンズや図書
室で勉強をしています。

勉強、レポート、写真編集、晴れた日
は夜に星空の撮影もしたりと、日に
よって色々です。

夕飯は自炊しています。肉
じゃがは簡単にいっぱい作
れるのでオススメですよ。

本荘は夕日がとても
綺麗なので、晴れた日
は写真を撮影しに海
に行きます。

Q1 現在の住まいは
どのタイプですか？

A 自宅
B 賃貸アパート・マンション
C 寮（生物のみ）　D 下宿等
E  その他

Q2 通学手段は
何ですか？

A
00.0%

A
00.0%

A
17.8%

A
29.4%

B
00.0%

C
00.0%

F
22.0%

D
00.0%

F
31.3%

C
00.0%

C 1.7%
D 0.6%
E 3.6%

E 00.0%00.0%

D
00.0%

G
18.5%

E 00.0%

B 00.0%

G 0.0%0.0%

C 0.0%
D 3.8%

E
7.3%

システム科学技術学部 生物資源科学部

B
45.0%

B
18.9%

Q2

A 徒歩　B 自転車　C バイク
D バス　E 電車　F 自家用車
G 大学スクールバス（寮生向け）

渡邉 颯人 さん
WATANABE Hayato
システム科学技術学部

電子情報システム学科／3年
天体観測サークル所属

山形県／寒河江高校出身

PROFILE一週間の時間割

MY DAY

月 火 水 木 金

① 電磁気学 Ⅰ
システム科学 

演習 B

電子回路学 Ⅰ 体育実技 Ⅱ

② 英会話 英会話

③ 工業数学

④ 離散数学
プログラミング 

基礎
⑤

機械知能 
システム学

概論

電気・電子 
材料

※時間割は2年次前期のものになります。

元々私には、東北を出たくないという思いがあ

りました。そこで、東北圏内に絞って大学を調

べていたときに出会ったのが秋田県立大学。

なんとここでは、研究室に配属される前、つま

り、1、2年生の段階で、自らテーマを決めて研

究をすることが出来てしまうのです。こういう

ことが出来るのは、数ある大学の中でも有数で

はないでしょうか！そのほかにも高い就職率・

進学率と整った学習環境、豊富なサークル・同

好会数などの数々の魅力に惹かれました。
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CAMPUS LIFE
AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

一人暮らし
寮生活

8：00▶起床

10：30▶大学で授業

12：00▶昼食

13：00▶実験

17：00▶サークル活動

20：00▶寮で夕食

21：00▶入浴・課題等

23：00▶就寝

1限がない日は学校に行く前にア
ルバイトをしています。早起きする
と、1日を気持ちよく過ごせます。

寮のごはんはバランスもよく 
美味しいのでいつも楽しみです。

大学祭実行委員会に所属し
ています。大学祭前は特に大
変ですが、その分仲間と協力
して大学祭が成功した時の喜
びはひとしおです。

研究室配属に向けて専
門実験が始まります。実
験には上手くいかない
ことも含めて座学とは
違う楽しさがあります。

仲のいい友人と学食で昼食を食べます。

A
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A
00.0%

A
57.2%

A
32.9%

B
00.0%

C
00.0%

D
00.0%

C
00.0%

C
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E 00.0%00.0%

D
00.0%

E 00.0%

B 00.0%

E 0.0%0.0% E 0.7%0.7%

C
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D 3.5%

システム科学技術学部 生物資源科学部

B
31.4%

B
23.4%

Q3

A
00.0%

A
00.0%

A
69.6% A

77.6%

B
00.0%

C
00.0%

D
00.0%

C
00.0%

C
15.0%

E 00.0%00.0%

D
00.0%

E 00.0%

B 00.0%

C
10.1%

システム科学技術学部 生物資源科学部

B
15.4%

B
12.2%

Q4

Q3 Q4通学に要する時間は
片道どのくらい？

クラブ・サークルに
加入していますか？

A 15分未満　B 15〜30分未満
C 30〜1時間未満　
D 1時間〜2時間未満
E 2時間以上

A 加入している
B 以前していた
C 加入していない

池田 菜奈子 さん
IKEDA Nanako
生物資源科学部

応用生物科学科／3年
松風祭実行委員会所属

新潟県／長岡大手高校出身

PROFILE一週間の時間割

MY DAY

月 火 水 木 金

① 実用英語 B 日本国憲法 酵素化学

② 微生物学Ⅱ 生物有機 
化学

食品科学 
概論

③
応用生物科

学実験Ⅰ
応用生物科

学実験Ⅰ

応用生物統
計解析学

④ 生物化学Ⅱ

⑤

※時間割は2年次後期のものになります。

秋田県立大学生の１日／秋田キャンパス

高校生のときから生物の勉強が好きで、食品

や微生物について学びたいと思っていました。

そんな時に高校三年生の時の担任の先生から

秋田県立大学を勧めていただきました。秋田

県立大学の少人数制で、丁寧な教育を受けら

れることと、自然がいっぱいのキャンパスで学

べるところに魅力を感じました。実際に入学し

てみると温かい教職員の方々や友達のおかげ

で充実した学校生活を送っています。
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CLUB ACTIVITIES
サークル活動／本荘キャンパス

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

HONJO CAMPUS
学⽣⾃治会／潮⾵祭実⾏委員会　【体育系（23団体）】ハンドボール部／バレーボール部／剣道部／男⼦バスケットボール部／DANCE STYLE／バドミントン
部／卓球部／⼸道部／ソフトテニス部／軟式野球部／準硬式野球部／硬式テニス部／陸上競技部／サッカー部／⾃動⾞部／カヌー部／サッカーやるべぇ〜／
⽔泳部／サイクリング部／バスケ同好会／バレーボール同好会／Strike Back（スケボー）／ダーツ・ビリヤードサークル　【⽂化系（24団体）】漫画・アニメ研
究部／天体観測サークル／放送サークル／ジャズバンドサークル／⾳楽部／軽⾳部／⽊匠塾／S.E.I.M.／⿇雀部／アカペラサークルPoV／Game Creative 
Works／卓上ゲーム部／秋⽥学⽣まちづくり団体／国際交流サークル／⽂芸同好会／アート・デザインサークル／ACM／ツリーハウス同好会／地域おこし
Project／将棋同好会／模型同好会／写真同好会／Digital Media Works／もじ同好会

「⽊を活かす
学⽣活動⼤賞

」を受賞

ツリーハウス同好会 学⽣⾃治会

男⼦バスケットボールジャズバンドサークル

ものづくりサークル S.E.I.M.

「ワールドグリーンチャレンジオープンクラス」優勝「電気⾃動⾞エコラン競技⼤会 in SUGO」優勝

DANCE STYLE 放送サークル⼸道部

⽊匠塾

3つのキャンパス合わせて、90団体
を超えるサークルがあり、各種大会
や大学祭において日頃の活動の成
果を披露しています。
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竿燈まつり妙技会
「⼤若囃⼦⽅」

優勝
サークル活動／秋田&大潟キャンパス

AKITA & OGATA CAMPUS
学⽣会／松⾵祭実⾏委員会　【体育系（18団体）】硬式野球部／サッカー・フットサル部／アウトドアサークル／男⼦バレーボール／⼸道部砂⼸会／ソフトテニス
サークル／少林寺拳法／バスケサークル／バドミントンサークル／剣道サークル／卓球部／⼥⼦バレーボール／軟式野球部／アクションサークル／陸上サーク
ル／球技サークル／スノーボード部／アーチェリー部　【⽂化系（29団体）】アンサンブルサークル／茶道部／アコースティックギター／たこばん／芸術部／演
劇サークル劇団半円ぶたい／秋⽥県⽴⼤学竿燈会／⾚⼗字奉仕団／畑っこ秋⽥キャンパス／文芸・イラストサークル／和楽器サークル／料理同好会／デジタ
ル・エンターテイメントサークル／TRPGサークル〜テーブル・ワールド〜／SAT／チームInsects／パチカン（⼋郎湖環境を考える会）／炭やきサークル／星空
会／アカペラ／サバイバルゲーム部／ハンドメイド部／エコの環サポーターズサークル／書道部／写真部／つむぎサークル／カラオケサークル

「東北バレーボール⼤学リーグ戦」3部優勝、（2部昇格）

「スポGOMI in ⼤
仙」

⼊賞

秋⽥リレーマラソン優勝

⾚⼗字奉仕団

パチカン（八郎湖環境を考える会）

アンサンブルサークル⼥⼦バレーボール

竿燈会

松⾵祭実⾏委員会

陸上サークル

茶道部

演劇サークル（劇団半円ぶたい）

SAT

エコの輪サポーターズサークル 炭焼きサークル

国体を目指す、

アーチェリー部も

あるよ！

フィールド教育センターのさっとこ村で
野菜などを栽培しています
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学生の「学びたい」意欲に答えるため、大学独自の奨学金制度や授業料減免制度、さらには成績が優秀な学生を奨励する
「特待生制度」など、様々なサポート制度を整えています。また、学生が主体的に取り組む交流活動などに対し、運営・財
政の両面からサポートし、学生自身の主体的な学びを促進する制度もあります。

BACKUP SYSTEM
充実のサポート制度

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

■ 授業料

■ 秋田県立大学特待生制度

■ 授業料減免制度 ■ 授業料の分割徴収／授業料徴収猶予

区分 学生（県内者） 学生（県外者）

入 学 料 282,000円 423,000円

授 業 料 年額 535,800円

後 援 会 費※ 50,000円　学生教育研究災害傷害保険並びに学研災付帯賠償責任保険料を含む

※加入については任意となっております。後援会に加入すると様々なサポートが受けられます。（P89）

優秀な学業成績等により他の学生の模範となる者を讃え、学生の学習意欲の喚起を図ることで、本学の理念である「21世紀を
担う次代の人材育成」の達成に資することを目的としています。

経済的理由などにより授業料の納付が著しく困難と認めら
れた場合、授業料の減免制度が利用できる場合があります。
学生からの申請により、各期（前期・後期）ごとに審査し、全
額・3/4・半額・1/4の額を減免します。

授業料の減免制度と同様、経済的理由などにより授業料を
納付期限までに納付することが困難な場合は授業料の分割
納付や徴収を猶予する制度があります。

1） 入学生特待生（秋田県内高等学校出身者のみ）
大学入試センター試験で本学が指定する科目を受験し、一定の基準を満たした場合、年間授業料相当額（535,800円）
を4年間、奨学金として給付します。（ただし、学業成績の結果により翌年度の奨学金が停止される場合があります。）

2） 在学生特待生
在学中の成績により優秀者を認定し、年間授業料相当額の半額を奨学金として給付します。

学　部

1） 入学生特待生
大学院入試または在学中の成績により優秀者を認定し、年間授業料相当額またはその半額を奨学金として給付します。

2） 在学生特待生
大学院在学中の成績により優秀者を認定し、年間授業料相当額またはその半額を奨学金として給付します。

大学院

システム科学技術学部・研究科生物資源科学部・研究科
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■ 秋田県立大学10周年記念奨学金

■ 秋田県立大学大学院優秀学生奨学金

■ 学生の様々な活動をサポート

■ 日本学生支援機構奨学金など
秋田県内出身の学生で、学業を継続することが経済的に困
難と認められ、一定の成績基準を満たす学生に対し、一人当
たり20万円を給付します。（学部・大学院を通じて一回のみ）

大学院博士前期課程に入学する秋田県立大学学部生を対象とした奨学金です。

地域との交流活動、自然体験活動、各種ボランティア活動など、学生の創造性・社会性・コミュニケーション力を育む様々な活動
に対し、運営面・財政面で大学がサポートします。

アキコネ
秋田の「食」「文化」「伝統」など、秋田の魅力を発信し地域活性化に繋げ
ることを目的としてイベントを開催しました。県内の大学生によるステー
ジパフォーマンス、企業による活動紹介などで交流を楽しみました。

鳥海山登山
2018年8月7日、鳥海山登山を行いました。当日は天候に恵まれ、山岳
ガイドの案内で、全員無事山頂まで登ることができました。鳥海山の雄
大な自然に触れ、充実した登山となりました。

飛島ジオパークツアー
飛島固有の植物やウミネコの生息地を間近で観察し、名産品も味わい
ました。

ミニミニ科学教室
学生が講師となって、子供たちにろうそく作りをはじめとした科学教室
を実施し、科学のおもしろさを伝えました。

日本学生支援機構奨学金や地方公共団体や民間団体等の
奨学金も取扱っており、随時、学内掲示などによりお知らせ
します。

〈受給条件〉
次の全てを満たすこと。
① �学部3年終了時におけるそれまでの成績が、 

所属学科の上位25%以内
② 大学院入学試験(推薦特別選抜)に合格

奨学金の額及び支給期間
成績基準に応じて、次のとおり在学する2年間支給します。
●上位10%以内であった者は年間授業料相当額の全額
●�上位10%を超え25%以内であった者は年間授業料相当額の半額
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秋田県立大学は、充実したキャンパスライフを送ることができる環境づくりに力を入れています。
全ての学生が、この大学に入学して本当に良かった、と思えるように、教職員一同、全力でサポートします。

BACKUP SYSTEM
充実のサポート制度

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

■ 健康サポート ■ �教育支援システム 
（manaba course）

■ セミナーハウス

授業中・課外活動中など学内で気分が悪くなったりケガをし
たときには、各キャンパスの保健室で応急措置を行い、必要
に応じて医療機関の紹介も行います。また、日常の健康相
談に応じるほか、健康アップのため、身長体重計・体組成計・
自動血圧計を設置し、学生の健康維持管理をサポートしてい
ます。毎年4月には、全学生を対象に定期健康診断を実施し
ています。

本学ではPCやスマートフォンなど、インターネット環境があれ
ばいつでもどこでもアクセス可能なクラウド型の教育支援シ
ステムを導入しています。講義資料の掲載、小テスト、課題提
出とそのフィードバックなど、授業での利用に加え、キャリア・
学生支援等、大学からの様々な情報の発信に活用していま
す。manaba course の中で行われた学修は、成果物として
蓄積し、学修・キャリアポートフォリオとして自身の振り返りや
自己分析に利用できます。

秋田キャンパスから約60分、本荘キャンパスから約80分。
協和スキー場の目の前にあるセミナーハウスです。研究室
のゼミ、各種研修、サークル合宿など、様々な用途に応じて
無料（食事代は除く）で利用できる多目的施設です。

■ 学生相談
学生相談室では、臨床心理士の資格を持つ専任のカウンセ
ラー、また各学部学科の学生委員（教員）が勉強、進路、対人
関係の悩みなど大学生活における様々な相談に応じます。
もちろん、安心して相談できるよう、相談内容は秘密厳守と
しています。なお、保護者からの相談も受け付けています。

■ 保護者向け懇談会
学生生活を一層有意義なものとしてもらうため、毎年10月
に開催される大学祭に合わせ、保護者向け懇談会を開催し
ています。大学の近況報告のほか、学生の学修状況や進路
等について学科教員等との個別面談を行っています。大学
の教育環境を肌で知っていただく機会になっています。
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■ 秋田県立大学後援会
保護者の方より

学生は誰もが原石です。秋田県立大学には自分の良さを自ら発見する
ための学びや、きっかけになる出会いがたくさん用意されています。教
職員の皆さんはいつも学生に寄り添い、丁寧に声をかけ励ましてくれま
す。私たち後援会は、教職員の想いを間近に感じ、一緒に協力して学生
を応援しております。希望ある学生の未来のために誠心誠意、応援して
いきたいと思います。

学生一人ひとりの個性を認め、
伸ばしてくれる大学です。

後援会会長　工藤 弘之 さん

後援会の主な支援事業 クラブ・サークルサポート

資格取得サポート

学生教育研究災害傷害保険／学研災付帯賠償責任保険
大学では、通学中、授業中、サークル活動中等の事故や教育実習、インター
ンシップ等の学外活動で、他人にケガをさせたり、財物を損壊したことに対
する学生保険への加入を
推奨しております。後援会
費には当該保険料が含ま
れており、入会と同時に保
障が開始されるよう、保険
加入の代行手続・料金納
付を後援会が行います。

就職活動サポート
●就職対策講座受験料助成
　�キャリア情報センターで実施する就職対策講座（R-CAP・SPI能力模擬テ

スト・履歴書添削講座等）の受験料を一部助成します。
●企業説明会への貸切バスを助成
　�秋田市内で開催する企業説明会の会場までの貸切バス代金を助成します。
●インターンシップ交通費等助成
　インターンシップ参加に要した交通費・宿泊費を一部助成します。
●セカンドキャンパス運営経費助成
�　�首都圏で就職活動を行う学生を応援するため、東京都新宿区にあるセカ

ンドキャンパスの利用料を助成します。

学生団体の活動費や大会参加経費を助成してい
るほか、大学祭の開催経費を助成します。

●資格取得助成
　�様々な資格取得に挑戦する学生を応援するた

め、資格取得試験に合格した場合の受験料や講
習会参加料、テキスト代等を助成します。（助成
回数に制限なし）
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入試情報
DATA & INFORMATION

秋⽥県⽴⼤学は、将来に夢を持ち、意欲的に学⽣⽣活に取り組むことのできる学⽣を⾒出すため、様々な⼊試制度を実施
しています。オープンキャンパスなどで本学の雰囲気をつかみ、志望学部・学科への理解を深めたうえで、本学の教育の
中で、あなたの夢を実現してください。私たちは、あなたの夢や⽬標が実現できるように全⼒でバックアップします。

■ 入試のポイント

※アドミッションポリシーや詳細な⼊試情報については、⼊学者選抜要項を参照ください。

○全国の高校生等が対象です。（新卒者のほか既卒者も対象とします。）
○⼀次選考は、「論⽂や作品」等で評価します。
○⼆次選考は、「⾯接・プレゼン」等で評価します。

① AO⼊試

○全国の高校生等が対象です。（新卒者のほか既卒者も対象とします。）
○⾼校から推薦された⽅を対象とします。
○「センター試験」と「⾯接」等で評価します。

④ 特別推薦⼊学 Ⅰ

○全国の高校生等が対象です。（新卒者のほか既卒者も対象とします。）
○⾼校から推薦された⽅を対象とします。
○「センター試験（数学と物理のみ）」と「志望理由書」等で評価します。

⑤ 特別推薦⼊学 Ⅱ

○全国の高校生等が対象です。（新卒者のほか既卒者も対象とします。）
○「センター試験」と「個別学⼒検査」等で評価します。
○仙台市・東京都・名古屋市の県外試験場でも受験可能です。

⑥ ⼀般⼊試（前期）
○秋⽥県内⾼校の新卒者を対象とします。
○⾼校から推薦された⽅を対象とします。
○�アグリビジネス学科（推薦⼊学A）のみ、秋⽥県外⾼校の新卒者も出願可能です。
○�推薦⼊学Aは、主に専⾨⾼校、推薦⼊学Bは、主に普通⾼校を対象とします。
○�原則、評定平均4.3以上（アグリビジネス学科は4.0以上）で、高校から推薦

された⽅を対象とします。
○「⾯接（⼝頭試問含む）」と「⼩論⽂」等で評価します。

② 推薦⼊学A・B

○秋⽥県内⾼校の新卒者を対象とします。
○⾼校から推薦された⽅を対象とします。
○「センター試験」と「⾯接」等で評価します。

③ 推薦⼊学Ｃ
○�全国の高校生等が対象です。 
（新卒者のほか既卒者も対象とします。）

○「センター試験」と「⼩論⽂」等で評価します。
○�仙台市・東京都・名古屋市の 

県外試験場でも受験可能です。�

⑦ ⼀般⼊試（後期）

■ 資料請求 お電話でも
受け付けています
アドミッションチーム

018-872-1535

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

入試区分 ① AO入試 ② 推薦入学A・B ③ 推薦入学C ④ 特別推薦入学Ⅰ ⑤ 特別推薦入学Ⅱ ⑥ 一般入試（前期） ⑦ 一般入試（後期）

対象学部
対象学科

●�システム科学技術学部 
・機械工学科

●�システム科学技術学部

●生物資源科学部

●�システム科学技術学部

●生物資源科学部
※アグリビジネス学科を除く

●��システム科学技術学部 
・建築環境システム学科 
・経営システム工学科

●��システム科学技術学部 
・知能メカトロニクス学科 
・情報工学科

●�システム科学技術学部

●生物資源科学部

●�システム科学技術学部

●�生物資源科学部

8月
出願期間 
8月  5日㈪～9日㈮
第一次合格発表
8月29日㈭

9月
試験日
9月  6日㈮
合格発表
9月18日㈬

11月

出願期間
11月  1日㈮～8日㈮
試験日
11月16日㈯
合格発表
11月23日㈯

12月 出願期間
12月16日㈪～20日㈮

出願期間
12月16日㈪～20日㈮

1月 出願期間
1月  6日㈪～10日㈮

試験日
1月31日㈮

出願期間
1月27日㈪～2月5日㈬

2月
試験日
2月  1日㈯
合格発表
2月12日㈬

合格発表
2月12日㈬

合格発表
2月12日㈬

試験日
2月25日㈫

3月 合格発表
3月6日㈮

試験日
3月12日㈭
合格発表
3月21日㈯

上記は令和2年度の入試情報です。翌年度以降の入試情報は「秋田県立大学入試情報」でご確認ください。

WEBサイトから
⼿軽に願書請求
できます。
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※高等学校等コードの順に並べています。

■ 合格者出⾝⾼校⼀覧 平成27年度入試〜平成31年度入試

北 海 道
札幌北陵
札幌手稲
千歳
札幌藻岩
札幌清田
函館中部
旭川西
旭川北
北見北斗
室蘭栄
苫小牧東
静内
帯広柏葉
帯広三条
釧路湖陵
釧路江南
北広島
札幌東陵
札幌厚別
旭川凌雲
札幌稲雲
函館
北海道科学大学
札幌第一
旭川龍谷

青 森 県
青森
青森東
青森南
弘前
弘前中央
弘前南
八戸
八戸東
八戸北
八戸西
木造
五所川原
黒石
三本木
三沢
田名部
三本木農業
名久井農業
弘前実業
東奥義塾
弘前学院聖愛
八戸聖ウルスラ学院
八戸工業大学第二

岩 手 県
盛岡第一
盛岡第三
盛岡第四
盛岡北
盛岡農業
花巻北
花巻南
花巻農業
黒沢尻北
水沢
一関第一
一関第二
千厩
高田
大船渡
遠野
宮古
久慈
大野
軽米
福岡
盛岡市立
不来方
釜石
盛岡中央
一関学院

宮 城 県
仙台第一
仙台第三
仙台向山
古川
佐沼

那須拓陽
黒磯
矢板東
宇都宮北
鹿沼東
宇都宮清陵
小山西
さくら清修
栃木翔南
作新学院
文星芸術大学附属
宇都宮文星女子
宇都宮短期大学附属
國學院大學栃木
佐野日本大学
白鴎大学足利
佐野日本大学中等

群 馬 県
前橋（県立）
前橋女子
勢多農林
高崎
高崎女子
桐生
桐生南
太田
太田（県立）
太田女子
沼田
館林
渋川
渋川女子
富岡
高崎北
前橋東
太田東
高崎経済大学附属
伊勢崎
高崎商科大学附属
東京農業大学第二
樹徳
前橋育英

埼 玉 県
熊谷女子
浦和西
不動岡
秩父
坂戸
越谷南
川口北
所沢北
羽生第一
春日部東
大宮北
浦和南
和光国際
聖望学園
淑徳与野
山村学園
大宮開成
狭山ケ丘
武南
星野
大妻嵐山
城西大学付属川越
埼玉栄
栄東
春日部共栄
城北埼玉
開智
栄北

千 葉 県
千葉南
船橋東
佐原
佐原白楊
銚子（県立）
匝瑳
長生
木更津
銚子（市立）
稲毛
成田
麗澤

静 岡 県
伊東
韮山
三島北
御殿場南
沼津東
沼津西
沼津工業
吉原
富士
清水南
静岡城北
静岡東
焼津中央
藤枝東
藤枝西
島田
榛原
掛川西
浜松南
浜名
静岡市立
浜松市立
富士東
伊豆中央
富士宮西
浜松湖南
下田
科学技術
加藤学園暁秀
加藤学園
静岡サレジオ
東海大学付属静岡翔洋
静岡北
静岡学園
磐田東
浜松学芸
浜松日体
聖隷クリストファー
藤枝明誠

愛 知 県
愛知教育大学附属
千種
名古屋西
熱田
中村
鳴海
旭野
長久手
豊明
岩倉総合
丹羽
一宮西
一宮北
木曽川
津島
津島北
五条
横須賀
碧南
刈谷北
知立
安城
安城東
西尾
西尾東
吉良
岡崎
岡崎東
幸田
豊田西
国府
豊橋東
豊丘
豊橋南
蒲郡東
成章
小坂井
天白
尾西
東海南
北
瀬戸西
春日井東
津島東
西春

白石
石巻
気仙沼
泉
多賀城
宮城第一
仙台二華
仙台三桜
石巻好文館
古川黎明
仙台南
仙台
仙台西
泉館山
仙台東
宮城野
仙台育英学園
東北学院
東北学院榴ケ岡
尚絅学院
聖和学園
聖ウルスラ学院英智
古川学園

秋 田 県
秋田
秋田北
秋田南
秋田工業
金足農業
花輪
十和田
大館鳳鳴
大館工業
能代
能代工業
五城目
本荘
由利
由利工業
西目
矢島
大曲
大曲工業
大曲農業
六郷
角館
横手
横手城南
増田
雄物川
湯沢
仁賀保
秋田中央
秋田商業
雄勝
秋田西
男鹿工業
新屋
大館
平成
御所野学院
横手清陵学院
大館国際情報学院
秋田北鷹
湯沢翔北
能代松陽
大館桂桜
明桜
聖霊女子短期大学付属
秋田和洋女子

山 形 県
山形東
山形南
山形西
山形北
山形中央
寒河江
楯岡
東桜学館
新庄北
米沢興譲館
米沢東
長井
鶴岡南
酒田東
酒田西

千葉商科大学付属
中央学院
昭和学院秀英

東 京 都
北園
小山台
戸山
八王子東
日比谷
富士
保谷
成瀬
大島海洋国際
多摩科学技術
駒込
東京電機大学
桜丘
東京成徳大学
江戸川女子
東京農業大学第一
実践学園
佼成学園
國學院大學久我山
淑徳
白梅学園
日本放送協会学園

神 奈 川 県
金井
多摩
鎌倉
七里ガ浜
小田原
西湘
金沢
横浜国際
横浜修悠館
横浜サイエンスフロンティア
横浜創英
横浜
洗足学園
藤嶺学園藤沢
桐光学園
公文国際学園高等部
桐蔭学園
自修館

新 潟 県
新潟中央
新潟南
新潟江南
新潟西
巻
新発田
新発田農業
村上
新津
長岡
長岡大手
長岡農業
三条
三条東
加茂農林
六日町
十日町
柏崎
高田
高田北城
糸魚川
佐渡
万代
新発田南
長岡向陵
国際情報
村上中等
柏崎翔洋
燕
燕中等
津南
直江津中等
佐渡中等
高志
新潟明訓
北越
新潟第一
東京学館新潟

一宮南
阿久比
豊田北
高蔵寺
江南
小牧南
豊田南
半田東
日進西
一宮興道
美和
豊田
名古屋南
岡崎西
豊野
知立東
新川
杏和
常滑
愛知
名古屋経済大学高蔵
東海
名古屋女子大学
愛知工業大学名電
名城大学附属
愛知啓成
春日丘
中部大学春日丘
清林館
栄徳
大成

三 重 県
桑名
津東
松阪
川越
暁
鈴鹿
高田
三重
学法津田学園

滋 賀 県
水口東
米原
虎姫
比叡山

京 都 府
洛北
嵯峨野
北嵯峨
福知山
紫野
洛西
城南菱創
京都橘
京都産業大学附属
京都成章

大 阪 府
池田
今宮
住吉
泉北
堺東
南
大阪学芸
履正社
桃山学院
箕面自由学園
近畿大学附属
清教学園
初芝富田林

兵 庫 県
芦屋（県立）
川西緑台
柏原
明石
西脇
兵庫県立農業
龍野
赤穂

日本大学山形
東海大学山形
米沢中央

福 島 県
福島（県立）
橘
福島西
安達
安積
安積黎明
郡山東
須賀川桐陽
白河
白河旭
会津
葵
会津学鳳
磐城
磐城桜が丘
相馬
原町
郡山
福島東
いわき光洋
福島成蹊
桜の聖母学院
尚志
日本大学東北
会津若松ザベリオ学園
いわき秀英

茨 城 県
日立第一
太田第一
小瀬
水戸第二
水戸第三
緑岡
鉾田第一
土浦第一
土浦第二
土浦第三
石岡第一
竜ケ崎第一
藤代
下館第一
下館第二
下妻第一
下妻第二
水海道第一
古河第三
竹園
牛久
日立北
水戸桜ノ牧
牛久栄進
伊奈
明秀学園日立
茨城キリスト教学園
茨城
水城
土浦日本大学
茗溪学園
常総学院
水戸葵陵
つくば秀英

栃 木 県
宇都宮東
宇都宮南
宇都宮女子
宇都宮中央女子
宇都宮白楊
鹿沼
石橋
小山
栃木
佐野
足利
足利女子
真岡
真岡女子
茂木
烏山
大田原
大田原女子

富 山 県
桜井
魚津
富山東
富山南
八尾
高岡西
氷見
高岡南
砺波
石動
呉羽
福岡
大門
南砺福野
南砺福光
高岡向陵

石 川 県
寺井
金沢桜丘
金沢西
羽咋
七尾
輪島
飯田
野々市明倫
星稜

福 井 県
高志
武生
若狭
武生東
北陸

山 梨 県
韮崎
甲府第一
甲府南
日川
甲府西
甲府東
富士河口湖
甲陵
甲府昭和

長 野 県
須坂
長野吉田
長野東
篠ノ井
岩村田
野沢北
諏訪清陵
諏訪二葉
岡谷東
伊那弥生ケ丘
飯田
下伊那農業
松本県ケ丘
松本美須々ケ丘
松本蟻ケ崎
大町岳陽
松商学園
長野日本大学

岐 阜 県
長良
岐山
加納
大垣南
大垣東
多治見
斐太
飛騨高山
羽島北
大垣西
鶯谷
高山西

東播磨
姫路
尼崎稲園
須磨東
加古川北
姫路飾西
神戸野田
須磨学園

奈 良 県
奈良育英
奈良大学附属

和 歌 山 県
耐久
田辺
新宮
和歌山信愛
近畿大学附属新宮

　

鳥 取 県
鳥取東

　

島 根 県
益田

　

岡 山 県
倉敷天城
高梁
瀬戸
岡山城東

　

広 島 県
安古市
三原
広島なぎさ

　

山 口 県
高森
防府
豊浦

　

香 川 県
高松東
高松
高松第一

　

愛 媛 県
松山北
伊予

　

福 岡 県
小郡
筑紫女学園

　

佐 賀 県
神埼

　

長 崎 県
西陵

　

宮 崎 県
宮崎北
延岡星雲

　

鹿 児 島 県
鶴丸
鹿屋
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北海道

山形県

秋田県

青森県

岩手県

宮城県

福島県

栃木県群馬県

埼玉県
東京都

茨城県

神奈川県
千葉県

福岡県
佐賀県

長崎県 大分県

宮崎県

熊本県

鹿児島県

鳥取県島根県

岡山県広島県山口県

富山県
石川県

福井県

新潟県

長野県

山梨県

静岡県

岐阜県

愛知県

京都府

大阪府

滋賀県

三重県
奈良県

和歌山県

香川県

徳島県
愛媛県

高知県

沖縄県

兵庫県

岡田 梨瑚 さん
静岡県／静岡北高校出身

キラキラ 
黄金色に輝く、
稲穂の季節が 

とても好き
中川 睦司 さん

新潟県／新発田高校出身

秋田では寒天に 
卵や牛乳、 

ミカン、サラダを
混ぜる。驚いた

春の新緑や 
秋の紅葉が 
とてもキレイ

全国各地から秋田県立大学へ
在籍者情報

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

中部地方 394名

新 潟 県 126
富 山 県 19
石 川 県 9
福 井 県 7
山 梨 県 8
長 野 県 25
岐 阜 県 19
静 岡 県 82
愛 知 県 99

近畿地方 40名

三 重 県 7
滋 賀 県 2
京 都 府 3
大 阪 府 9
兵 庫 県 13
奈 良 県 3
和歌山県 3

九州地方 8名

福 岡 県 1
長 崎 県 2
宮 崎 県 1
鹿児島県 4

中国地方 8名

鳥 取 県 1
島 根 県 2
岡 山 県 2
広 島 県 1
山 口 県 2

四国地方 4名

香 川 県 3
愛 媛 県 1

松村 周平 さん
鳥取県／鳥取東高校出身

石原 旭 さん
香川県／高松東高校出身

川口 智也 さん
鹿児島県／鹿屋高校出身

石橋 瑞貴 さん
愛媛県／伊予高校出身

森 桃花 さん
三重県／川越高校出身

安木 理沙子 さん
大阪府／池田高校出身

福井 蓮太 さん
兵庫県／柏原高校出身

野田 拓杜 さん
愛知県／千種高校出身

佐藤 ふうこ さん
新潟県／新発田農業高校出身

今井 朗人 さん
島根県／益田高校出身

宮地 祐美子 さん
鹿児島県／鹿屋高校出身

元気な 

お年寄りが 

多いさすが雪国だけあって住宅や コンビニには 風除室がある

50キロ近くもある 
竿燈を操る姿、
お囃子の迫力に

圧倒された

世界遺産 
「白神山地」での 
フィールドワークに 

感動した

町田 大和 さん
新潟県／六日町高校出身

甲子園で活躍した
金足農業高校 

が近い

路上、お花見、

イベントにババヘラ

出現でびっくり

石原 颯馬 さん
愛知県／豊丘高校出身

お米とお酒が 
美味しくて 

温泉もたくさん
あって最高

日本の美しい 
四季が 

楽しめます

大学周辺は 
リフレッシュできる 
ネイチャースポットが

たくさんある

食べ物も 
水も空気も 
おいしい

心の温かい人が多く人情味豊かで住みやすい

秋田美人が 
多い！！

学部名 男子 女子 合計

システム科学技術学部 857 140 997

生物資源科学部 353 299 652

合計（学部） 1210 439 1649

竹下 翔太 さん
静岡県／静岡市立高校出身

車の信号が 
たてになっている
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北海道

山形県

秋田県

青森県

岩手県

宮城県

福島県

栃木県群馬県

埼玉県
東京都

茨城県

神奈川県
千葉県

福岡県
佐賀県

長崎県 大分県

宮崎県

熊本県

鹿児島県

鳥取県島根県

岡山県広島県山口県

富山県
石川県

福井県

新潟県

長野県

山梨県

静岡県

岐阜県

愛知県

京都府

大阪府

滋賀県

三重県
奈良県

和歌山県

香川県

徳島県
愛媛県

高知県

沖縄県

兵庫県

東北地方 911名

青 森 県 83
岩 手 県 105
宮 城 県 63
秋 田 県 526
山 形 県 57
福 島 県 77

関東地方 255名

茨 城 県 72
栃 木 県 94
群 馬 県 36
埼 玉 県 15
千 葉 県 11
東 京 都 12
神奈川県 15

北海道 29名

北 海 道 29

阿部 晴紀 さん
山形県／鶴岡南高校出身

田中 直道 さん
茨城県／緑岡高校出身

小田嶋 彩矢 さん
宮城県／古川高校出身

大山 さくら さん
福島県／橘高校出身

梅津 光 さん
山形県／東桜学館高校出身

井上 天仁 さん
山形県／山形南高校出身

遠藤 圭紀 さん
北海道／北広島高校出身

日本全国から同じ志を持った仲間たちが集まります！
卒業後も多方面で活躍する仲間たちと 
つながりができます！

藤原 涼介 さん
北海道／函館高校出身

小松 寛知 さん
秋田県／秋田北高校出身

菊池 和奏 さん
秋田県／湯沢高校出身

高橋 洸希 さん
秋田県／由利工業高校出身

橋本 晃一 さん
秋田県／秋田中央高校出身

小林 温希 さん 
秋田県／秋田工業高校出身

中嶋 涼太 さん
秋田県／大館鳳鳴高校出身

高津 優里香 さん
秋田県／秋田北高校出身

能代 志歩 さん
秋田県／秋田北高校出身

深澤 諒 さん
秋田県／秋田中央高校出身

井上 明香里 さん
秋田県／湯沢翔北高校出身

渡部 祐里 さん
秋田県／大館国際情報学院高校出身

鈴木 翔 さん
秋田県／新屋高校出身

佐久間 桃子 さん
茨城県／日立北高校出身

ウィンター　　 
　　スポーツ 

最高！！

奥野 駿矢 さん
北海道／札幌稲雲高校出身

秋田県民は 
みんな穏やかで

温かい！

小中学校の学力は 全国トップクラス。教育環境が良い！

大潟キャンパスの 
ある大潟村は干 
拓地のため村全 
体が海より低い

おとなしくて 
優しい人が多い

ご飯が何を
食べてもおいしい。

きりたんぽが 
大好き

余分なものが 

ない、温かくて
楽しい街

「いぶりがっこ」 
など漬物の 
種類が多く 
ご飯が進む

日本一深い
「田沢湖」など
景勝地が 
たくさん

大潟村菜の花 

ロード、千秋公園、 

角館など、お花見 

スポットが多い

キャンパスの

目の前が日本海

で夕日がきれい

治安が良く 店も不便しない 程度にあり安心 して生活できる

四季の景色がとても綺麗

雪かき
ボランティアなど 
協力意識がある

空が広くて空気が 
おいしい。

夕焼けも、星も、すべて手にはいります。

肉・魚・野菜 
など食材の 
物価が安い

大曲の花火大会や 横手のかまくらなど 魅力的な行事が たくさんある

秋田キャンパス 
近くのポートタワー 

セリオン最上階から
の眺めは絶景

寮生には 農業バイトが人気。 バイトをしながら 農業経験ができる。

「男鹿のナマハゲ」
などの重要無形 
民俗文化財が 

日本一

大きい秋田犬が 
モフモフしていて 

癒される

キャンパスに 

ウサギが 

出没する

秋
田
県
の
良
い
と
こ
ろ 

な
ど
を
紹
介
！

93Akita Prefectural University 2020



しょし
（恥ずかしい）

すまないという意味もある。「おしょし」と
もいう。使用するとかわいい方言の 

上位にも入る。

さい
（あっ、しまった）

失敗した時にあげる感嘆詞。
「さいさい」と重ねて 

使うこともある。

ごしゃぐ
（怒る、しかる）

ローカルヒーロー「超神ネイガー」の変身時の 
かけ声「豪石（ごうしゃく）！」

秋田弁の「ごしゃぐ」を元に神の力を 
借りるという「剛借」、また自身の強さを 

測るという「強尺」の意味もあると 
されている。

えふりこぎ
（見栄っ張り）

秋田県の県民性を表す言葉として有名。
江戸時代から豊かな地であった 

秋田ならではの言葉。

めんけ
（かわいい）

「めごえ」「めんこえ」「めんこい」
ともいう。

じぇんこ
（お金）

「銭（ぜに）っこ」から。 
ちなみに「じぇんご」は田舎。

こうぇ
（疲れた、だるい）

怖いという意味ではない。

け
（来い、かゆい、食べなさい）

「食べる」「来る」だと「く」だったのが、 
命令形になると「け」に変化。そこに 
「かゆい」の「け」もプラスされた。

 

おが
（あまり、あまりにも）

（例）
・おがいらねぁ→あまり要らない 

・そいだばおがだべ→
それはあんまりだろう

秋田の方言の特徴
1、濁点が多い
　→�「か行」と「た行」には非常に高い可能
性で濁点がつく

2、母音が変化している
　→�標準語の「い」と「え」、「し」と「す」、
「ち」と「つ」、「ず」と「づ」の発音が非
常に似ていて、区別が非常にあいまい

3、イントネーションが独特
　→�3文字の単語を発音する時に、2文字
目の音を高くすることが非常に多い

※�雪国で寒いため、口をあまり開かず、短いフレーズで
略される方言が多い

※�濁点を多用し、早口で流れるようにしゃべる人が多い
ことから、フランス語に似ていると言われることも！

 　→�豊かな水田資源、豊富な農産物と良質な水を誇る秋田県。
食糧問題は、本学にとっても重要テーマの一つ。

食料自給率 №1！
（カロリーベースで192％）

　→�色白で美肌を保ちやすい環境と良質な睡眠が 
“秋田美人”を育てます！

年間日照時間が短い

秋田ってこんなところ
秋田見聞録

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

県大生の約7割は県外出身者。秋田県立大学を知ってもらうと同時に秋田県のことも
知ってもらいたい！どんな環境で学び生活するのか、少しですがご紹介します。

わかる？
わからない？
秋田の方言！

先輩が秋田に来て
びっくりした、または面白かった方言を

紹介します。

●美容所数（人口10万人当たり）　541.9か所 （２８年度）

　→�きれい好きな県民性。�“秋田美人”とも関係が・・・

美容所の数 №1！

　→�秋田の竿燈、男鹿のナマハゲ、花輪ばやし、西馬音内の盆踊など 
たくさんの祭りや伝統芸能や年中行事があります！ 
是非、足を運んでみよう！

重要無形民俗文化財の件数 №1！

！？
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あきた

みちかわ

やしま

うごほんじょう

おが

ふなこし

おいわけ

つちざき

大潟村

男鹿市

潟上市

にかほ市

井川町

男鹿水族館GAO

由利高原鉄道

秋田マリーナ

竿燈まつり会場

秋田市

千秋公園

秋田空港

五城目町

八郎潟町

ハーブワールドAKITA

みなとオアシスほんじょう

由利本荘市

なまはげ伝承館

道の駅てんのう

出戸浜海水浴場

ポートタワー
セリオン

菜の花ロード

バスで40分

大潟キャンパス

大内JCT

本荘IC
西目PA

仁賀保IC

金浦IC

象潟IC

二ツ井白神IC

雄勝こまちIC

松ヶ崎亀田IC

日本海沿岸東北自動車道

秋田自動車道

能代南IC

能代東IC

八竜IC

琴丘森岳IC

五城目
八郎潟IC

昭和
男鹿半島IC

秋田北IC

秋田中央IC

秋田新幹線

秋田南IC

河辺JCT

岩城IC

秋田空港IC

協和IC

大曲IC

横手IC

十文字IC

大森PA

太平山PA

湯沢IC

三関IC
須川IC

秋田キャンパス

本荘キャンパス

太平山オーパス

花立牧場公園

由利高原

木材高度加工研究所　　

ハーブワールドAKITA

道の駅てんのう

竿燈祭り

男鹿水族館ＧＡＯ

菜の花ロード

由利高原鉄道

鳥海山

　2018年ユネスコの無形文化遺産
に登録。
　男鹿市にて大晦日の晩、それぞれ
の集落の青年たちがナマハゲに扮し
て、「泣く子はいねがー」などと大声
で叫びながら地域の家々を巡る。
　怠け心を戒め、無病息災・田畑の
実り・山の幸・海の幸をもたらす、年
の節目にやってくる来訪神。

男鹿のナマハゲ

　毎年8月3日～6日に秋田市で行
われる祭り。東北三大祭りの一つ。
県大竿燈会も参加。
　竿燈全体を稲穂に、連なる提灯を
米俵に見立て、額・腰・肩などにの
せ、五穀豊穣を祈る。
　最も大きい大若は高さ12m、重さ
50kg！！　「どっこいしょ～、どっこい
しょ～」のかけ声で盛り立てる。

竿燈まつり

　日本三大うどんの一つ。昔
ながらの手延べにこだわる細
く平たい麺は、コシが強く、表
面がとても滑らか。舌触りがよ
く、喉越しはツルツル。

稲庭うどん

　秋田の郷土料理といえば「きりた
んぽ」。杉の棒にご飯をつぶして棒
状に巻きつけ、囲炉裏の火で焼いた
ものを「たんぽ」という。
　これを切って比内鶏でとったスー
プで、ごぼうや葱、セリと舞茸などの
キノコと共に火を通したのが「きりた
んぽ鍋」。味噌を塗ってもう一度火で
炙り「みそたんぽ」。

きりたんぽ

出戸浜海水浴場

道の駅あきた港 ポートタワーセリオン

LOCATION
キャンパスエリア案内＆秋田県紹介

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY 2020

　→�犯罪や交通事故が少なく安心して暮らせる環境 
（交通事故発生件数：全国41位）。

刑法犯認知件数最低
　→���子どもも大人も日本一の睡眠時間。 

しっかり寝てスッキリ目覚めてアクティブに活動します！ 
本学でも規則正しい生活習慣を推奨しています。

睡眠時間（482分） №1！

　→�しっかり食べてしっかり勉強！秋田県民の 
学習意欲の高さ、ポジティブな生活態度は 
生活習慣の規則正しさから。

小学生の朝食摂取率 №1！
　→�秋田県には優れた教育環境があります。 

本学でも学生一人ひとりの個性を尊重した、 
きめ細かな教育を実践しています。

全国学力テストは毎年トップクラス！

70歳以上まで働ける
企業割合（33．7％）！

出典「秋田県の日本一と全国ベスト3」�
（平成30年11月6日改訂版、秋田県調査統計課）

　くるっと丸まったしっぽ、
ピンと立った三角の耳、ふわ
ふわの毛並みの大型犬。
　ロシアのフィギュアスケー
ト平昌五輪金メダリスト・ザ
ギトワ選手に送られた「マサ
ル」も話題に。

秋田犬

　→��経験豊富で元気な高齢者が多い! 
高齢化率が全国一の秋田で、 
意欲ある高齢者を積極的に雇用する
企業が増えています。
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木材高度加工研究所
〒016-0876 秋田県能代市字海詠坂11-1
TEL.0185-52-6900　FAX.0185-52-6924
アクセス
■秋田空港→車（約1時間30分） 木材高度加工研究所
■大館能代空港→車（約1時間） 木材高度加工研究所
■JR秋田駅→奥羽本線（約1時間）JR東能代駅→車（約20分） 木材高度加工研究所

大潟キャンパス ［生物資源科学部］（アグリビジネス学科3・4年次）

〒010-0444 秋田県南秋田郡大潟村字南2-2
TEL.0185-45-2026　FAX.0185-45-2377
アクセス
■秋田空港→車（約1時間30分） 大潟キャンパス
■JR秋田駅→奥羽本線（約30分）JR八郎潟駅→バス〈大潟村行き〉（約20分）
　→カントリー公社事務所前下車→徒歩（約5分） 大潟キャンパス

秋田キャンパス ［生物資源科学部］
〒010-0195 秋田県秋田市下新城中野字街道端西241-438
TEL.018-872-1500　FAX.018-872-1670
アクセス
■秋田空港→車（約1時間） 秋田キャンパス
■JR秋田駅→車（約30分） 秋田キャンパス
■JR秋田駅→奥羽本線（約15分）JR追分駅→徒歩（約20分） 秋田キャンパス

本荘キャンパス ［システム科学技術学部］
〒015-0055 秋田県由利本荘市土谷字海老ノ口84-4
TEL.0184-27-2000　FAX.0184-27-2180
アクセス
■秋田空港→車（約50分）本荘キャンパス
■JR秋田駅→車（約1時間）本荘キャンパス
■JR秋田駅→羽越本線（約45分）JR羽後本荘駅→バス（約5分） 本荘キャンパス

象潟I.C

至酒田

至新庄・山形

至仙台・東京

北上J.C.T

至北上
横手

大曲

盛岡I.C

本荘I.C
羽後本荘

盛岡

至八戸・青森

秋
田
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

秋田新幹線

至弘前・青森至五所川原

大館

二ツ井白神I.C能代南I.C

琴丘能代道路

五城目・八郎潟I.C

秋田北I.C

横手I.C

雄勝こまちI.C

河辺J.C.T

大内J.C.T

秋田空港

大館能代空港
（あきた北空港）

秋田

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

能代
鷹巣I.C

小坂J.C.T

秋田県

小坂北I.C

木材高度加工
研究所

セミナーハウス

大潟キャンパス

秋田キャンパス

本荘キャンパス

秋田新幹線
東
北
新
幹
線

山
形
新
幹
線

東海道新幹線

秋田自動車道
東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

新千歳空港

羽田空港　

中部国際空港　
伊丹空港

大館能代空港

秋田空港

大宮

名古屋京都

仙台

盛岡秋田

山形
新潟

青森

新函館北斗

札幌

苫小牧

北上

東京
敦賀

金沢 長野

新庄

北
海
道
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

上
越
新
幹
線

■ 交通アクセス
新千歳空港 約55分

秋田空港
羽田空港 約1時間10分
中部国際空港 約1時間20分
伊丹空港 約1時間30分

盛岡駅 約1時間30分
秋田駅仙台駅 約2時間30分

東京駅 約4時間00分

秋田キャンパス
盛岡I.C 約2時間10分 秋田北I.C
仙台宮城I.C 約3時間10分 秋田北I.C

本荘キャンパス
盛岡I.C 約2時間10分 大内J.C.T
仙台宮城I.C 約3時間10分 大内J.C.T

大潟キャンパス
盛岡I.C 約2時間20分 五城目八郎潟I.C
仙台宮城I.C 約3時間20分 五城目八郎潟I.C

木材高度加工
研究所

盛岡I.C 約2時間40分 能代南I.C
仙台宮城I.C 約3時間40分 能代南I.C

航空機利用の場合

秋田新幹線「こまち」利用の場合

高速道路利用の場合

アクセスマップ
ACCESS MAP
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秋田新幹線
東
北
新
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線
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形
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動
車
道

東
北
自
動
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道

新千歳空港

羽田空港　

中部国際空港　
伊丹空港

大館能代空港

秋田空港

大宮

名古屋京都

仙台

盛岡秋田

山形
新潟

青森

新函館北斗

札幌
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北
海
道
新
幹
線
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様々な情報を発信しています

バーチャルオープンキャンパスも常時開催中！

OPEN
CAMPUS
2019

秋 ⽥ 県 ⽴ ⼤ 学 のリア ル を 体 感！

7/15
M O N

本荘キャンパス
〈システム科学技術学部〉

9:30→15:30
進学相談／模擬講義／個別見学ツアー

研究室大公開（研究発表展示）など
無料送迎バス（運行予定）

7/14
S U N

秋田・大潟キャンパス
〈生物資源科学部〉

9:00→15:30
進学相談／模擬講義／個別見学ツアー

研究室大公開（研究発表展示）など

AKITA PREFECTURAL UNIVERSITY

AkitaPrefecturalUniv
秋田県立大学チャンネル

秋⽥県⽴⼤学プロモーション動画など
YouTubeで公開中！

「秋⽥県⽴⼤学まで⾜を運ぶことが
難しい」という⽅のために、

インターネットからも体験できる
バーチャルオープンキャンパス�

を開催中！�
是⾮、アクセスしてみてください。

夏のオープンキャンパスの他にも、10月大学祭と同時開催の『ミニオープンキャンパス』、『進学相談会』、個別相談可能
な『毎週土曜日は秋田県立大学の日』などの進学イベントを実施しております。

@Akita_P_U

秋田県立大学
Twitter

秋⽥県⽴⼤学の⽇
常やイベント情報な
どリアルタイムでつ
ぶやいています。

https://www.akita-pu.ac.jp

※�タブレット、スマートフォン�
からもアクセスできます。

秋田県立大学
公式Webサイト



www.akita-pu.ac.jp
秋田県立大学は
（独）大学改革支援・学位授与機構の
大学評価基準を満たしています。

秋田県立大学は1999年
に開学し、2019年6月で
開学20周年を迎えました
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